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ご挨拶

2023年度版『草加市立病院　地域医療連携ガイドブック』をお届けします。
例年どおり、当院の各部門の紹介及び予約方法についてのご案内となってお
りますので、ご高覧、ご活用いただければ幸いです。今回の人事異動は内科系
診療科の異動は比較的少なく、外科、整形外科、小児科を中心に23人の新しい
先生方を迎えることができました。
今年度から手術支援ロボット（ダビンチXi）を導入し、直腸がん、前立腺が
んの手術を開始しています。本格的な高齢化社会を迎え、高齢者にも優しい低
侵襲手術を行ってゆく予定です。これまで同様、患者さんをご紹介いただける
と幸いです。

さて、おそらくこの50年間で医療界最大の危機であった新型コロナパンデ
ミックがようやく収束を迎えようとしています。この3年間、先生方も地域医
療を守るため大変なご苦労をなさったことと思います。当院も新型コロナ入
院対応と救急対応を含めた平時の医療の両立に苦労しました。先生方にも患
者さんの受け入れ等でご不便をおかけしたことをお詫び申し上げます。
5月の連休明けから新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが2
類相当から5類に移行し「入院勧告」や「行動制限」はなくなりました。当院も、
埼玉県からの要請による新型コロナ対応病棟の確保を終了しましたが、５類
移行後もインフルエンザ等と同様の感染対策は必要なため、高齢者や合併症
のある患者さん、小児への入院対応は個室で行っています。引き続きフェーズ
に応じた病床確保を依頼されており、平時の体制に戻るにはもう少し時間が
かかりそうです。新興感染症に対する備えはこれから必要で地域の先生方と
の役割分担・連携は不可欠です。
また近年は異常気象による風水害、首都直下地震など大規模災害へのリス
クが高まっています。当院は地域災害拠点病院としてこれまで災害時におけ
る初期救急医療体制の構築、DMATの活動拠点などを想定した訓練を主に院
内で行ってまいりました。急性期以降の災害医療は市と地域医師会等を中心
とした避難所、医療救護所における医療体制の構築が重要で、ここでも役割分
担と連携強化が求められています。

今後とも地域の先生方との連携を深め、患者さんへのサービスの向上と地
域医療に貢献してまいる所存です。ご支援、ご協力のほどよろしくお願い申し
上げます。

矢内　常人
草加市立病院
事業管理者
（兼）病院長

［専門分野］
消化器一般・肝臓病
［専門医］
・日本内科学会認定
総合内科専門医

・日本消化器病学会認定
消化器病専門医

・日本消化器内視鏡学会認定
消化器内視鏡専門医

・日本肝臓学会認定
肝臓専門医



草加市立病院の理念

基本理念 
　草加市立病院は、市民のいのちと健康を守り、地域医療の中
核を担うことを使命とします。

基本方針
1. 地域中核病院の役割
総合的・急性期医療を基盤に、高度専門、二次救急と地域
医療連携の充実に努めます。

1. 患者中心の医療の確立
十分な説明と同意のもと開かれた、患者さんの権利を尊重
する親切な医療の提供に努めます。

1. 安全で良質な医療の提供
安心して医療を受けられる環境づくりや、市民の信頼が得
られる質の高い医療の実践に努めます。

1. 健全経営の確保
地方公営企業法の精神を生かし、公共性と経済性とのバラン
スのとれた健全経営に努めます。



名 称
住 所
開 設 者
管 理 者
許 可 病 床 数
平 均 患 者 数
診 療 科 目

草加市立病院
〒340-8560　埼玉県草加市草加二丁目21番1号
草加市長　瀨 戸　百 合 子
草加市病院事業管理者　矢 内　常 人
一般病床数380床
入院245.3人　　外来745.2人（令和4年　一日あたり平均）
内科（総合）、血液内科、内分泌・代謝内科、膠原病内科、腎臓内科、
呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、小児科、外科、呼吸器外科、
心臓血管外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、
眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、歯科口腔外科、
麻酔科、精神科、救急科、病理診断科、緩和ケア科

7階

6階

5階

4階

呼吸器内科、呼吸器外科、血液内科、膠原病内科

脳神経外科、耳鼻咽喉科、歯科口腔外科、泌尿器科

感染病棟

緩和ケア科

病　棟
西病棟 東病棟

循環器内科、内分泌･代謝内科、心臓血管外科

整形外科、腎臓内科

外科、皮膚科、消化器内科

小児科、眼科

5階

4階

3階

2階

1階

大講堂、院内保育室

腎センター（血液透析室）

高度治療室（HCU）

MEセンター、血管撮影室

子ども急病夜間クリニック、救急ステーション、重症処置室

心臓・脳血管センター
施 設

※ただいま産科及び精神科の外来診療は休止させていただいております。



病院組織図

医療システム管理室、診療情報管理室

医療安全管理室、感染制御管理室

経営管理課、施設管理課、医事課、地域医療連携相談室

内科系診療部
総合内科、血液内科、内分泌・代謝内科、膠原病内科
腎臓内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、放射線科
リハビリテーション医学科、緩和ケア科
小児周産系診療部
小児科、産婦人科
外科系診療部
外科、呼吸器外科、心臓血管外科、整形外科、眼科
脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、救急科
歯科口腔外科、麻酔科、病理診断科
診療センター
心臓・脳血管センター、腎センター、救急センター
手術センター、外来化学療法センター、健康管理センター
内視鏡センター、乳腺センター

病
院
事
業
管
理
者

病
院
長

副
病
院
長 医療安全対策チーム、感染対策チーム

抗菌薬適性使用支援チーム、患者サポートチーム
栄養サポートチーム、呼吸ケアサポートチーム
褥瘡対策チーム、児童虐待対策チーム、緩和ケアチーム
医療情報システムチーム、災害派遣医療チーム

薬剤部
医療技術部
放射線科、検査科、リハビリテーション科、MEセンター
栄養科

看護部

患者サポートセンター

中央診療部

多職種チーム

医療安全部

医療情報部

事務部

専門診療部

入退院支援部門、医療福祉相談部門（地域医療連携相談室）
患者相談部門、地域医療連携部門（地域医療連携相談室）



施設基準

基本診療料

特掲診療料

入院時食事療養

・糖尿病合併症管理料
・がん性疼痛緩和指導管理料
・がん患者指導管理料　イ　ロ　ハ　ニ
・糖尿病透析予防指導管理料
・二次性骨折予防継続管理料１・３
・院内トリアージ実施料
・救急搬送看護体制加算１
・外来腫瘍化学療法診療料１
連携充実加算
・がん治療連携指導料
・肝炎インターフェロン治療計画料
・薬剤管理指導料
・医療機器安全管理料１
・在宅患者訪問看護・指導料
・遺伝学的検査
・BRCA１/２遺伝子検査
・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出
（簡易ジェノタイプ判定）
・検体検査管理加算（Ⅰ）
・検体検査管理加算（Ⅱ）
・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト
・ヘッドアップティルト試験
・皮下連続式グルコース測定
・小児食物アレルギー負荷検査
・内服・点滴誘発試験
・センチネルリンパ節生検（片側）
・画像診断管理加算２
・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
・冠動脈ＣＴ撮影加算
・心臓ＭＲＩ撮影加算
・乳房ＭＲＩ撮影加算
・抗悪性腫瘍剤処方管理加算
・外来化学療法加算１
・無菌製剤処理料
・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）初期加算
・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）初期加算
・歯科口腔リハビリテーション料２
・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの）
・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）
・人工腎臓　慢性維持透析を行った場合１
・下肢末梢動脈疾患指導管理加算
・報告書管理体制加算

・地域歯科診療支援病院歯科初診料
・歯科外来診療環境体制加算2
・一般病棟入院基本料（急性期一般入院料１）
・超急性期脳卒中加算
・診療録管理体制加算２
・５０対１急性期看護補助体制加算　
・看護職員夜間１６対１配置加算１
・療養環境加算
・重症者等療養環境特別加算
・無菌治療室管理加算１
・栄養サポートチーム加算
・医療安全対策加算１　医療安全対策地域連携加算１
・患者サポート体制充実加算
・褥瘡ハイリスク患者ケア加算
・感染対策向上加算１　指導強化加算
・呼吸ケアチーム加算

・後発医薬品使用体制加算２
・病棟薬剤業務実施加算１
・データ提出加算２　イ
・入退院支援加算１　地域連携診療計画加算
入院時支援加算
・地域歯科診療支援病院入院加算
・ハイケアユニット入院医療管理料１
・小児入院医療管理料２
　「注2」に規定する加算
　養育支援体制加算
・救急医療管理加算
・せん妄ハイリスク患者ケア加算
・地域医療体制確保加算
・ハイリスク妊娠管理加算
・緩和ケア病棟入院料２
・医師事務作業補助体制加算２ （50 対1）
・看護職員処遇改善評価料75

・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算
・導入期加算２及び腎代替療法実績加算
・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び
脳刺激装置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
・上顎骨形成術
（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに限る。）
下顎骨形成術
（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに限る。）
・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１又は
乳がんセンチネルリンパ節加算２を算定する場合に限る。）
・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）
・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
（リードレスペースメーカー）
・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー交換術
・植込型除細動器移植術、
植込型除細動器交換術及び経静脈電極抜去術
・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び
両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術
・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術
・体外衝撃波胆石破砕術
・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術及び腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術
・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術
・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術
・膀胱水圧拡張術
・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。）
・輸血管理料Ⅱ
・輸血適正使用加算
・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
・胃瘻造設時嚥下機能評価加算
・広範囲顎骨支持型装置埋入手術
・麻酔管理料(Ⅰ)
・高エネルギー放射線治療
・病理診断管理加算２　悪性腫瘍病理組織標本加算
・クラウン・ブリッジ維持管理料
・外来栄養食事指導（注2）
・遠隔モニタリング加算（ペースメーカー指導管理料）
・腎代替療法指導管理料
・総合医療管理加算（歯科疾患管理料）
・歯科疾患管理料の注11に規定する総合医療管理加算及び
歯科治療時医療管理料
・持続血糖測定器加算
・小児鎮静下MRI撮影加算
・経皮的下肢動脈形成術
・腹腔鏡下肝切除術（部分切除及び外側区域切除）
・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内支）
・腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除及び切除術）（内支）
・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内支）

令和5年5月1日現在

・入院時食事療養１



機関指定・学会認定

機関指定

学会認定
日本内科学会認定医制度教育関連病院
日本血液学会認定血液研修施設
日本内分泌学会認定教育施設
日本糖尿病学会認定教育施設Ⅰ
日本リウマチ学会教育施設
日本腎臓学会研修施設
日本透析医学会専門医制度教育関連施設
日本呼吸器学会認定施設
日本呼吸器内視鏡学会関連認定施設
日本循環器学会循環器専門医研修施設
日本心血管インターベンション治療学会研修施設
日本不整脈心電学会認定不整脈専門医研修施設
日本消化器病学会認定施設
日本消化器内視鏡学会指導施設
日本小児科学会小児科専門医研修施設
日本小児循環器学会小児循環器専門医修練施設
日本外科学会認定外科専門医制度修練施設
日本消化器外科学会専門医修練施設
日本乳癌学会関連施設
日本整形外科学会認定医制度による研修施設
日本手外科学会研修施設
日本皮膚科学会認定専門医研修施設
日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設
日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関
日本脳神経外科学会専門医研修プログラム連携施設
日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設
日本口腔外科学会認定研修施設
日本顎顔面インプラント学会研修施設
日本顎関節学会認定顎関節症専門医研修施設
日本麻酔科学会認定麻酔科認定病院
日本病理学会研修登録施設
三学会構成心臓血管外科専門医認定機構関連施設

健康保険法・国民健康保険法に基づく保健医療機関
生活保護法指定医療機関
戦傷病者特別援護法（療養給付、更生医療）
障害者自立支援法指定医療機関（育成医療・更生医療、精神通院医療）
原子爆弾被爆者認定疾病医療・一般疾病医療取扱病院
小児慢性特定疾病医療費助成制度
児童福祉施設措置医療
難病指定医療機関
養育医療機関（未熟児の養育医療）
労働保険指定医療機関
労働者災害補償保険二次健診医療機関
救急告示病院（二次救急医療）
埼玉県災害拠点病院（埼玉DMAT指定病院）
臨床研修指定病院（基幹型・協力型）
母体保護法指定医療機関



■診療部門
診療科（診療科長）
●総合内科
　（石丸　剛）

●血液内科
　（村田　健）

●内分泌・代謝内科
　（小澤　直子）

●膠原病内科
　（副島　誠）

●腎臓内科
　（須田　伸）

●呼吸器内科
　（塚田　義一）

●循環器内科
　（稲垣　裕）

●消化器内科
　（矢内　常人）

●放射線科
　（中川　恒明）

●緩和ケア科
　（鈴木　友宜）

●リハビリテーション医学科
　（新関　祐美）

●産婦人科
　（安水　毅彦）

●小児科
　（長谷川　毅）

●外科
　（西岡　良薫）

●呼吸器外科
　（石川　祐也）

●心臓血管外科
　（田村　清）

●整形外科
　（新関　祐美）

●眼科
　（坂井　栄一）

●脳神経外科
　（新井　俊成）

●皮膚科
　（村野　啓明）

●泌尿器科
　（鎌田　成芳）

●耳鼻咽喉科
　（野村　文敬）

●歯科口腔外科
　（髙田　典彦）

●麻酔科
　（松澤　吉保）

●救急科
　（鈴木　恒夫）

●病理診断科
　（阿部　志保）

●心臓・脳血管センター
　（稲垣　裕）

●腎センター
　（須田　伸）

●手術センター
　（松澤　吉保）

●外来化学療法センター
　（村田　健）

●健康管理センター
　（土信田　伸夫）

●乳腺センター
　（石原　早希子）

●専攻医
●研修医

診療部門
M e d i c a l  D e p a r t m e n t

注）中に記載されている治療実績は、診療報酬の設定がない場合を除き、
　　診療報酬算定に基づく医事データを使用しています。
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総
合
内
科

General medicine総合内科

役　　職
部長
専門分野
内科一般・循環器一般
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本循環器学会認定
循環器専門医

● 発熱、寝汗・ほてり、全身倦怠感、体重減少、痛み（頭痛、胸痛、腹痛、腰背部痛、関節痛など）、しびれ、
　 めまい、意識消失、浮腫、咳、呼吸困難、動悸、下痢・便秘、貧血、リンパ節腫脹、物忘れ、不眠など　
● 高血圧、糖質代謝異常、脂質代謝異常、尿酸代謝異常などの健診異常

　当科は総合内科診療を行っており、内科系疾患全般を幅広く診ることを基本としています。どの領
域の疾患かを特定するのが困難な場合、複数の内科系疾患の総合的な診断や治療が必要な場合はまず
当科を受診していただきます。診察の結果、専門的な診察を要する場合は、専門医師と連携して治療に
あたっています。また、病状が安定した際には、かかりつけ医の先生方へ逆紹介を推進しておりますの
でその際にはご協力のほどよろしくお願いします。

診療の特徴・特色

診療対象となる症候、疾患

診療スタッフ
いしまる

石丸　
ごう

剛 非常勤医師 非常勤医師

非常勤医師

（専門分野　神経内科）

非常勤医師
（専門分野　神経内科）

（専門分野　神経内科）

（専門分野　神経内科）
三
み

浦
うら

　元
もと

輝
き

診
療
部
門

桑
くわ

原
はら

　宏
ひろ

哉
や

下
しも

川
かわ

　雅
まさ

丈
たけ

佐
さ

野
の

　達
たつ

彦
ひこ
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総
合
内
科

総　　合

神　　経

外来実績

7,424

令和4年

（医事課より）

主な治療実績

外来診療
月総　合

午　前
（受付  8:00～11:00）

火 水 木 金 土

大 塚 澁 谷

三守（第1・3・5）

東山（第2）

巻口（第4）

石　　丸

藤井（第1・3）

佐藤（第2）

山田（第1・3）

石　　丸

交替制
（受付10:00まで）

月神　経

午　前
（受付  8:00～11:00）

火 水

桑 原

木 金 土

下 川 三 　 浦佐 野 ◉ ◉

※◉は非常勤医師です。

診
療
部
門7,395

令和3年

診察風景
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血
液
内
科

診
療
部
門

Hematology血液内科
村
むら

田
た

　健
けん

役　　職　部長
専門分野
血液内科一般
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本血液学会認定
血液専門医

非常勤医師

非常勤医師

● 悪性リンパ腫 ● 骨髄異形成症候群 ● 多発性骨髄腫　
● 難治性貧血 ● 骨髄増殖性腫瘍 ● 免疫性血小板減少性紫斑病　など

　当科では、悪性リンパ腫と多発性骨髄腫を中心に様々な血液疾患の診療を行っています。若年者の
急性白血病につきましては、同種幹細胞移植の可能性があるため、近隣や他の適切な医療機関へ紹介
しています。
　当科で症例数の多い疾患について、診療内容を簡単に説明いたします。

●悪性リンパ腫
　悪性リンパ腫の中でびまん性大細胞型B細胞
リンパ腫（DLBCL）は、月単位で進行する悪性
度の高いリンパ腫で、当科では患者さんの半数
がこのタイプです。分子標的薬リツキシマブが
登場するまでのDLBCLに対する標準治療は
CHOP療法でしたが、リツキシマブ併用CHOP
療法によって奏効率・生存率ともに向上しまし
た。現在、DLBCL患者さんの約半数近くは治癒
すると言われていますので、適正な治療を行う
ための早期診断を心がけています。

●骨髄異形成症候群
　高齢者に多い難治性の血液疾患で、前白血病
状態とも呼ばれています。急性白血病へ移行す
るリスクの高い患者さんでは同種造血幹細胞移
植が唯一の根治的治療法ですが、高齢者の場合、
移植は極めて困難です。そのため、生存期間を
延長するための様々な治療法が模索されてきま
したが、最近、アザシチジンによって、急性白血
病へ移行するまでの期間を延長することが証明
されました。外来投与も可能な薬剤で、当科でも、
白血病移行リスクの高い高齢患者さんへ積極的
に導入しています。

●多発性骨髄腫
　十数年前までは有効な治療法がありませんで
したが、ボルテゾミブやレナリドミドなどの新
薬の登場で、治療成績は著しく向上しています。
高齢者に多い疾患ですが、当科では新薬による
寛解導入療法を積極的に行っています。治癒は
まだ望めませんが、長生きし、通院で治療を受
けていくことも可能になりました。

診療の特徴・特色

診療対象疾患

カンファレンス

診療スタッフ
梅
うめ

澤
ざわ

　佳
よし

央
ひろ

秋
あき

山
やま

　めぐみ
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血
液
内
科

診
療
部
門

主な検査･医療設備

ミキシング

骨髄検査

ベッドアイソレーター

高度無菌治療室
（クラス100）

2台

可

1室

主な診療実績

97
25
7

16
1
3
1
5
1
-
-
-
-
-
-
2
-
-
-
-
-
-
6
3

167

100
55
11
3
1
-
5
1
-
1
-
26
-
-
-
-
-
1
5
-
3
-
-
5
7

224

悪性リンパ腫
骨髄異形成症候群
多発性骨髄腫
形質細胞腫
急性白血病
慢性白血病
免疫性血小板減少性紫斑病
骨髄増殖性腫瘍
再生不良性貧血
本態性血小板血症
急性単球性白血病
急性骨髄性白血病
急性骨髄単球性白血病
慢性骨髄単球性白血病
原発性マクログロブリン血症
自己免疫性溶血性貧血
遺伝性第Ⅷ因子欠乏症
無形成貧血
リンパ性白血病
血球減少症
栄養性貧血
形質細胞性白血病
その他の貧血
原発性アミロイドーシス
その他
計

（延べ患者数） 令和3年 令和4年

（診療情報室より）

外来診療（完全予約制）
月 火 水 木 金 土

梅 澤

村 田

村 田

　

秋 山

　

村 田

※完全予約制のため初診の際は必ずご相談ください。
※◉は非常勤医師です。

午　前
（受付  8:00～11:00）

午　後
（受付13:00～15:00）◉ ◉
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内
分
泌
・
代
謝
内
科

Endocrinology and Metabolism内分泌･代謝内科
診療スタッフ

役　　職　医師
専門分野
内分泌代謝

小
お

澤
ざわ

　直
なお

子
こ

役　　職　部長
専門分野
内分泌代謝
専門医
・日本内分泌学会認定
内分泌代謝科専門医
・日本糖尿病学会認定
糖尿病専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医

役　　職　医長
専門分野
内分泌代謝
専門医
・日本糖尿病学会認定
糖尿病専門医
・日本内分泌学会認定
内分泌代謝科専門医

診療対象疾患
● 糖尿病（1型糖尿病、2型糖尿病、ミトコンドリア糖尿病など）
● 甲状腺疾患（バセドウ病、橋本病など）　　　● 副甲状腺疾患
● 下垂体、副腎疾患
（下垂体腫瘍に伴う機能異常、クッシング症候群、
 原発性アルドステロン症、褐色細胞腫など）
● その他の内分泌腫瘍など

小澤直子医師（糖尿病専門医、研修指導医、内
分泌代謝科専門医・指導医）をはじめ、糖尿病・
内分泌両分野の専門医・専門研修中の医師が診
療に当たっています。

●糖尿病診療について
糖尿病の大多数を占める2型糖尿病は非常に

ありふれた病気ですが、同じ2型糖尿病といっ
ても合併症の有無、内因性インスリン分泌残存
の度合いなどは患者さんによって異なり、もと
もとの生活習慣や信条も様々です。当科では、
糖尿病療養指導士などの他職種との協働で全人
的なアプローチを心がけています。合併症管理
のために腎臓内科、循環器内科、眼科など他科
とも連携しています。
1型糖尿病や、その他の遺伝子異常に伴うよ
うな糖尿病では、まずしっかり診断をつけ、疾
患の特性に合った治療をしていくことと同時に、
希望のある患者さんには同じ疾患の方同士交流
できる場もご用意しています。

●内分泌疾患診療について
内分泌疾患では甲状腺疾患（バセドウ病、橋
本病）が多く、また原発性アルドステロン症も
最近では比較的軽症のうちに発見される方が増
えました。
その他は比較的まれな疾患も多いのですが、
だからこそ、その疾患を疑って検査し、診断治
療につなげられるかどうかが患者さんの人生を
大きく左右することもあります。例えば、クッ
シング病、先端巨大症、褐色細胞腫などを診断
治療しています。
内分泌疾患には腫瘍性疾患も多く、当科での
評価・診断の後、他科に手術などの治療を依頼
する場合もあります。外科、脳神経外科、泌尿器
科、耳鼻咽喉科、放射線科などと連携して診療
に当たっています。

診療の特徴・特色

辻
つじ

本
もと

　和
かず

峰
たか

非常勤医師 兼
かね

田
だ

　
り

稜
ょう

非常勤医師

診察風景

足
あだ

立
ち

　由
ゆ

布
う

子
こ

松
まつ

原
ばら

　克
かつ

典
のり

役　　職　医師
専門分野
内分泌代謝

山
やま

田
だ

　彩
あや

水
み



診
療
部
門

��

内
分
泌
・
代
謝
内
科

外来インスリン（初期）導入

外来GLP-1受容体作動薬導入

フットケア外来

持続性皮下インスリン注入療法（CSII）

うち初期導入

内分泌学的
負荷試験

持続皮下グルコース
モニタリング（CGM）

内臓脂肪面積の測定

脈波伝導速度・
下肢上腕血圧比（ABI）

核医学検査

外来インスリン導入

みんなで
糖尿病を語る会

外来糖尿病教室

糖尿病腎症連携枠

持続皮下インスリン
注入療法（CSII）

フットケア外来

外来GLP-1
受容体作動薬導入 インクレチン関連薬の自己注射も外来で導入可能です。

皮下にセンサーを留置し、持続的に組織間質液中のブドウ糖を測定することで、血糖値を連続
的に推定する検査です。

糖尿病の重要な合併症の一つに動脈硬化症があります。無侵襲にしかも簡便に動脈硬化の程度
を評価する検査です。

必要な患者さんに腹部CTを用いて測定します。

甲状腺シンチグラフィー、副腎皮質シンチグラフィー、副腎髄質シンチグラフィー
ホルモン産生腫瘍やバセドウ病の診断のために行います。結果は血液検査などの結果と合わせ
て判断します。

ホルモン異常を疑う症例で必要な場合に行います。外来で施行できるものと入院が必要なもの
があります。

入院が難しい方でも、通院でインスリン治療を開始できます。ただし、過食傾向や肥満が強い方、
即刻インスリン治療が必要と思われるがインスリン注射手技習得に非常に時間がかかりそうな
方など、病状によっては入院をお勧めする場合もあります。

皮下に注入針を留置し、持続的にインスリンを注入する治療法です。現在のところ導入の際は
入院して頂いています。

医師、看護師、栄養士、薬剤師らによる糖尿病の勉強会を年3回程度行っています。ご希望の方
は担当医にご相談ください。

糖尿病患者さんが自己流に胼胝・鶏眼などの処置をすることは、壊疽につながる場合もあり好まし
くありません。看護師によるフットケア外来を行っています。ご希望の方は担当医にご相談ください。

1型糖尿病の方の交流会です。他病院通院中の方も受け入れています。詳しくはホームページ
をご覧ください。

糖尿病腎症2期以上（尿中アルブミンクレアチニン比30㎎／ gCr以上または尿蛋白陽性）の
症例につき、計2回検査、診察、栄養相談などを行わせていただいてお返しします。詳しくは
ホームページをご覧ください。

主な検査・医療設備

その他

外来診療

午　前
（受付  8:00～11:00）

午　後
（受付13:00～15:00）

※◉は非常勤医師です。
※予約申込時に「診療情報提供書」も併せて送付願います。

令和3年

11

10

22

4

0

令和4年

9

1

18

5

0

主な治療実績

（医事課より）

月 火 水 木 金 土

足 立 小 澤
松 原

辻 本

足 立

松 原
小 澤

兼 田 山 田

小 澤

新患担当
（当番制）

新患担当
（当番制）

糖 尿 病
腎症連携

新患担当
（当番制）

糖 尿 病
腎症連携

◉

◉
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内
科

膠原病内科 Rheumatology

主な検査・医療設備
　リウマチ性疾患の診断は、病歴および身体所
見をもとに、血液検査および画像検査などを組
み合わせて行います。当院で施行できる特殊検
査についてご紹介します。

●関節エコー、MRI検査
　関節エコー、関節MRI検査、関節超音波やガ
ドリニウム系造影剤を用いた関節MRIにより、
単純X線で検知できない段階での関節炎所見
（滑膜炎、骨髄浮腫、骨びらんなど）を早期に診
断致します。

役　　職　医師
専門分野
膠原病・リウマチ

副
そえ

島
じま

　
ま

誠
こと

役　　職　部長
専門分野
膠原病・リウマチ
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本リウマチ学会認定
リウマチ専門医

● 関節リウマチ　　　● 全身性エリテマトーデス ● 多発性筋炎・皮膚筋炎 ● 強皮症　
● 混合性結合組織病 ● 血管炎症候群 ● リウマチ性多発筋痛症 ● ベーチェット病　
● 成人発症スティル病 ● 脊椎関節炎 ● 結晶誘発性関節炎など

診療対象疾患

非常勤医師

●外来診療
　外来では関節リウマチに対する診療を中心に
行っています。メトトレキサートを中心とした
抗リウマチ薬により疾患活動性を十分に制御し、
プレドニゾロンを併用している場合は減量中止
できるようマネージメントすることを心がけて
います。
　既存の抗リウマチ薬に効果不十分な患者さん
に対しては、有害事象に留意しつつ生物学的製
剤を積極的に導入し、関節痛の軽減とともに骨
関節破壊の進展防止を目指しています。
　また、原因不明の関節痛（関節炎）や不明熱な
ど、リウマチ性疾患が疑われる患者さんの診療
にも取り組んでいます。

●入院診療
　入院では臓器障害を有する重篤なリウマチ性
疾患に対する診療および治療経過中の感染症を
中心とした有害事象に対する診療を中心に行っ
ています。新規発症例は疾患活動性を評価した
上で、ステロイド・免疫抑制療法・大量ガンマ
グロブリン療法などを施行していますが、難治
性病態に対しては腎臓内科と連携して血漿交換
療法などを行うこともあります。

診療の特徴・特色

診療スタッフ
篠
しの

原
はら

　樹
たつ

彦
ひこ

非常勤医師 山
やま

本
もと

　晃
あき

央
おう

三
み

守
もり

　恵
え

里
り

加
か
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午　前
（受付  8:00～11:00）

午　後
（受付13:00～15:00）

のべ患者数

実患者数

主な治療実績
令和3年入院実績 令和4年

41

15

6

2

3

12

4

4

1

-

-

5

3

15

-

38

20

31

4

2

-

13

6

1

3

-

-

2

1

1

7

2

42

関節リウマチ・悪性関節リウマチ

全身性エリテマトーデス

多発性筋炎・皮膚筋炎

強皮症

混合性結合組織病

顕微鏡的多発血管炎

結節性多発動脈炎

巨細胞性動脈炎

リウマチ性多発筋痛症

成人発症スティル病

全身性硬化症

ベーチェット病

シェーグレン症候群

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症

ＡＮＣＡ関連血管炎

大動脈炎症候群

その他

令和3年外来実績

6,305

1,340

6,371

1,382

令和4年

（医事課より）

（診療情報室より）

外来診療（完全予約制）
月

三 守

三 守

火

副 島

副 島

水

篠 原

木

副　　島

副　　島

金

山　　本

土

◉ ◉

※◉は非常勤医師です。
※完全予約制のため初診の際は必ずご相談ください。
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Nephrology腎臓内科

役　　職　医師
専門分野
慢性腎臓病・
血液浄化療法

須
す

田
だ

　伸
しん

役　　職　部長
専門分野
慢性腎臓病
血液浄化療法
専門医
・日本内科学会認定総合内科専門医
・日本透析医学会認定
透析専門医・指導医評議員
・日本腎臓学会認定
腎臓専門医・指導医

赤
あか

澤
ざわ

　政
まさ

信
のぶ

役　　職　副部長
専門分野
慢性腎臓病・血液浄化療法
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本透析医学会認定
透析専門医・指導医
・日本腎臓学会認定
腎臓専門医・指導医

診療スタッフ

秦
はた

　美
み

沙
さ

診療対象疾患
　当科では、腎炎、糖尿病性腎症、ネフローゼ症候群、高血圧および急性・慢性腎不全など、あらゆ
る内科的腎疾患の治療を外来または入院で行っています。

主な治療実績
令和3年 令和4年

10

68

105

3

14

58

146

4

超音波下腎生検

内シャント造設術

シャント血管形成術（PTA）

腹膜透析カテーテル留置術

治　療

・超音波下腎生検
・内シャント造設
・シャント血管形成術（PTA）
・人工血管移植術
・血液透析（HD）
・血液透析濾過（HDF）
・持続的血液濾過透析（CHDF）
・腹膜透析（PD）
・アフェレーシス（血漿交換、血漿吸着、血液吸着、白血球系細胞除去）

当科で可能な治療

（診療情報室より）

非常勤医師

役　　職　医長
専門分野
慢性腎臓病・血液浄化療法
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本透析医学会認定
透析専門医
・日本腎臓学会認定
腎臓専門医

役　　職　医師
専門分野
慢性腎臓病・
血液浄化療法

髙
たか

𣘺
はし

　直
なお

宏
ひろ

巻
まき

口
ぐち

　遥
はる

翔
と

石
いし

本
もと

　育
いく

栄
え
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当科は令和5年3月までで坂下祥太医師が退
職され、4月から髙𣘺直宏医師が赴任し昨年同
様常勤5人体制で対応しております。入院加療
はもちろんのこと、現在週5日の腎臓専門外来
(月・火・水・木・金)を行っており、今まで以
上に先生方の御要望に応えられるよう努力して
まいります。近年腎疾患の早期発見・治療や透
析技術の進歩により、全国的には透析新規導入
患者・年間死亡数はともに横ばいとなりました
が、草加市を含めた埼玉東部地区においてはそ
の兆しが見えません。これは同地区を担当する
腎臓内科医師にとって恥ずかしく悔しい現実で
す。先生方と協力して、糖尿病性腎症・慢性糸球
体腎炎・腎硬化症を含めた様々な腎疾患の早期
発見治療を行い、少しでも透析導入患者さんを
減らせるよう地域に貢献したいと考えています。
また腎不全治療に対しても、平成26年11月から
従来の血液透析に加え、腹膜透析を開始し、当
院で腎不全治療を行う患者さんに新たな選択肢
を加えることができました。近年腹膜透析を選
択する患者さんも増加しており、透析治療選択
にあたっては、腎臓内科医師や透析認定看護師

とともに十分な話し合いの時間を持ち、患者さ
んに最適な治療を提供できるようにしています。
当科医師は東京医科歯科大学腎臓内科学教室
より派遣されており、大学ならびに関連病院と
緊密に連携をとりながら、患者さまに満足して
いただける治療・最適な治療を心掛けています。
血尿やたんぱく尿などの尿の異常や軽度の腎障
害であっても、遠慮なく当科に御相談ください。
なお腎臓内科の場合、診察前に採血・尿検査を
御願いすることが多く、患者さんの待ち時間が
他科に比べ長くなりますことを御了解ください。

地域医療機関の先生方へ

血尿やたんぱく尿など尿の異常がある患者さ
んから既に腎機能低下をきたしている方まで、
必要な症例には腎生検を施行し、科学的根拠
(Evidence)と臨床的経験に基づいた腎組織学的
検討を行い、ステロイドや免疫抑制療法など最
適な治療をしていきます。また保存期慢性腎不
全に対しては、薬物治療とともに、進行抑制の
ための食事療法(塩分・たんぱく制限食)を栄養
士の指導のもとに行います。
透析部門は40床の透析センターを擁し、外来
維持透析を始めとして、透析導入や合併症の治
療、緊急透析に対応しています。合併症に関し
ては、他科と緊密な連携をとり、適切な処置を

行います。血液透析以外でも、腹膜透析や腎不
全以外の各種疾患に対する血漿交換療法や吸着
療法も行っています。

診療の特徴・特色

カンファレンス

透析

外来診療（予約制）
月

秦

須 田

午　前
（受付  8:00～11:00）

火

赤　　澤

巻　　口

腹膜透析外来

水

髙𣘺（直）

木

須　　田

腹膜透析外来

金

須　　田

土

午　後
（受付13:00～15:00）

※予約申込時に「診療情報提供書」も併せて送付願います。
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診療スタッフ

Respiratory Internal Medicine呼吸器内科

役　　職　副部長
専門分野
呼吸器一般
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本呼吸器学会認定
呼吸器専門医
・日本呼吸器内視鏡学会認定
気管支鏡専門医

役　　職　医師
専門分野
呼吸器一般

島
しま

矢
や

　和
かず

浩
ひろ

役　　職　医長
専門分野
呼吸器一般
専門医
・日本呼吸器学会認定
呼吸器専門医

大
おお

塚
つか

　弘
みつ

貴
き

役　　職　医師
専門分野
呼吸器一般

塚
つか

田
だ

　義
よし

一
かず

役　　職　
診療部長兼部長
専門分野
呼吸器一般・肺癌・
呼吸器感染症
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本呼吸器学会認定
呼吸器専門医

役　　職　医師
専門分野
呼吸器一般

遠
えん

藤
どう

　
さ

智
とし

● 気管支喘息 ● COPD ● 細菌性肺炎 ● 間質性肺炎 ● 急性呼吸不全　
● 慢性呼吸不全 ● 自然気胸 ● 肺癌 ● 縦隔腫瘍 ● 悪性胸膜中皮腫　など

診療対象疾患

主な治療実績
令和3年 令和4年

364

170

506

186

外来化学療法

気管支鏡件数

入院実績
令和3年 令和4年

979

427

370

53

12

14

21

940

434

311

79

22

14

16

総　数

肺癌（内視鏡検査を含む）

肺感染症

間質性肺炎

COPD

気管支喘息

自然気胸

（医事課、診療情報室より）

（診療情報室より）※肺感染症にCOVID-19　299件包含

越
お

智
ち

　
じ

淳
ゅん

一
いち

佐
さ

藤
とう

　万
かず

瑛
あき
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診療の特徴・特色
　安定期のCOPDや喘息治療を地域の先生方
にお願いしご加療いただいておりますが特に次
の疾患については年々増加している印象です。

●悪性腫瘍　
　気管支内視鏡検査や超音波内視鏡による縦隔
リンパ節生検によって病理組織学的に診断後に
治療を開始します。当科では標準的治療を心が
けておりますが、基本的には患者さん、そのご
家族と相談のうえ治療方針を決定、治療を行っ
ています。副作用の少ない患者さんについては
外来での抗がん剤投与を中心に治療を行ってい
ます。手術適応のある症例については患者さん
の希望がない限り当院呼吸器外科外来を受診後、
東京医科歯科大学呼吸器外科に手術を依頼して
おります。
　東京医科歯科大学や埼玉県の多施設臨床試験
にも参加しています。

●間質性肺炎
　慢性で徐々に呼吸機能が低下するものや急性、
あるいは慢性期急性増悪など様々な症状があり
ます。専門的診断、治療を要する疾患であり、場
合によっては致命的となることもあります。治
療も時間がかかります。画像上、一見細菌性肺
炎様の陰影でも抗菌薬による治療抵抗性の場合、
本疾患を疑う必要があります。

●非結核性抗酸菌症
　慢性の疾患ですが徐々に増悪することがあり
ます。当院のある医療圏では頻度が多い印象で
す。確定診断は菌の検出ですが治療薬が限られ
ており治療に難渋する症例が多々あります。

　増えてはいませんが次の疾患が多いのも当院
の特徴です。

●自然気胸
　発症後ある程度時間が経過してからの受診の
患者さんについては胸腔ドレーンを留置せず、
細い針の穿刺により脱気を行い経過観察として
おります。ドレーン留置により苦痛なく治療す
ることができ結果的に不要な処置や入院が減っ
ています。発症直後の軽度の患者さんについて
は外来にて胸腔ドレーン留置後、入院あるいは
在宅での治療を行っています。患者さんの希望
や肺虚脱が大きい患者さんについては入院とな
ります。2回目以降の発症やCOPDが基礎にあ
り難治性の場合は、呼吸器外科に手術を依頼し
ています。

主な検査･医療設備

外来診療

午　前
（受付  8:00～11:00）

午　後（再診予約のみ）
（受付13:00～15:00）

主な検査

・気管支鏡
・超音波内視鏡
・簡易睡眠呼吸モニター
・在宅酸素療法（濃縮酸素、液体酸素）

気管支鏡検査

月

佐 藤

島 矢

火

塚 田

遠 藤

水

越 智

塚 田

大 塚

木

遠 藤

越 智

金

島 矢

佐 藤

土

交替制
（初診のみ）
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循
環
器
内
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診療スタッフ
稲
いな

垣
がき

　
ひ

裕
ろし

役　　職　部長
専門分野
虚血性心疾患・
心血管インターベーション
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本循環器学会認定
循環器専門医

土
と

信
し

田
だ

　伸
のぶ

夫
お

役　　職　部長
専門分野
循環器一般
専門医
・日本循環器学会認定
循環器専門医

岡
おか

田
だ

　寛
ひろ

之
ゆき

古
こ

浦
うら

　賢
けん

二
じ

役　　職　副部長
専門分野
循環器一般
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本循環器学会認定
循環器専門医

役　　職　医師
専門分野
循環器一般

役　　職　医長
専門分野
循環器一般
専門医
・日本循環器学会認定
循環器専門医

須
す

藤
どう

　悠
ゆう

太
た

役　　職　医長
専門分野
循環器一般
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本循環器学会認定
循環器専門医
・日本不整脈心電学会認定
不整脈専門医

戸
と

舎
や

　稚
ち

詞
さし

役　　職　医師
専門分野
循環器一般

● 狭心症　　● 心筋梗塞　　● 心不全　　● 不整脈　　● 弁膜症　　● 心筋炎　　● 心筋症
● 解離性大動脈瘤　　● 静脈血栓症　　● 肺血栓栓塞症　　● 肺高血圧症　など

診療対象疾患

主な治療実績
令和3年 令和4年
208

101

221

111

58

70

5

28

-

30

PCI

（うち緊急PCI）

カテーテルアブレーション

うち　肺動脈隔離術

うち　クライオアブレーション

デバイス植え込み術（ペースメーカー･ICD･CRT）

うち　植え込み型除細動器（ICD)

うち　リードレスペースメーカー

うち　両室ペーシング（CRT)

血管内治療（経皮的血管形成術）
（診療情報室より）

Cardiovascular  Medicine循環器内科

役　　職　副部長
専門分野
不整脈疾患
専門医
・日本循環器学会認定
循環器専門医

228

110

218

62

93

88

1

46

1

53

東
とう

山
やま

　陽
よう

子
こ

役　　職　医長
専門分野
循環器一般
専門医
・日本循環器学会認定
循環器専門医

田
た

代
しろ

　
あ

燦
きら

工
く

藤
どう

　侃
なお
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●経皮的冠動脈インターベンション（PCI）
　わが国において、心臓病による死亡はがんに
ついで死因の第2位を占めています。生活習慣
の欧米化から高血圧症、糖尿病、高脂血症など
の罹患率が上昇し、急性心筋梗塞、不安定狭心
症など急性冠症候群の患者数は年々増加してい
ます。当院でも平成24年4月に心臓・脳血管セ
ンターの併設開院後、急性冠症候群症例数は増
加し、インターベンション専門医である稲垣裕
部長を中心に循環器内科医9名による24時間の
診療体制をとり、緊急心臓カテーテル検査およ
びステント留置を含めた緊急PCIを積極的に
行っています。
　令和4年（1月1日－12月31日）の実績では急
性冠症候群110例に緊急PCIを施行し、待機的
症例を含めたPCI件数は228例です。また、DCA
（方向性冠動脈粥腫切除術）や特殊カテーテル
（エキシマレーザー、ロータブレーター）を使用
し、通常のステント留置術だけでなく、病変、病
態にあわせた治療を行っています。心臓血管外
科スタッフとの連携も円滑、緊密で内科および
外科が一つのチームとして虚血性心疾患の治療
にあたっています。
●不整脈
　不整脈診療においても不整脈専門医である岡
田寛之副部長を中心にカテーテルアブレーショ
ン（RFCA）治療を積極的に行っています。令和
4年（1月1日－12月31日）の実績ではRFCAを
218例施行し、発作性および持続性心房細動に

対するカテーテルアブレーション（肺静脈隔離
術）を62例施行しています。また発作性心房細
動に対するクライオアブレーションは93例で
した。
　デバイス治療に関しては、ペースメーカー植
え込み術88例でした。
また、2018年よりリードレスペースメーカー植
込を始め、デバイス感染などの合併症のリスク
を回避できることから件数が増加しています。

●その他の血管疾患
　閉塞性動脈硬化症（ASO）に対する下肢PTA
治療は53例、静脈血栓塞栓症（深部静脈血栓症
＋肺血栓塞栓症）に対して、下大静脈フィルター
留置術や、近位部に多量の深部静脈血栓が残存
する場合には、カテーテル血栓溶解療法も施行
しています。
　残念ながら動脈硬化外来は休止中ですが、心臓
血管外科とも協力し、可能な範囲で対応しています。

診療の特徴・特色

カテーテルアブレーション

外来診療

主な検査･医療設備

心電図

脈波伝達速度

核医学検査

主な検査

・心エコー
・経食道心エコー
・超音波ドプラー法
・頚動脈エコー

・血管エコー
・トレッドミル運動負荷心電図
・心臓カテーテル検査
・冠動脈造影

・下肢・上肢血圧比（ABI）　・皮膚灌流圧（SPP）

・ホルター心電図（24時間，1週間）　・加算平均心電図（レートポテンシャル）

・心筋シンチグラフィー　・負荷心筋シンチグラフィー

・電気生理検査
・心筋生検

月 火 水 木 金 土

須 藤

戸 舎

田 代

土 信 田

稲 垣

新患当番

土 信 田

稲 垣

新患当番

須 藤
（ペースメーカー）

須 藤
（ペースメーカー）

岡 田
（ペースメーカー）

岡 田

東 山

岡　　田
（不整脈）

工 藤

古 浦
交 替 制

※ペースメーカー外来は、完全予約制ですが、連携予約できません。

午　前
（受付  8:00～11:00）

午後（専門外来）
（受付13:00～15:00）
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診療スタッフ

Gastroenterology 消化器内科

（専門分野　消化器一般）
小
こ

橋
ばし

　健
けん

一
いち

郎
ろう

非常勤医師

（専門分野　消化器一般）
鎭
ちん

西
ぜい

　
り

亮
ょう

子
こ

非常勤医師

良性・悪性（早期がん・進行がん）にかかわら
ず全ての消化器疾患に対応しております。
内視鏡に関してはここ数年で設備を一新し、
最新の内視鏡による治療・診断を行っておりま
す。合併症の多い患者さんでも適応を慎重に検
討した上で、最適な治療を提供しております。
右記載の通り、あらゆる内視鏡治療を施行して
います。
肝胆膵疾患においても積極的に精査・治療を
施行しております。胆膵疾患におけるERCPや
EUSなどの内視鏡精査・治療にも精力的に施
行しております。
さらに多くの進行がんに対しては、化学療法
や放射線療法など個々の患者さんに最適な治療
を行っております。
当科は東京医科歯科大学の関連病院の中でも
症例が多い（特に内視鏡治療の多い）病院の一
つです。ほぼすべての領域で、大学と同等の水
準での診断・治療が可能です。

草加市内だけでなく近隣の市の先生方からの
ご紹介も増えており、緊急症例も多く紹介して
いただいております。他院入院中で、緊急の処
置を必要とする患者さんの転院も適宜対応して
おります。

●炎症性腸疾患
東京医科歯科大学消化器内科と協力し診療に
あたっており専門外来も行っていますので地域
医療連携相談室を通してご利用ください。

●消化管アレルギー専門外来
令和5年4月より新規開設しました。食事摂取
後数時間経過してから非特異的な急性胃腸炎症
状を繰り返す「食物蛋白誘発性胃腸炎（FPIES）」
や厚生労働省の指定難病である「好酸球性消化
管疾患」などを対象に毎週金曜日午後に完全予
約制で診療を行って参ります。

診療の特徴・特色

矢
や

内
うち

　常
つね

人
ひと

役　　職
病院事業管理者・病院長
専門分野
消化器一般・肝臓病
専門医
・日本消化器病学会認定消化器病専門医
・日本内科学会認定総合内科専門医
・日本肝臓学会認定肝臓専門医
・日本消化器内視鏡学会認定
消化器内視鏡専門医

役　　職　医長
専門分野
消化器一般
専門医
・日本消化器病学会認定
消化器病専門医
・日本肝臓学会認定
肝臓専門医
・日本消化器内視鏡学会認定
消化器内視鏡専門医

栗
くり

原
はら

　正
まさ

道
みち

役　　職　医長
専門分野
消化器一般
専門医
・日本消化器病学会認定
消化器病専門医
・日本肝臓学会認定
肝臓専門医
・日本消化器内視鏡学会認定
消化器内視鏡専門医

役　　職　医長
専門分野
消化器一般
専門医
・日本消化器病学会認定
消化器病専門医
・日本消化管学会認定胃腸科専門医
・日本肝臓学会認定肝臓専門医
・日本消化器内視鏡学会認定
消化器内視鏡専門医

役　　職　医師

● 食道疾患（食道炎など）
● 胃疾患（胃潰瘍、ピロリ菌感染症など）
● 消化管アレルギー、好酸球性消化管疾患
● 炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病）
● 消化管腫瘍（食道癌、胃癌、大腸癌）など

診療対象疾患
消化管疾患 ● 急性肝炎、慢性肝炎（B型、C型、自己免疫）

　肝硬変、肝細胞癌など
● 胆のう炎、総胆管結石、胆管炎、胆道癌など
● 膵炎、膵癌など

肝 疾 患

胆道系疾患
膵 疾 患

役　　職　医長
専門分野
消化器一般・消化管アレルギー
専門医
・日本消化器病学会認定
消化器病専門医
・日本肝臓学会認定
肝臓専門医
・日本消化器内視鏡学会認定
消化器内視鏡専門医

役　　職　医師
専門分野
消化器一般

藤
ふじ

井
い

　
り

亮
ょう

輔
すけ

役　　職　医師

渋
しぶ

谷
や

　慶
けい

太
た

郎
ろう

宇
う

賀
が

　美
み

杉
すぎ

渡
わた

辺
なべ

　
し

翔
ょう

柗
まつ

川
かわ

　直
なお

樹
き

町
まち

田
だ

　智
とも

世
よ

今
いまじ

城
ょう

　眞
ま

臣
おみ

（専門分野　内視鏡）

非常勤医師

藤
ふじ

井
い

　
た

崇
かし

（専門分野　内視鏡）

非常勤医師

藤
ふじ

井
い

　俊
とし

光
みつ

（専門分野　炎症性腸疾患）

非常勤医師
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主な治療実績
令和3年 令和4年

上部消化管内視鏡
食道ESD
胃ESD
上部消化管止血術
食道金属ステント

胃・十二指腸
金属ステント

食道静脈瘤治療

EVL食道・
胃静脈瘤結紮術

主な検査・医療設備

令和3年 令和4年

高画質の内視鏡を用いた食道・胃十二指腸の観察・診断を行っています。患者さんの
苦痛の軽減のため、全例に炭酸ガス送気装置を使用し、必要に応じてモニター装置装
着にて鎮静も行っています。
過不足ない診断のため、随時NBIを用いた画像強調観察・拡大内視鏡・色素拡大内視
鏡を行っています。内視鏡と同時に迅速ウレアーゼ試験によるピロリ菌感染の診断も
可能です。胃の早期がんに対するESDを積極的に行っています。

患者さんの苦痛の軽減のため、基本的にオリンパス社の受動湾曲機能を有するスコー
プを使用し、更に個々のニーズに応じて外径9.2mmの細径内視鏡を使い分けています。
全例に炭酸ガス送気装置を使用し、必要に応じてモニター装置装着にて鎮静も行って
います。
大腸ポリープ・早期癌の的確な質的診断・深達度診断のため、NBIによる画像強調・
色素拡大観察によるリアルタイムでの内視鏡診断を行っています。大腸ポリープ・早
期がんに対するポリペクトミー・EMR・ESDを積極的に行っています。

ERCPの専用機（十二指腸鏡、側視鏡）を用いて胆管・膵管造影を行い、総胆管結石症
はじめ、良性胆道狭窄（肝内結石症、lgG4関連疾患など）、悪性胆道閉塞（膵がんや胆管
がんなど）に対する診断・治療を行います。EST（乳頭切開術）、EPLBD（乳頭拡張術）
による結石除去、ステント留置（メタルステント含む）症例は多く、積極的に行ってい
ます。また、症例は少ないものの、術後再建腸管に対するERCPも行っています。

超音波内視鏡の専用機（コンベックス型）を用いて、膵臓がんの早期診断（EUS－
FNA：超音波内視鏡下針生検）、主膵管拡張や膵嚢胞性病変（IPMNやMCN、SCN）の
精査、インターベンション（自己免疫性膵炎に対するEUS－FNA、膵仮性嚢胞に対す
るドレナージなど）を積極的に行っています。

各種消化器癌に対する抗がん剤や分子標的薬の治療を行っています。炎症性腸疾患に
対しレミケード等生物学的製剤薬による治療を行っています。

上部消化管内視鏡検査

下部消化管内視鏡検査

内視鏡的逆行性胆管
膵管造影（ERCP）

EUS
（超音波内視鏡検査）

外来化学療法室

外来診療

午　前
（受付  8:00～11:00）

午　後
（受付13:00～15:00）

火月 水 木 金 土

渡 辺

柗 川

鎮 西

町 田

藤 井

宇 賀

栗 原

町 田

藤 井

柗 川

渡 辺

栗 原

宇 賀

交 替 制

◉

（炎症性腸疾患）
◉

※◉は非常勤医師です。　※炎症性腸疾患外来は完全予約制になります。

（医事課より）

藤井（月２回）
（消化管アレルギー）
渡　　辺

2,458
8
39
67

5

11

10

2,292
5
42
67

10

16

13

下部消化管内視鏡
大腸EMR
大腸ESD
下部消化管止血術
大腸金属ステント

ERCP
胆道ステント

EUS
EUS-FNA

2,052
445
35
25
15
226
108
58
24

2,019
552
36
23
24
307
114
98
45
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Radiology放射線科
診療スタッフ

診療対象疾患
● 悪性腫瘍に対する放射線治療　　● 画像診断（CT・MRI・核医学）

役　　職　医長
専門分野
画像診断

中
なか

川
がわ

　恒
つね

明
あき

役　　職
診療部長（兼）放射線科部長
専門分野
画像診断
専門医
・日本医学放射線学会認定
放射線診断専門医
・日本医学放射線学会認定
医学放射線研修指導者

非常勤医師
（専門分野 放射線治療） （専門分野 放射線治療）
非常勤医師 非常勤医師

当院放射線科は、各種画像診断（CT・MRI・
アイソトープ検査・一般撮影・消化管造影・血管
造影等）、ならびに放射線治療を主業務としており
ます。これらの診療放射線業務に際して、地域医
療連携を積極的に行っております。
当科では他院の患者さんのCT・MRI・アイソ
トープ検査（脳血流、骨、Gaシンチ等）や放射線
治療を受け入れています。
画像診断検査の結果はCD-R当日お渡しし、報
告書は翌開院日に郵送しております。なお、放射線
治療専門医は非常勤であり、放射線科は入院病
棟を持たないため、原則として放射線治療は通院
可能な方のみとさせていただいております。
近年の画像機器の進歩は目覚しいものがあり、
微細な病変の描出および評価が、以前にも増して

求められるようになり、それによる医療被ばくの増
加も懸念されるようになっております。当科におい
ても新しい機器やシステムを導入し、医療の高度
化を目指しておりますが、患者さんの負担軽減と
被ばくを最小限に抑えることを常に考え、日々の
業務に邁進しております。
更に、昨年に引き続き「患者さんに安心して検
査・治療を受けていただくために、思いやりをもっ
て丁寧な検査を行う」を当科の組織目標として掲
げ、業務遂行してまいります。
当科を地域の先生方に安心してご利用いただき
診療の一助となり、少しでも地域の市民の皆さま
に貢献できれば幸いです。

診療の特徴・特色

桑
くわ

原
ばら

　宏
ひろ

文
ふみ

長
なが

野
の

　拓
たく

也
や

非常勤医師 髙
たか

橋
はし

　叶
かな

衣
え

松
まつ

井
い

　南
な

美
み

子
こ

役　　職　医師
専門分野
画像診断

樋
ひ

口
ぐち

　
す

昴
ばる

島
しま

田
だ

　雅
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之
ゆき



診
療
部
門

��

放
射
線
科

●画像診断・治療機器

主な検査･医療設備

主な検査 詳しくは、院内各部門の放射線科を参照してください。

血管撮影装置

核医学装置

放射線治療装置

CT

MRI

乳房X線撮影装置

320列マルチスライス　（Aquilion ONE）

1.5テスラ　（Vantage Titan）

フラットパネル型　（FDR MS-2500）

Infinix Celeve　（INFX-8000）

Elekta Synergy

SIEMENS　（Symba Evo Excel）

主な治療実績
令和3年

4,090

174

令和4年

4,274

194

放射線治療　　件数

　　　　　　　人数

詳しくは、院内各部門の放射線科を参照してください。

CT検査風景

読影室 読影室

（医事課より）
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和
ケ
ア
科

Palliative Care緩和ケア科

役　　職　部長
専門分野
緩和ケア

● 悪性腫瘍 
● 心不全、呼吸不全などの症状緩和を要する慢性疾患

診療の特徴・特色

診療対象となる症候、疾患

診療スタッフ

診
療
部
門

鈴
すず

木
き

　友
とも

宜
よし

当院緩和ケア科は、２０１９年１０月より診
療を開始しており、外来・入院患者さんの症状
緩和に努めています。
緩和ケア科の診療は、大きく分けて緩和ケア

外来、緩和ケアチーム、緩和ケア病棟の３つと
なります。緩和ケアチームは当院入院中の方が
対象となりますが、緩和ケア外来と緩和ケア病
棟はいずれも、院外からの受け入れも行ってお
りますので、疼痛などでお困りの際は、お気軽
にお問い合わせください。
緩和ケア外来では、悪性腫瘍に限らず、心不

全や呼吸不全などの慢性疾患においても、地域
の先生方や当院の主治医と連携を図り、疼痛・
呼吸苦・嘔気などの身体的な症状から、不安な
どの精神的な症状の緩和まで対応しておりま
す。初診は平日午後2時に外来枠を設定してい
ますが、その後は患者さんの都合にあわせて、
午前中に予約を設定するなど、柔軟な対応を心
がけています。
緩和ケアチームは、当院入院患者さんを対象

とし、身体や心につらさを緩和する治療やケア
を、病棟担当医や担当看護師と一緒に考え、そ
の方らしい療養生活を支援することを目的と
しています。緩和ケアチームのサポートが必要
と担当医療者が判断した時、もしくは、ご本人
やご家族からの希望があった時に、当チームへ
の依頼が出され、随時病棟にて診察を行います。
診察結果を踏まえて、担当医や担当看護師、薬
剤師らと相談の上、薬やケアの方法など調整す

るサポートを行っています。
当院緩和ケア病棟は、２０２０年７月に正式

に開棟しました。対象は、悪性腫瘍の患者さん
に限られますが、病気の進行に伴い生じる様々
なつらさを和らげるための専門的な治療とケ
アを提供しています。
当初は、当院かかりつけの患者さんのみを対

象としておりましたが、２０２０年９月より、
他院治療後の患者さんの受け入れも開始して
おり、地域訪問診療の先生方からの依頼もお受
けしております。より一層、地域の先生方と密
な連携を図り、Seamlessな診療を心がけて参
りたいと考えております。介護者の休息を目的
としたレスパイト入院につきましては、昨今の
コロナウィルスの影響により、２０２３年２月
現在、実現の目処がたっておりません。緩和ケ
ア病棟では、入院に先立って緩和ケア病棟入院
相談外来を受診いただく必要があります。緩和
ケア外来同様、平日午後２時より外来枠を設定
しておりますので、予約をお願いいたします。
お急ぎの場合は、当日の受診も可能な限りお受
けいたしますので、ご相談ください。緩和ケア
病棟への入院は、先着順ではなく病状により検
討しています。特に在宅において強い症状など
で早期対応が望まれる場合は、緊急対応も行っ
ております。適宜ご相談いただければ幸いです。
緩和ケア病棟入院後は早期の症状緩和をはか
り、基本的に在宅への復帰を目指していますの
で、宜しくお願い致します。
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ア
科

外来診療
月 火 水 木 金 土

※予約の際は必ず相談員にご相談をお願いします。
※予約申込時に「診療情報提供書」も併せて送付願います。

診
療
部
門

当院緩和ケア科は、２０１９年１０月に開設され、２０２３年２月現在、常勤１名体制で対応して
おります。２０２０年７月に緩和ケア病棟が正式に開設に至り、東京などでのがん治療を終了された
患者さんの受け入れを開始するなど、緩和ケアが草加市のがん診療の１つの柱となるべく、これか
らも鋭意努力を積み重ねて参りますので、ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願いいたします。
症状緩和におきましては、迅速な対応を求められる場面も多々あるため、当院緩和ケア科では、地
域医療機関の先生方との連携を重視し、要請があった場合には、スタッフ一同スムーズな対応を心
がけて参ります。緩和ケア病棟では先にあげさせていただきました通り、早期の症状緩和と在宅復帰
を目標としており、退院となった際は、地域の先生方に訪問診療をお願いさせていただくことがあ
りますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。当院緩和ケア病棟退院後、再度症状悪化やＡ
ＤＬ低下などで在宅療養が困難となってしまった場合は、当院にて対応させていただきます。

地域医療機関の先生方へ

診察風景 病室

家族控室 カンファレンス

鈴 木 鈴 木 鈴 木 鈴 木 鈴 木午　後
（受付14:00）

主な治療実績

令和4年
相談件数 悪性腫瘍内訳（退院患者）

緩和ケア病棟入棟患者数

入院相談件数
令和4年

（診療情報管理室より）
（医事課より）

（医療福祉相談室より）
199

令和4年
転棟
予定入院
緊急入院
転院
計

96
30
49
9

184

胃
大腸
肝臓・胆嚢・膵臓
乳腺
肺
膀胱・腎臓・腎盂・尿管
前立腺
血液
子宮・卵巣
その他
計

18
25
49
5
37
8
10
9
16
17
194
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ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
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学
科

Department of 
Rehabilitation Medecineリハビリテーション医学科

新
にい

関
ぜき

　祐
ゆ

美
み

役　　職　
リハビリテーション医学科長
専門分野
手・肘・肩
専門医
・日本整形外科学会認定
整形外科専門医
・日本整形外科学会認定
リウマチ医
・日本手外科学会認定
手外科専門医
・日本リハビリテーション医学会認定
リハビリテーション専門医

構成
令和5年4月現在、リハビリテーション医学科
は医師1名で構成されています。

業務紹介
当院は二次医療機関であるため、当科も急性期
入院患者さんに対するリハビリテーションを重点的に
行っています。
その治療対象は多岐にわたり、脳梗塞や脳出血

などの脳血管疾患、外傷（骨折、靭帯損傷など）や
退行変性疾患（変形性関節症など）術後等の運動
器疾患、心筋梗塞や心不全などの循環器疾患、肺
炎や慢性呼吸器疾患などの呼吸器疾患が中心と
なっており、その他安静により身体機能が低下した
方 に々も対応しています。
平成24年4月に「心臓・脳血管センター」が開設

されて以降、リハビリテーション科においても急性期
医療をさらに充実させるために同年度からリハビリ
テーション科稼働日の増加を徐々に進め、現在では
毎週土曜日の他、ゴールデンウィークや年末年始に
おいてもリハビリテーションが提供できる診療体制と
なっています。
今後も二次医療機関の責務を果たすべく、より効
果的な急性期リハビリテーションの実施を目指してい
きます。地域のニーズにも対応していけるよう、多くの
医療機関の方々のご指導、ご協力をよろしくお願い
いたします。

理学療法室

理学療法室

作業療法室

診療スタッフ
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診察風景

Obstetrics and Gynecology 産婦人科

産
婦
人
科

診
療
部
門

役　　職　顧問
専門分野
産科婦人科
専門医
・日本産科婦人科学会認定
産婦人科専門医
・日本婦人科腫瘍学会認定
婦人科腫瘍専門医
・日本内分泌学会認定
内分泌代謝専門医

安
やす

水
みず

　洸
たけ

彦
ひこ

診療の特徴・特色
数年間にわたり新患診療を休止し、地域の先生方にご迷惑をおかけしました。このたび診療体制が整い、患
者さんの新規受診に対応ができるようになりました。一般的婦人科疾患に加え、女性の内分泌疾患や老年期疾
患を中心に診療します。ただし、常勤医師が不在のため、入院・手術診療はまだ行えません。

非常勤医師 山
やま

脇
わき

　真
ま

智
ち

外来診療（完全予約制）
月 火 水 木 金 土

※予約の際は必ず医療機関からお申込ください。
※予約申込時に「診療情報提供書」も併せて送付願います。
※◉は非常勤医師です。

再 診 再 診 山 脇 安 水 再 診午　後
（受付14:00） ◉ ◉
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小
児
科

Pediatrics小児科
長
は

谷
せ

川
がわ

　
た

毅
けし

役　　職　
診療部長兼部長
専門分野
小児神経学
専門医
・日本小児科学会認定
小児科専門医

役　　職　副部長
専門分野
小児科一般・
小児循環器
専門医
・日本小児科学会認定
小児科専門医
・日本小児循環器学会認定
小児循環器専門医

石
いし

橋
ばし

　奈
な

保
お

子
こ

松
まつ

田
だ

　
の

希
ぞみ

役　　職　医長
専門分野
小児科一般・小児内分泌
専門医
・日本小児科学会認定
小児科専門医
・日本内分泌学会認定
内分泌代謝科専門医
・日本糖尿病学会認定
糖尿病専門医

滝
たき

島
しま

　
し

茂
げる

役　　職　医師
専門分野
小児科一般

役　　職　医長
専門分野
小児科一般・小児神経

佐
さ

藤
とう

　
か

薫
おる

役　　職　医長
専門分野
小児科一般
専門医
・日本小児科学会認定
小児科専門医

佐
さ

藤
とう

　
た

健
けし

役　　職　医長
専門分野
小児科一般
専門医
・日本小児科学会認定
小児科専門医

奥
おく

津
つ

　美
み

夏
か

非常勤医師

診療スタッフ

（専門分野　小児腎臓）

非常勤医師

（専門分野　アレルギー）

診療対象疾患
● 各種感染症　　● 神経疾患（てんかん、発達障害など）　　● 内分泌疾患（低身長、糖尿病、甲状腺疾患など）
● 循環器疾患（川崎病、不整脈、先天性心疾患など） ● アレルギー疾患（食物アレルギー、気管支喘息など）
● 呼吸器疾患（気管支炎、肺炎など） ● 消化器疾患（感染性胃腸炎、腸重積など）
● 腎疾患（急性糸球体腎炎、ネフローゼ症候群など） ● 新生児疾患（在胎35週以上）　など

主な入院実績
令和3年 令和4年

下気道感染症

気管支喘息・
喘息性気管支炎

感染性胃腸炎

川崎病

令和3年 令和4年

けいれん性疾患

尿路感染症

食物経口負荷試験
（診療情報室より）

46

24

14

54

33

47

66

40

43

35

33

38

46

83

役　　職　副部長
専門分野
小児科一般・小児内分泌・
小児糖尿病
専門医
・日本小児科学会認定小児科専門医・指導医
・日本内分泌学会認定内分泌代謝科専門医
・日本糖尿病学会認定糖尿病専門医
・日本周産期・新生児医学会認定
新生児蘇生法専門コースインストラクター
・国際認定ラクテーション・コンサルタント
（IBCLC）

役　　職　医師
専門分野
小児科一般

役　　職　医師
専門分野
小児科一般

布
ふ

施
せ

　
じ

譲
ょう

嗣
じ

木
き

口
ぐち

　智
とも

之
ゆき

村
むら

山
やま

　
さ

哲
とし

役　　職　医師
専門分野
小児科一般

大
おお

口
くち

　郁
いく

夫
お

引
ひき

間
ま

　叡
まさ

孝
たか

瀧
たき

澤
ざわ

　千
ち

絵
え

子
こ
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小
児
科

小児病棟よみきかせ

小児科外来診察風景

主な検査

その他
睡眠時無呼吸症候群の簡易検査や心理カウンセリングも行っています。
●草加市立病院小児科勉強会（オンライン開催）
年3回
●こども健康教室（現在休止中）
年3回（内容は小児の蘇生、急性疾患、アレルギー、発達の問題等）

診療の特徴・特色
　中学生までを対象とした外科的疾患、悪性疾患、早産児（在胎35週未
満）以外は原則として当科で診療を行っています。
　入院症例としては昨年度の実績で細菌性肺炎 6例、気管支喘息 26例、
感染性胃腸炎 20例、川崎病 52例、けいれん性疾患 41例、尿路感染症 
35例、ネフローゼ 3例などが主なものです。
　小児科医が毎日当直しており、休日夜間時間外の救急・入院対応も
行っています。

神経疾患

循環器疾患

・脳波　・CT　・MRI　・神経伝達速度　など

・心エコー
・ホルター心電図

・トレッドミル負荷心電図
など

アレルギー疾患

腎疾患

内分泌疾患

・特異的 IgE ・食物経口負荷試験　など

・成長ホルモン分泌刺激試験
・持続血糖モニタリング（CGM）

・排尿時膀胱造影 ・腎シンチ　など

・持続皮下インスリン注入療法（ＣＳＩＩ）
など

外来診療
午前（受付 8:00～11:00）

月 火 水 木 金 土

長 谷 川

交 替 制

滝 島
佐 藤（健）

引 間

長 谷 川
松 田
布 施

布 施
石 橋
佐 藤（薫）

滝 島
佐 藤（健）

引 間

長 谷 川
石 橋
佐 藤（薫）

午後（受付 13:00～15:00）

小児神経

小児心臓

小児内分泌

小児アレルギー

小児腎臓

心理（午前・午後）

予防接種/乳児健診

月 火 水 木 金 土

布 施

石 橋

的 場

予防接種

長 谷 川

滝 島

奥 津

予防接種

長 谷 川

的 場

乳児健診

木 口（第1・3）

松　田（第1・3・5）
滝　島（第2・4）

長 谷 川

石 橋

的 場

シナジス乳児健診

（第1・3・5）

（第2・4）

※AMのみ

（臨床心理士）（臨床心理士）（臨床心理士）
◉ ◉◉

◉

◉

※◉は非常勤です。　※専門外来は予約できません。

【専門外来】
乳 児 健 診
予 防 接 種
シナジス接 種
アレルギー外来

腎 臓 外 来

●
●
●
●

●

毎週2回（火・木）
毎週2回（月・金）
毎週1回（水）
第1・3（土）
担当：非常勤医師
隔週（金）
担当：東京医科歯科大学派遣医師

神 経 外 来

心 臓 外 来

内 分 泌 外 来

●

●

●

毎週4回（月・水・木・金）
担当：長谷川部長　布施医師
毎週2回（月・水）
担当：石橋副部長
毎週1回（木）第1・2・3・4、
（金）第1・3・5
担当：滝島副部長　松田医長



診
療
部
門

��

外

科

診療スタッフ

Surgery外科

診療対象疾患

役　　職　副部長
専門分野
消化器外科
専門医
・日本外科学会認定外科専門医
・日本消化器外科学会認定
消化器外科専門医
・日本消化器病学会認定
消化器病専門医
・日本消化器内視鏡学会認定
消化器内視鏡専門医

役　　職　医長
専門分野
消化器外科
専門医
・日本外科学会認定外科専門医
・日本消化器外科学会認定
消化器外科専門医
・日本消化器病学会認定
消化器病専門医
・日本消化器内視鏡学会認定
消化器内視鏡専門医

役　　職　医長
専門分野
外科一般
専門医
・日本外科学会認定
外科専門医

役　　職　医長
専門分野
乳腺外科
専門医
・日本外科学会認定
外科専門医

西
にし

岡
おか

　良
よし

薫
のぶ

役　　職　
副院長
専門分野
外科一般（鏡視下外科）
専門医
・日本外科学会認定
外科専門医
・日本消化器外科学会
認定消化器外科専門医

馬
ば

場
ば

　裕
ひろ

信
のぶ

役　　職　部長
専門分野
肝胆膵外科
専門医
・日本外科学会認定
外科専門医
・日本消化器外科学会
認定消化器外科専門医
・日本肝胆膵外科学会認定
肝胆膵外科高度技能専門医

光
みつ

法
のり

　雄
ゆう

介
すけ

役　　職　医長
専門分野
外科一般

● 消化器悪性腫瘍（食道、胃、大腸、肝臓、胆道、膵臓等）
● 胆道良性疾患（胆石症、総胆管結石症等）
● 急性腹症（急性虫垂炎、急性胆のう炎、消化管穿孔、腸閉塞等）
● 肛門疾患（内痔核、痔瘻、直腸脱等）
● 鼠径ヘルニア、腹壁瘢痕ヘルニア　● 乳腺疾患

診療の特徴・特色
当科は、上記診療スタッフにて、各臓器の専門医を

中心に、消化器・一般外科の領域をカバーし、診療に
あたっています。緊急手術が必要になる可能性のある
急性腹症は、いつでも診療・治療できる体制をとって
おりますので、お困りの際はお気軽にご連絡ください。

●がんの診療
昨今、がんを発症する患者さん、がんで亡くなる患

者さんは増加傾向にあり、早期発見・早期治療がま
すます重要になってきております。はっきりとしたがんの
診断が難しい場合も多く、がんが疑われる状況などで
お困りの際にも、お気軽にご連絡ください。消化器がん、
乳がんにおいては、根治するためには手術による切除
が必要な場合がほとんどです。一方で、がんの進展度
などによっては、術前に抗がん剤による化学療法など

を行うことが適している場合もあります。経験豊富なベ
テランと元気の良い若手が力を合わせ、常に最善の
治療を行うべく日々 研鑽しています。患者さんをご紹介
いただいた際には、消化器内科との協力はもちろんの
こと、必要に応じてキャンサーボード（多職種での検討
会議）にて個々の患者さんの状況をきめ細かく検討し
た上で方針を決定し、適切な治療を行っています。ま
た、根治が難しいと考えられる進行したがんの患者さ
んにも、治療の可能性を諦めずに検討し、緩和ケア科
など他部門とも密接に連絡を取って、患者中心の医
療を行っております。転院や在宅医療をお願いする患
者さんもおられると思いますが、その際にはどうぞよろし
くお願い申し上げます。

●鏡視下手術
鏡視下手術の技術進歩は目まぐるしく、多くの手術

が安全に鏡視下にできるようになってきています。当科
においても、最新鋭の機器を取り入れつつ、技術を高
めてまいりました。鏡視下手術のメリットは、傷が小さく、
術後の回復も早く、患者さんに優しいとされているとこ
ろです。手術治療を行う際には、適応を慎重に検討し、
安全性を十分に考慮して、積極的に鏡視下手術を
行っています。

●乳腺外来
乳がんをはじめとした乳腺疾患は、外科の中でも専

門性の高い領域です。当科では東京医科歯科大学
腫瘍外科乳腺グループと強い協力関係のもと、精密
検査、手術治療、化学療法と、集学的治療を積極的
に行っています。

●肝胆膵外来
肝がん、胆道がん、膵がんは、治療が難しく、予後

が不良ながんの代表です。特に、膵がんは罹患者・
死亡者数ともに増加しており、早期発見・早期治療
が重要です。手術が必要な際には、肝胆膵外科高度
技能専門医をはじめとしたスタッフが、全力で治療に
あたらせていただきます。

●ロボット手術
2023年4月より手術支援ロボット「ダヴィンチＸｉ」が

導入されました。特に大腸がんの領域において、鏡視
下手術をさらに発展させた精度の高い安全な手術が
可能となり、地域の皆様へ最新の医療を提供してまい
ります。

石
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原
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希
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役　　職　医長
専門分野
消化器外科
専門医
・日本外科学会認定外科専門医
・日本消化器外科学会認定
消化器外科専門医
・日本消化器病学会認定
消化器病専門医
・日本消化器内視鏡学会認定
消化器内視鏡専門医
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　その
役　　職　医師
専門分野
外科一般

池
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非常勤医師

（専門分野　乳腺外科）
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当科は、上記診療スタッフにて、各臓器の専門医を
中心に、消化器・一般外科の領域をカバーし、診療に
あたっています。緊急手術が必要になる可能性のある
急性腹症は、いつでも診療・治療できる体制をとって
おりますので、お困りの際はお気軽にご連絡ください。

●がんの診療
昨今、がんを発症する患者さん、がんで亡くなる患

者さんは増加傾向にあり、早期発見・早期治療がま
すます重要になってきております。はっきりとしたがんの
診断が難しい場合も多く、がんが疑われる状況などで
お困りの際にも、お気軽にご連絡ください。消化器がん、
乳がんにおいては、根治するためには手術による切除
が必要な場合がほとんどです。一方で、がんの進展度
などによっては、術前に抗がん剤による化学療法など

を行うことが適している場合もあります。経験豊富なベ
テランと元気の良い若手が力を合わせ、常に最善の
治療を行うべく日々 研鑽しています。患者さんをご紹介
いただいた際には、消化器内科との協力はもちろんの
こと、必要に応じてキャンサーボード（多職種での検討
会議）にて個々の患者さんの状況をきめ細かく検討し
た上で方針を決定し、適切な治療を行っています。ま
た、根治が難しいと考えられる進行したがんの患者さ
んにも、治療の可能性を諦めずに検討し、緩和ケア科
など他部門とも密接に連絡を取って、患者中心の医
療を行っております。転院や在宅医療をお願いする患
者さんもおられると思いますが、その際にはどうぞよろし
くお願い申し上げます。

●鏡視下手術
鏡視下手術の技術進歩は目まぐるしく、多くの手術

が安全に鏡視下にできるようになってきています。当科
においても、最新鋭の機器を取り入れつつ、技術を高
めてまいりました。鏡視下手術のメリットは、傷が小さく、
術後の回復も早く、患者さんに優しいとされているとこ
ろです。手術治療を行う際には、適応を慎重に検討し、
安全性を十分に考慮して、積極的に鏡視下手術を
行っています。

●乳腺外来
乳がんをはじめとした乳腺疾患は、外科の中でも専

門性の高い領域です。当科では東京医科歯科大学
腫瘍外科乳腺グループと強い協力関係のもと、精密
検査、手術治療、化学療法と、集学的治療を積極的
に行っています。

●肝胆膵外来
肝がん、胆道がん、膵がんは、治療が難しく、予後

が不良ながんの代表です。特に、膵がんは罹患者・
死亡者数ともに増加しており、早期発見・早期治療
が重要です。手術が必要な際には、肝胆膵外科高度
技能専門医をはじめとしたスタッフが、全力で治療に
あたらせていただきます。

●ロボット手術
2023年4月より手術支援ロボット「ダヴィンチＸｉ」が

導入されました。特に大腸がんの領域において、鏡視
下手術をさらに発展させた精度の高い安全な手術が
可能となり、地域の皆様へ最新の医療を提供してまい
ります。

主な治療実績
令和3年 令和4年
695
39
173
71
34
86
81

632
53
138
70
26
78
77

手　術
胃　癌
大腸癌
乳　癌
肝胆膵悪性腫瘍
胆石総胆管結石症
虫垂炎

令和3年 令和4年
118
317
22
108
74
70
25

119
325
41
94
71
67
32

ヘルニア
鏡視下手術
胃　癌　鏡視下
大腸癌　鏡視下
胆　石　鏡視下
虫垂炎　鏡視下
ヘルニア　鏡視下

主な検査・医療設備
通常の食道、胃、十二指腸検査に加え超音波内視鏡検査、治療としてポリペクトミー、
内視鏡下粘膜切除術を行っています。

大腸内視鏡検査に加え超音波内視鏡検査、治療としてポリペクトミー、内視鏡下粘膜
切除術を行っています。

腫瘍の浸潤、肝、肺への遠隔転移の診断に主に使用します。

腫瘍の浸潤、肝への遠隔転移の診断、乳癌の拡がりの診断に役立ちます。

腫瘍の浸潤、肝への遠隔転移の診断、乳癌の拡がりの診断に役立ちます。

癌の骨転移の診断に用います。

吸引システムにより、狙った病変部の組織検体を通常の穿刺組織診断より多く採取
できるため診断精度が向上します。

微細な石灰化の検出に優れます。

センチネルリンパ節用アイソトープ検出器／放射線照射機器

（診療情報室より）

上部内視鏡検査

主な医療設備

骨シンチグラフィー

マンモトーム

超音波検査

マンモグラフィー

MRI

CT

下部内視鏡検査

外来診療
月

石 原

小 林

佐 藤

火

西 岡

馬 場

伊 藤

水

光 法

佐 藤

福 与

光 法

木

馬 場

伊 藤

池 田

石 　 原

金

小 林

光 法

福 与

交 替 制

土

池 田午　前
（受付  8:00～11:00）

品田（第3）・風巻

乳 腺 外 来

スキンケア外来

肝胆膵外来

◉

※◉は非常勤医師です。
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役　　職　医長
専門分野
呼吸器外科
専門医
・日本外科学会認定
外科専門医
・呼吸器外科専門医
合同委員会認定
呼吸器外科専門医
・日本呼吸器内視鏡学会認定
気管支鏡専門医

診療スタッフ

Respiratory surgery呼吸器外科

当院呼吸器外科は2022年4月1日より上記2名体
制となり、診療を開始しました。患者さん一人
一人に適した安全な外科治療を提供することを
モットーに、呼吸器内科医師をはじめとした他
科医師と連携を図りつつ、診療を進めておりま
す。また、傷が小さく、術後の回復も早い胸腔
鏡手術を積極的に取り入れております。

可能な範囲で当院での手術治療を検討してお
りますが、必要な場合には協力関係にある東京
医科歯科大学呼吸器外科でのより高度な集学的
治療を依頼しております。

診療の特徴・特色

当院呼吸器外科は2022年4月に開設され、常勤1名、非常勤1名体制で診療にあたっております。以前
は外来診療のみでしたが、科の開設に伴い、2022年6月より手術治療を含めた入院診療が可能となりま
した。気胸、肺がん、縦隔腫瘍をはじめとした手術適応症例を広く受け入れるとともに、総合病院の強
みを生かすべく、他科医師と協力しつつ、術前の精査から術後の経過観察まで親身な対応を心がけてお
ります。
当科が草加市における呼吸器外科診療の中心的存在となれるよう、日々努力を重ねて参りますので、

ご指導ご鞭撻の程、宜しくお願いいたします。患者さんのご紹介をお待ち申し上げております。

地域医療機関の先生方へ

診療対象疾患
● 気胸 ● 転移性肺腫瘍
● 膿胸 ● 縦隔腫瘍
● 肺癌 ● 悪性胸膜中皮腫　など

非常勤医師 大
おお

久
く

保
ぼ

　憲
けん

一
いち
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外来診療
月 火 水 木 金 土

※◉は非常勤医師です。

石 川 大久保
（第1・3・5）
（予約不可）

午　前
（受付  8:00～11:00）

◉

診察風景

胸腔鏡手術

胸腔鏡手術

主な治療実績

転移性肺腫瘍手術
特発性自然気胸に対する手術
続発性自然気胸に対する手術
膿胸に対する手術
生検術
その他
計

令和4年 うち胸腔鏡手術
2
7
5
2
2
1
19

2
7
5
2
2
1
19

主な検査・医療設備
CT・MRI・呼吸機能検査　など

硬性鏡、胸腔鏡手術機器　など

外来検査

手術室設備

（診療科より）



診
療
部
門

��

心
臓
血
管
外
科

さ

櫻
くら

井
い

　
し

翔
ょう

吾
ご

役　　職　医長
専門分野
心臓血管外科
専門医
・日本外科学会認定
外科専門医
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役　　職　部長
専門分野
心臓外科・大動脈外科・
末梢血管外科
専門医
・日本外科学会認定
外科専門医
・日本胸部外科学会認定
心臓血管外科専門医

診療スタッフ

Cardiovascular Surgery心臓血管外科

日本循環器学会が提唱するガイドラインを遵
守して治療を行っています。2012年4月の心臓・
脳血管センター開院に伴い、同年10月に心臓血
管外科が開設され、診療を行っております。さ
らに最新の設備をもつ心臓血管外科手術室が同
年11月に同センターと直結して本館内に新設さ
れ、本格的な開心術などの手術を開始しており
ます。また、カテーテルでの治療が困難な患者
さんはセンターでの診察後に同手術室へ搬送さ
れ、緊急手術を受けることが可能です。
手術後は同じセンターのHCU（高度治療
室）に入院し、循環器内科と心臓血管外科の医
療チームおよび看護チームがお互いに連携して
患者さんの集中管理を行い、早期の社会復帰が
できるよう治療に専念します。また、救急科と
連携して緊急手術にも対応しています。
2014年10月から大動脈瘤に対してステントグ
ラフト治療を開始しています。また、2015年5
月から下肢静脈瘤に対して血管内焼灼術（ラジ
オ波治療※）を行っています。2018年5月より、
冠動脈バイパス術の際、グラフトとして大腿の
大伏在静脈採取する時に内視鏡を使用して小切
開で採取しています。
2019年9月より右小開胸（皮切7㎝）による大
動脈弁置換術を行っています。
2020年9月より下肢静脈瘤に対する血管閉塞
術を行っています。
2022年12月より、左小開胸による冠動脈バイ
パス術を行っています。
※注釈：レーザー治療より新しく、より安全な

血管内焼灼法です。
●心臓
①冠動脈病変：狭心症、心筋梗塞などに対して

冠動脈バイパス術、心室形成術。人工心肺
装置を使用しないオフポンプバイパス術を
基本的に行っています。小開胸バイパス術
（MICS-CABG）も行っています。
②弁膜症：狭窄症および閉鎖不全症に対して弁
置換術、弁形成術。小開胸による開心術（低
侵襲心臓手術（MICS）皮切7㎝）も行って
います。
③先天性心疾患：根治術。
④不整脈：メイズ手術。
●大動脈
①大動脈瘤：腹部および胸部大動脈瘤に対して
人工血管置換術、ステントグラフト内挿術。
②大動脈解離：人工血管置換術。
●末梢血管
①閉塞性動脈硬化症：バイパス術、カテーテル
治療。膝関節以下の虚血病変に対しても積極
的に外科的血行再建を行っております。
②動脈閉塞：血栓除去術、バイパス術。
③動脈瘤：四肢や腹腔内動脈の瘤に対して切除
および置換術。
●静脈
〇静脈瘤：ストリッピング、血管内焼灼術（ラ
ジオ波治療）、硬化療法。ストリッピングや
血管内焼灼術は、1泊2日の入院で行っていま
す。また、日帰り手術も行っています。
　令和2年9月より、より侵襲の少ない安全な瞬
間接着剤による血管閉塞術（ベナシール）を
開始しています。
●その他
末期腎不全で透析が必要な方にシャント造設
術などを腎臓内科と協力して行っています。

診療の特徴・特色

診療対象疾患
● 狭心症　　　● 心筋梗塞 ● 弁膜症　　　　● 先天性心疾患　　　● 不整脈
● 大動脈瘤（胸部、腹部） ● 大動脈解離
● 閉塞性動脈硬化症 ● 動脈閉塞　　　● 末梢動脈瘤
● 静脈瘤
● 末期腎不全

心 臓
大 動 脈
末梢血管
静 脈
そ の 他
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その他
手術前の症例カンファレンスは、心臓血管外科医師だ
けではなく、循環器内科医師・麻酔科医師・看護師（病棟、
高度治療室、手術室）・臨床工学士・リハビリスタッフなど、
枠を超えたハートチームで行い、幅広い情報を共有し、
症例への理解を深め、治療方針の統一を図っております。
2022年より患者参加型カンファレンスも行っています。
また、術後は循環器内科チームと合同で毎日回診を
行っており、より綿密な術後管理を行っています。
月一度、ブタの心臓を使用したWet laboを行い、科内
及び院内の手術研修に役立てています。

主な検査･医療設備・手術
基本的には、検査等は循環器内科で行っているため、そちらをご参照ください。

カンファレンス

治療実績
●主な治療実績
平成25年2月から本格的な開心術を開始しております。安

全面を考慮し、手術を制限して行っていますので、手術数は
決して多くはありません。しかし、その分手術成績としては
十分なものであり、東京医科歯科大学と連携して行っていま
す。85歳以上の高齢者でも開心術を行っています。
また、平成29年1月から心臓血管外科専門医認定機構の施
設認定を受けました。
また、大動脈瘤手術の半数以上はステントグラフトで行っ
ており、90歳以上の高齢者でも対応しています。
平成30年6月より、冠動脈バイパス術の際、大伏在静脈を
グラフトとして採取するのに内視鏡的採取術を行っています。
令和元年9月より右小開胸（皮切7㎝）による大動脈弁置換術を行っています。
令和4年12月より左小開胸（皮切7㎝）による冠動脈バイパス術を行っています。

●令和3年  80例 （うち、開心術37例：冠動脈バイパス術18例、弁膜症手術17例、先天性手術1例、
胸部大動脈手術0例、心膜腫瘍手術0例、その他1例）

●令和４年  89例 （うち、開心術27例：冠動脈バイパス術22例、弁膜症手術5例、
腹部大動脈手術12例）　　　　　　　　　　　　　　　　（診療情報室より）

手　術

手術室

MRA及びMRV

下肢超音波検査

平成24年11月に100㎡ある広々とした心臓血管外科専用の手術室を開設しました。
ステントグラフト手術にも対応しています。また、心臓・脳血管センターと直結しており、
同センターにHCU（高度治療室）とカテーテル室とがあり、包括的な治療を行うことが
できます。

下肢静脈瘤に対する評価を外来の診察室で行い、スムーズな診断加療を行うことができ
ます。

下肢動脈や深部静脈の評価を行い、閉塞性動脈硬化症や深部静脈閉塞などの診断に対し
て造影剤を使用せずに行っています。

外来診療

田　　村午　後
（受付13:00～15:00）

午　前

月

櫻　　井
下肢静脈瘤　（再診）

櫻　　井
下肢静脈瘤　（新患）

火 水

田　　村

金木 土
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診療スタッフ

Orthopedics Surgery整形外科
新
にい

関
ぜき

　祐
ゆ

美
み

役　　職　部長
専門分野
手・肘・肩
専門医

鈴
すず

木
き

　聡
そう

役　　職　医長
専門分野
膝
専門医
・日本整形外科学会認定
整形外科専門医

齋
さい

藤
とう

　
り

龍
ゅう

佑
すけ

役　　職　医師
専門分野
整形外科一般

役　　職　医師
専門分野
整形外科一般

北
きた

村
むら

　拓
たく

也
や

猪
いの

瀬
せ

　弘
ひろ

之
ゆき

非常勤医師非常勤医師 非常勤医師

役　　職　医師
専門分野
整形外科一般

● 手の外科　● 関節外科（肩、肘、手、膝、股）　● 人工関節（肩、肘、指、膝、股）
● 一般的な骨折　● スポーツ外傷/障害

診療対象疾患

主な治療実績
令和3年 令和4年

775
190
127
124
79
18
6
51
180

795
221
115
121
51
13
2
48
224

手　術
上肢の骨折・外傷
下肢の骨折・外傷
人工関節置換
その他の関節
腱縫合等
尺骨神経前方皮下移行術
その他
外来手術

（医事課、診療情報室より）
主な検査･医療設備
各種画像診断

超音波刺激による骨癒合
促進治療

電気生理学的検査
（EMG）

関節造影

骨密度測定装置

MRI・CT・Echo等により、各疾患を総合的に診断し治療に役立てています。

骨粗鬆症の程度の把握や治療の効果判定の際に有効な検査です。

主に手関節、肩関節節疾患の診断のために有用な検査です。造影後にXp、CT、MRIを
行うことで、更に診断精度を高めています。
末梢神経障害等による、四肢のしびれ、筋萎縮、麻痺に対して責任部位を検索したり、回復
の状態を知るために有用な検査です。
超音波による骨癒合促進治療を、適応がある症例に対しては可能な限り積極的に施行
しています。

非常勤医師 非常勤医師 非常勤医師

（専門分野　脊椎脊髄外科）

（専門分野　股関節）

非常勤医師 佐
さ

藤
とう

　浩
ひろ

一
かず

（専門分野　膝関節）
非常勤医師 結

ゆう

城
き

　
あ

新
らた

岡
おか

田
だ

　浩
こう

典
すけ

新
しん

村
むら

　
か

楓
えで

桝
ます

本
もと

　悠
ゆう

輔
すけ

役　　職　医師
専門分野
整形外科一般

山
やま

下
した

　理
り

子
こ

天
あま

野
の

　祐
ゆう

輔
すけ

宮
みや

武
たけ

　和
かず

正
まさ

小
お

沼
ぬま

　博
ひろ

明
あき

・日本整形外科学会認定
整形外科専門医
・日本整形外科学会認定
リウマチ医
・日本手外科学会認定
手外科専門医
・日本リハビリテーション医学会認定
リハビリテーション専門医

（専門分野　脊椎脊髄外科）

（専門分野　脊椎脊髄外科）
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当院の整形外科は、昨年度に続き常勤医師6人
体制での運営となり、より広いニーズへの対応が可
能となりました。すべて東京医科歯科大学整形外科
教室から派遣されています。
それぞれの担当分野は、新関（手、肘、肩の外科）、
鈴木（膝・足関節、下肢スポーツ外傷）、北村（股
関節）です。

●上肢の外科（肩、肘関節鏡）について
担当の新関は、日本整形外科学会の認定するリ

ウマチ医および日本手外科学会認定の手外科を専
門とする医師です。
上肢全般、特に手疾患に関する医学的スペシャ

リストとして、粉砕骨折の整復・固定、手のしびれ・
痛みの治療、手指の神経・血管・腱の損傷を伴う
ケガの縫合、麻痺して動かなくなった手指の運動機
能の再建、先天的な手指の異常の治療などを行っ

ています。また、肘・肩の痛みについても、適宜手術
治療に取り組んでいます。お困りの方がいらっしゃい
ましたらご相談ください。

●膝関節外科について
変形性膝関節症や関節リウマチ、大腿骨内顆骨
壊死等に対して、各患者さんのニーズに合わせて、
人工膝関節置換術、高位脛骨骨切り術を行ってい
ます。
下肢のスポーツ外傷・障害全般に対して、手術
治療を行っています。特に、前十字靭帯損傷、半月
板損傷、又、足関節の障害に対しては、必要に応じ
て関節鏡を用いて手術を行っています。

●股関節外科（人工股関節置換術）について
変形性股関節症や関節リウマチの治療において、
痛みが強く患者さんの希望があれば人工股関節置
換術を行っています。当院では筋腱を切離しない最
小侵襲手技（MIS）での手術が可能ですので、術
後の禁止の姿勢がなく、早期にリハビリテーションが
可能で、入院期間は2週間程度です。

診療の特徴・特色

①橈骨遠位端骨折 掌側プレート固定術
②肩関節脱臼骨折 人工骨頭置換術
③関節リウマチ MP人工関節置換術
④舟状骨骨折偽関節 鏡視下偽関節手術

1

4

2 3

地域医療連携について
当科では地域の先生方との医療連携を大事に考

えております。ご紹介いただく際には、まず地域医療
連携相談室で予約をお取りいただくか、急な外傷な
どでお急ぎの場合には診療情報提供書をFAXで
送付いただければ、受け入れ可能かどうかの判断を
迅速にいたします。
脊椎外科、悪性腫瘍、開放骨折、高エネルギー
外傷に関しては、緊急対応は困難です。
脊椎手術が必要な患者様につきましては脊椎専
門の非常勤医師の外来での診察ののち必要に応じ
て連携先病院での治療を行っております。

また、当院では医師とパラメディカルで包括的に二
次骨折予防に取り組む「FLS：骨折リエゾンサービ
ス」を開始しております。治療継続のため連携施設
の先生方のご協力
が欠かせません。今
後ともどうぞよろしく
お願い申し上げます。

手術

外来診療

午　後
（受付13:00～15:00）

午　前
（受付8:00～10:00）

水 金 土月 火 木

新 関
猪 瀬

新 村

鈴 木

新 関

北 村

桝 本

天 野

岡 田

新 村

山 下

北 村

小 沼

交 替 制

新　関
（肩肘手外科専門外来）

鈴　　木
（膝スポーツ外来）

宮　　武
（股関節外来）

◉

◉

◉

◉ 鈴 木

桝 本

岡 田

佐藤（浩）
（脊椎・第2・4）

（脊椎）

（脊椎）

◉

※◉は非常勤医師です。　
※急な外傷などでお急ぎの場合は、「診療情報提供書」の送付をお願いします。
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診療スタッフ

Ophthalmology眼科

● 糖尿病網膜症　　　● 白内障　　　● 緑内障　　　● 加齢黄斑変性　　　● 弱視
● ぶどう膜炎　　など

診療対象疾患

坂
さか

井
い

　栄
えい

一
いち

役　　職　部長
専門分野
眼科一般
専門医
・日本眼科学会認定
眼科専門医

笠
かさ

井
い

　龍
りゅう

一
いち

郎
ろう

非常勤医師

堀
ほり

　邦
くに

子
こ

非常勤医師

持
もち

田
だ

　潮
し

帆
ほ

非常勤医師

主な治療実績

当眼科では、地域医療の中核を担うとともに
安心・安全な医療を提供出来るよう、患者さん
のQOLの改善や維持を目指し、信頼が得られる
質の高い医療の実践を目標としております。
眼科常勤医師1名、非常勤医師3名、ORT3名

で診療を行っております。
90歳以上の高齢の患者さん・過熱白内障、精
神疾患のある患者さんなど幅広く受入れており
ます。
手術に関しましては、白内障手術を主に行っ
ており、流れとしましては一般外来→手術担当
医による診察→手術日の決定→手術前検査→術
前の診察→手術となります。
なるべく少ない来院日数ですむよう心がけて
おります。

手術前検査では、視能訓練士がAモードをは
じめ、重度の白内障で視力が特に低下している
患者さんに対しては、ERGやBモードなどの検
査を行います。
手術後のフォローも行っていますが、術後経
過の良好な患者さんについては逆紹介という形
になります。
当院は入院にて手術を行う為、入院期間は片
眼で1泊2日となります。ただし、外眼手術にお
ける翼状片、睫毛内反手術、眼瞼下垂手術、老人
性皮膚弛緩による皮膚切除などは、日帰りで
行っています。

診療の特徴・特色

令和3年 令和4年
518
2
-
1
-
-

521

671
-
-
-
-
1

672

白内障
硝子体
緑内障（エクスプレスシャント）
異物除去術
その他（その他の白内障摘出術）
水晶体嚢外摘出術
件数

（診療情報室より）
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主な検査･医療設備・手術
検査機器についてはGP、DRI OCT Triton、Aモード、Bモード、ERG、FAなどがあり、より多くの患
者さんの様々な疾患に対応できる様、体制を整えております。小児視力検査・抗VGEF薬硝子体内注
射も行っています。

主な検査

主な手術

・各種　眼底撮影検査
・光学的干渉断層計
・視野検査
・色覚検査
・電気生理学的検査

・白内障手術
・網膜硝子体手術
・緑内障手術

外来診療

細隙燈顕微鏡 検査風景

手術手術

坂　　井

持　　田

坂　　井

午　前
（受付  8:00～11:00）

午　後 （専門外来等）
（受付13:00～15:00）

坂　　井

持　　田

弱視外来

月 火 水 木 金 土

※専門外来は連携予約ができません。
※◉は非常勤医師です。

◉

坂　　井

持　　田◉

◉

◉

◉

◉

◉

笠 井

堀

笠 井

堀

坂井（第3）◉

◉

堀

堀

（第2・3・4・5）

（第2・3・4・5）
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Neurosurgery脳神経外科

役　　職　医長
専門分野

専門医
・日本脳神経外科学会認定
脳神経外科専門医
・日本脳神経血管内治療学会認定
脳血管内治療専門医
・日本脳卒中学会認定
脳卒中専門医

新
あら

井
い

　俊
とし

成
なり

役　　職
副院長兼部長
病院機能管理部長
専門分野
脳血管障害・脳腫瘍
専門医
・日本脳神経外科学会認定
脳神経外科専門医

氏
うじ

川
かわ

　
た

彩
くみ

役　　職　医長
専門医
・日本脳神経外科学会認定
脳神経外科専門医

役　　職　医師

稲
いな

次
じ

　基
もと

希
き

非常勤医師
（専門分野　てんかん）

診療スタッフ

野
の

田
だ

　真
ま

利
り

子
こ

● 脳梗塞　● 脳出血　● クモ膜下出血

● 急性硬膜下出血　● 脳挫傷
● 外傷性クモ膜下出血　● 硬膜外血腫
● 三叉神経痛　● 顔面痙攣など

脳血管障害
脳 腫 瘍
頭 部 外 傷

そ の 他

診療対象疾患

診療の特徴・特色
●脳卒中、特に脳梗塞について
近年脳血管障害の中では脳梗塞の割合が増加しています。高齢化に伴い、より重症な心原性脳梗塞が
目立つようになりました。当科では、これに対してこれまでのt-PA治療に加え、カテーテルによって
直接塞栓物を除去する、血栓回収術を積極的に行っています。本治療については、ホームページに具体
的な様子が示されていますので、ぜひご覧いただければ幸いです。
また、軽い手足の麻痺で発症することが多いラクナ梗塞では、発症後短時間で非常に重い麻痺へと症
状が進む、BAD（Branch Atheromatous Disease-分枝粥腫型梗塞）と呼ばれる病態となる例が非常に
多くみられるようになりました。一見軽症と思われる例でも、油断は禁物です。

●認知症状を呈する疾患
【正常圧水頭症】
認知症と間違われ、治療可能な疾患であるにもかかわらず見過ごされることが少なくありません。
●1～ 2年の経過で何となく歩行が遅くなってきたり、よく転ぶようになった。
●同時に活気がなくなって、以前のように出掛けたりせず、一日中テレビの前で座ってばかりいるようになった。
●時に排尿がトイレまで間に合わず、やむなくおむつを当てなければならなくなっている。
などの症状が見られたら、本疾患が疑われます。治療には手術が必要ですが、もともと高齢者に多い疾
患です。手術は局所麻酔で体に負担を掛けずに行えます。

【慢性硬膜下血腫】
突然症状が出現し、やはり認知症と間違われることが多い疾患です。
●急に歩けなくなった。
●急に話し方が緩慢となり、話す内容の辻褄が合わなくなってしまった。
●一ヶ月前に転んで顔に痣を作ったことがあった。
などが特長です。やはり簡単な局所麻酔の手術により、症状が劇的に改善します。

山
やま

科
しな

　元
もと

滋
しげ
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主な検査･医療設備主な治療実績

●その他の疾患
【三叉神経痛、顔面ケイレン】
前者は食事や歯磨き、会話の際などに顔面の痛みが強く起こり、後者は、顔面の片側全体がピクピクケ
イレンするもので、眼瞼のみに起こる眼瞼ケイレンとは区別します。
どちらも服薬や注射などの内科的治療から、外科的治療までの選択肢があり、各患者さんのバックグ
ラウンドによって治療法を決めていきます。

●当院における脳卒中について
当科におきましては特に救急患者さんの受け入れに重点を置いています。そのため入院患者さんの内
訳は、脳血管障害と頭部外傷の占める割合が80％以上となり、大多数の患者さんは突然発症により、救
急外来からの入院という形となっております。患者さんが救急外来を受診する形態は、救急車が主と
なりますが、地域の先生からのご紹介により救急外来受診となる場合も相当数あります。今後とも常
に気持ちを新たにして脳外科診療を続けてまいりますので、地域医療機関の先生方のご支援を今後と
もよろしくお願い致します。

入　院

手　術
脳腫瘍

脳血管
 破裂動脈瘤

障　害
 開頭血腫除去術

 そのほかの血腫除去

血管内
 動脈塞栓症

手　術
 頸動脈ステント留置術等

 血栓回収術
外　傷
水頭症（脳室シャント術など）
外誘導・減圧
経蝶形骨洞的下垂体腫瘍摘出
頭蓋骨移植骨片の形成術
脳のデブリートマン
浅側頭動脈－中大脳動脈バイパス（STA-MCA）
硬膜外膿瘍除去

令和3年 令和4年
602 467

132
3
10
15
-
8
6
22
54
8
5
-
1
-
-
-

125
6
9
15
-
12
3
15
48
3
10
-
-
1
2
1

主な医療設備

・SPECT
・ナビゲーション手術支援装置
・電気生理学的モニタリング
・内視鏡
・定位脳手術装置
・放射線治療装置

（診療情報室より）
手術

月

午　前
（受付  8:00～11:00）

午　後
（受付13:00～15:00）

火 水 木 金

氏　　川

稲　　次
（てんかん）第1
◉

※◉は非常勤医師です。

外来診療
土

新 井山 科
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科

診療スタッフ

Dermatology皮膚科

主な検査･医療設備

●外来－午前
通常の外来診療を医師1～2名により行う
とともに光線療法を施行しています。

●外来－午後
月曜から水曜まで予約制で良性腫瘍摘出等
の小手術、皮膚生検等を行い、並行して光線
療法も施行しています。

●形成外科
金曜に形成外科医による外来、手術があり
ます。皮膚、皮下領域の難易度の高い手術や
整容的な要求度の高い手術に対応しています。

●入院

中等度以上の感染症の方、高用量のステロ
イド全身投与が必要な自己免疫／アレルギー
性疾患の方、中央手術室での手術の方等の入
院治療を行っています。

●高度な治療
【narrowband UVB 療法】
尋常性乾癬や尋常性白斑、類乾癬、重症ア
トピー性皮膚炎その他の方に対して施行して
います。立位の照射器を用い、短い照射時間
での治療が可能です。
【生物学的製剤】
重症の尋常性乾癬、関節症性乾癬に対して
同剤を使用した治療を施行しています。

診療の特徴・特色

● 皮膚とその付属器（爪、毛髪等）、皮下浅層、口腔粘膜等の炎症性、腫瘍性の疾患　など

診療対象疾患

村
むら

野
の

　啓
けい

明
めい

役　　職　部長
専門分野
皮膚科一般
専門医
・日本皮膚科学会認定
皮膚科専門医｠

非常勤医師

種
たね

瀬
せ

　朋
とも

美
み

非常勤医師
（専門分野　形成外科）

非常勤医師

羽
は

賀
が

　義
よし

剛
たか

narrowband UVB 照射器

志
し

村
むら

　智
ち

恵
え

子
こ

役　　職　医長
専門分野
皮膚科一般
専門医
・日本皮膚科学会認定
皮膚科専門医｠

磯
いそ

江
え

　美
み

穂
ほ
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主な治療実績
令和3年 令和4年

17

2

229

2

41
（内入院0件）

12

1

281

3

71
（内入院1件）

入院全身麻酔

入院脊椎麻酔

外来局所麻酔

入院局所麻酔

皮膚生検

外来手術

褥瘡回診

（医事課、診療情報室より）

外来診療

午　前
（受付  8:00～11:00）

午　後（再診予約のみ）
（受付13:00～15:00）

◉

月 火 水 木 金 土

羽　　賀
（形成外科外来）

※◉は非常勤医師です。

外来手術等 外来手術等 外来手術等 外来手術等

村 野

磯 江

村 野

磯 江

村 野

磯 江
村 野

村 野

磯 江

志村（第1・3）

種瀬（第2・4）

磯　　江

◉

◉
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Urology 泌尿器科
吉
よし

永
なが

　敦
あつ

史
し

役　　職　部長
専門分野
泌尿器科悪性腫瘍
尿路結石内視鏡治療
専門医
・日本泌尿器科学会認定
泌尿器科専門医
・日本DMAT隊員

石
いし

原
はら

　健
けん

作
さく

役　　職　医師
専門分野
泌尿器一般

鎌
かま

田
た

　成
しげ

芳
よし

役　　職
副院長兼医療安全部長
専門分野
泌尿器科一般
泌尿器科悪性腫瘍
排尿障害
専門医
・日本泌尿器科学会認定
泌尿器科専門医

泌尿器科は令和5年度より常勤医師3名と非常
勤医師2名による診療体制となります。
泌尿器科診療の中心は泌尿器科癌の治療です
が、当院では手術はもちろん、放射線治療や化
学療法も含めた集学的治療により、治療成績の
向上を目指しています。
令和5年3月に最新の DaVinci Xi ロボット手
術システムが当院に導入されました。今年度よ
り前立腺癌手術を中心にロボット支援手術を行
う予定です。当初は大学病院からの技術支援を
受け、安全性に十分配慮しつつ患者負担の軽減
につながる低侵襲手術を拡充したいと考えてい
ます。今後、特定健診にてPSA高値が見られ
た場合など、MRI、生検などの二次検診から手
術・放射線治療、薬物療法までワンストップで
高度医療を提供できる体制を目指して参ります。
なお、前立腺癌の小線源治療、特殊な医薬品
（放射性ラジウムなど）による治療など先端医
療の御要望に関しては、獨協医科大学埼玉医療
センター、東京医科歯科大学、がん研有明病院、
埼玉県立がんセンターなど連携をとっております。
尿路結石症については、従来からの体外衝撃

波結石破砕(ESWL)装置による治療はもちろん、
ESWLに適さない結石や、ESWLで除去しきれ
ない結石の場合を中心に内視鏡治療を行ってい
ます。近年、細径尿管鏡やレーザー破砕装置の
進歩は目覚ましく、内視鏡治療のメリット（治
療期間の短縮、確実な結石除去）も大きくなり
つつあります。結石治療を目的とする場合も、
曜日・時間に特別の指定はありませんので、通
常通り泌尿器科外来宛てにご紹介いただければ、
必要な検査・治療などにつき手配させていただ
きます。
排尿障害に関しては、前立腺肥大症や過活動
膀胱などの治療薬が進歩しつつありますが、現
在でも手術適応となる患者さんも少なくありま
せん。超高齢者（特に85歳以上の場合など）で
は、今まで高齢のため手術適応はないと思われ
るような場合でも、前立腺や全身の状態を評価
したうえ適切に手術を行うことで、良好な排尿
機能の回復が得られる場合もあります。尿閉を
来し、内服治療でバルーン抜去困難な場合など、
一度泌尿器科に相談して頂ければ幸いです。
本年度もよろしくお願い申し上げます。

診療の特徴・特色

泌尿器科疾患全般を取り扱っています。具体的には下記の疾患が中心となります。
● 副腎腫瘍の内分泌学的評価および外科的治療
● 泌尿器科癌（腎癌、腎盂尿管癌、膀胱癌、前立腺癌、精巣腫瘍）の検査、外科的治療、化学療法、放射線治療
● 尿路結石症の治療（体外衝撃波結石破砕、経尿道的砕石、経皮的砕石など）
● 前立腺肥大症の治療（薬物療法、外科的治療） ● 排尿、蓄尿障害（尿失禁）の評価と治療
● 泌尿器科救急医療（外傷など） ● 小児泌尿器科（停留精巣など）

診療対象疾患

一
いちや

柳
なぎ

　暢
のぶ

孝
たか

非常勤医師 小
こ

嶋
じま

　秋
あき

大
ひろ

非常勤医師

診療スタッフ
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体外衝撃波結石破砕（ESWL）装置 手術 カンファレンス

泌
尿
器
科

令和3年手術・検査疾患 令和4年

109

9

1

104

9

5

4

11

2

2

20

10

54

5

11

116

8

4

90

4

8

1

5

2

-

10

5

66

2

14

前立腺針生検（検査）

前立腺全摘

放射線療法（リニアック外照射）

経尿道的膀胱腫瘍切除術

膀胱全摘・回腸導管造設

腎摘除術

腎部分切除術

腎尿管全摘術

高位精巣摘除術

副腎摘除術

経尿道的前立腺切除術

体外衝撃波結石破砕術

経尿道的尿管結石破砕術

経皮的腎結石破砕術

経尿道的膀胱砕石術

前立腺癌

膀胱癌

腎　癌

腎盂・尿管癌

精巣癌

副腎腫瘍

前立腺肥大症

尿路結石症

主な検査・医療設備

主な検査・医療設備

・DaVinci Xi 手術支援ロボット
・体外衝撃波結石破砕装置(LithoStar)
・ホルミニウムヤグレーザー結石破砕装置
・軟性膀胱・尿道鏡　尿管鏡（硬性・軟性）腎盂鏡
・尿流動態検査装置

（診療情報室より）

午　前
（受付  8:00～11:00）

午　後（再診予約のみ）
（受付13:00～15:00）

外来診療
月 火 水 木 金 土

小 嶋

小 嶋

鎌 田

鎌 田

交 替 制

吉 永

石 原

石 原

鎌 田

吉 永

鎌 田

吉 永

一 柳

一 柳

交 替 制
◉

◉

◉

◉

※◉は非常勤医師です。

主な治療実績
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Otorhinolaryngology耳鼻咽喉科

診療対象疾患

診療スタッフ

平素より先生方からは多数の患者さんをご紹
介をいただき誠にありがとうございます。この
場をお借りして厚く御礼申し上げます。
感染症や感覚器疾患に関しては診断と治療の
根拠を明確にできるよう配慮し、患者さんにも
丁寧にご説明してまいります。緊急手術や緊急
入院に関しましても迅速に対応させていただき
ます。
アレルギー性鼻炎に関しましてはアルゴンプ
ラズマによる鼻腔粘膜焼灼術や下鼻甲介手術な
どによる加療を行っております。尚、アレルゲ
ン免疫療法（舌下免疫療法）は当院では施行し
ておりません。
悪性腫瘍に対しても積極的な加療を施行して
おり、抗がん剤併用放射線治療も開始いたしま
した。再発/転移癌に対する抗がん剤治療も施
行可能です。常勤の形成外科医師が不在のため
再建手術が必要な症例は大学病院、あるいはが
んセンター等にご紹介とさせていただいており
ます。
手術治療では良性腫瘍や一部の悪性腫瘍手術、
ナビゲーションシステム併用した鼻内内視鏡手
術、炎症性疾患などの疾患を中心に加療を行っ

ております。神経筋疾患に対する誤嚥防止手術
なども施行可能です。

今後も診療内容の充実に努め、患者さんにご
満足いただけるよう努力し、地域の医療に貢献
したいと考えております。ご迷惑をおかけする
かと存じますが、先生方のご指導ご鞭撻を頂け
ましたら幸いです。

診療の特徴・特色

1．耳疾患
● 外耳炎　● 外耳湿疹　● 外耳道真珠腫
● 外耳道異物　● 先天性耳瘻孔　
● 急性・慢性・滲出性・真珠腫性中耳炎　
● 難聴　● 顔面神経麻痺　● めまい
● 耳鳴症　など

2．鼻副鼻腔疾患
● 急性・慢性副鼻腔炎　● 鼻中隔弯曲症　
● 鼻副鼻腔腫瘍　● 嗅覚障害　
● アレルギー性鼻炎　● 鼻出血　
● 鼻骨骨折　など

3．口腔・咽頭疾患
● 口内炎　● 唾石症　● 急性扁桃炎・咽頭炎
● 扁桃周囲膿瘍　● 舌・頬粘膜・口腔底腫瘍
● 上・中・下咽頭腫瘍　
● 咽喉頭酸逆流症　など

4．喉頭疾患
● 喉頭腫瘍　● 喉頭麻痺
● 声帯ポリープ　● ポリープ様声帯　など

5．頸部疾患
● 耳下腺炎　● 顎下腺炎　
● 自己免疫性唾液腺疾患　● 耳下腺腫瘍
● 顎下腺腫瘍　● 甲状腺腫瘍　
● 副甲状腺腫瘍　
● 先天性嚢胞（甲状舌管嚢胞、側頚嚢胞）
● 悪性リンパ腫　● 亜急性壊死性リンパ節炎
● 神経鞘腫　● 嚢胞性リンパ管腫　など

6．その他
● 血管神経性浮腫　● 三叉神経痛
● 外耳道・鼻腔・咽頭異物
● 睡眠時無呼吸症候群　など

野
の

村
むら

　文
ふみ

敬
のり

役　　職　部長
専門分野
頭頚部腫瘍・
耳鼻咽喉科一般
専門医
・日本耳鼻咽喉科学会認定
耳鼻咽喉科専門医
・日本頭頸部外科学会認定
頭頸部がん専門医

カンファレンス

役　　職　医長
専門分野
耳鼻咽喉科一般

髙
たか

橋
はし

　佑
ゆう

輔
すけ

役　　職　医師
専門分野
耳鼻咽喉科一般

柳
やぎ

橋
はし

　
さ

賢
とし
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主な治療実績
令和4年

鼻副鼻腔
鼻中隔矯正術
粘膜下下鼻甲介骨切除術
内視鏡下副鼻手術
鼻副鼻腔腫瘍切除術
鼻骨骨折整復術

計
喉頭

喉頭微細手術
計
口腔・咽頭

口蓋扁桃摘出術
アデノイド切除術
唾石摘出術
口腔・咽頭腫瘍切除術

計
頭頸部

甲状腺良性腫瘍手術
甲状腺悪性腫瘍手術
耳下腺腫瘍切除術
顎下腺腫瘍切除術
副甲状腺手術
喉頭全摘術
甲状舌管嚢胞摘出術
頸部郭清術
頸部リンパ節生検
頸部腫瘤摘出術
有茎(筋)皮弁再建術

計

17
16
41
4
9
87

8
8

62
7
3
4
76

13
15
9
-
3
-
-
2
17
5
-
64

13
11
36
3
4
67

8
8

57
5
4
3
69

11
3
11
4
-
1
6
4
16
2
2
60

診察

手術

令和4年令和3年 令和3年
耳

先天性耳瘻孔摘出術
鼓膜チューブ留置術（小児）

計
その他

頸部膿瘍切開排膿術
気管切開術

計
総計

5
6
11

2
1
3

249

3
13
16

2
8
10
230

（診療科より）

外来診療
月

野 村

柳 橋

午　前
（受付  8:00～11:00）

火

髙 橋

野 村

水 木

髙 橋

柳 橋

金

髙 橋

野 村

土

交 替 制

※水曜日は手術日のため、主に再来予約の方のみの診療となります。

主な検査･医療設備

手術室設備

外来検査

・内視鏡手術機器（マイクロデブリッダー、ハイドロデブリッダー）　
・硬性鏡　
・手術用顕微鏡　
・術中神経刺激モニター（顔面神経、反回神経）
・手術用ナビゲーションシステム

・耳鼻咽喉科用内視鏡（NBI機能による診察、嚥下内視鏡検査など）　
・純音聴力検査、語音聴力検査 ・誘発筋電図検査（ENoG)
・インピーダンスオージオメトリー（ティンパノメトリー、耳小骨筋反射）　
・耳音響放射検査DPOAE　 ・聴性脳幹反応検査ABR　
・自記オージオメトリー　 ・耳管機能検査（音響法）　
・ビデオ式眼振計測装置VNG　 ・重心動揺検査　
・CT　　　　　　・MRI ・シンチグラム　
・超音波検査（超音波ガイド下穿刺吸引細胞診を含む）　
・静脈性嗅覚検査　 ・電気味覚検査　

交 替 制
（受付１０：００まで）
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歯
科
口
腔
外
科

山
やま

﨑
さき

　陽
よう

子
こ

役　　職　副部長
専門分野
口腔外科一般
専門医
・日本口腔外科学会認定
口腔外科専門医

髙
たか

田
だ

　典
のり

彦
ひこ

役　　職　部長
専門分野
口腔外科一般
専門医
・日本口腔外科学会認定
口腔外科専門医

深
ふか

代
よ

　祐
ゆう

五
ご

役　　職　医長
専門分野
口腔外科一般

診療スタッフ

Oral and Maxillofacial歯科口腔外科

● 口腔癌 ● 顔面外傷（骨折） ● 良性腫瘍　　　　● 顎関節症　　　　● 顎変形症　　
● 口腔粘膜疾患 ● 顎顔面インプラント ● 全身麻酔下、静脈鎮静下の抜歯　　
● 囊胞 ● 歯性炎症 ● 顎骨再建

診療対象疾患

診察風景

当科では、口腔外科疾患を対象として治療しているため、
一般歯科治療は行っていません。診療上、地域診療所との
住み分けを行っています。初診患者さんの受け入れは、原
則として紹介状持参の患者さんを優先しており、地域診療
所からの紹介は、地域医療連携相談室を通して初診予約窓
口を設けて対応しています。外科療法中心なので外来だけ
でなく入院治療患者さんを対象としているのが特徴と
なっています。患者さんの治療が終了すると紹介元に逆紹
介しています。外科周術期の口腔ケア、糖尿病患者さんの
口腔ケアに関しては、地域歯科医師会と連携をとって治療
にあたっています。
患者さんの紹介に際しては、お薬手帳を持参するようお伝
えください。

診療の特徴・特色

●口腔がんに対しての治療について
口腔がんの治療では、全てのステージで2015年
より頭頚部がん診療ガイドラインのアルゴリズ
ムに基づいた治療を行っています。現在では術前
導入療法は行わずに、術後永久標本の評価で原
発巣切除時の近接マージン、転移リンパ節の節
外浸潤、2個以上の多発リンパ節転移症例に対し
術後化学療法と放射線療法を組み合わせた化学
放射線療法を適応しています。手術不能な局所進
行がんや再発転移症例に対しては、化学放射線
療法や分子標的薬を組み合わせた化学療法を

行っています。また術前後の口腔ケアは、創部感
染や術後合併症のリスクを減少させるといわれ
ているため全症例に適応しQOLの維持に役立っ
ています。

（下顎再建例）
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主な治療実績（全身麻酔手術）

●口腔インプラントについて
現在、腫瘍や外傷後の骨欠損を伴うものや、顎骨再建後の補綴物の維持源としての保険適応で治療
可能な症例を扱っています。

●顎変形症手術について
矯正治療と組み合わせる下顎枝
矢状分割術、上下顎同時移動術と
いった顎骨骨切り手術により、過
成長を伴う顎の骨格的な変形に対
応するばかりでなく、劣成長をと
もなうものに対しても適応してい
ます。

（下顎矢状分割術後）

サイナスリフト術後
（インプラント）

（多数インプラント埋入症例）サイナスリフト術前
（インプラント）

令和3年 令和4年
6
8
27
2
3
37
83

10
8
24
4
5
29
80

悪性腫瘍
 良　性
その他の腫瘍 嚢　胞
 過形成dysplasia
外　傷
その他
計

主な検査・医療設備

デンタルCT

① 上顎洞底壁の計測
② 顎骨内下歯槽神経、血管束の位置、計測
医科用ファンビームCTにデンタルソフトを使用している。等倍で描出することで
インプラントを想定した周囲の骨構造の計測に有効。

午　前
（受付  8:00～11:00）

午　後（再診予約のみ）
（受付13:00～15:00）

（診療情報室より）

月

髙 田

山 﨑

深 代

火

髙 田

山 﨑

深 代

髙 田

山 﨑

深 代

水 木 金

髙 田

山 﨑

深 代

土

外来診療

※受診の際は｢診療情報提供書｣が必要となります。

山 﨑

深 代

山 﨑

深 代

山 﨑

深 代

髙 田

深 代

髙 田

深 代
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Anesthesiology 麻酔科

当院は麻酔科認定病院であり、麻酔科医は現
在、常勤医４～５名（うち２～３名は時短勤務）
と日替わりでの非常勤医１～２名とで構成され
ております。マンパワーの関係から主として手
術麻酔に従事しており、夜間休日の緊急手術に
は、常勤医２名のオンコールで対応しています。
最近は医療の発達により、平均寿命が伸び高
齢者の手術の割合が多くなっており、またそれ
だけ複数の合併症を含む症例が多くなっており
ます。一方、鎮痛薬や筋弛緩薬などの薬剤の発達、
気道確保のデバイスの発達は麻酔のシーンを大
きく変化させてきています。これらのおかげで、
従来なら全身麻酔による負荷から手術適応にな
らなかった症例も手術可能となっていることも
事実であります。

また当院におきましては、平成24年度から心
臓・脳血管センターの始動、心臓血管外科の開
設などにより、従来以上に緊急手術や難易度の
高い手術が増加しております。高度な麻酔管理
を求められる場面も多くなっており、それに対
応できるように、我々麻酔医自身もさらなる成
長を目指しております。
さて、地域医療連携におきましては、麻酔科
は間接的な関与に留まりますが、まずは紹介患
者さんの緊急手術の麻酔管理や、草加八潮地区
の救急救命士の気管挿管実習において貢献して
いきたいと考えております。

診療の特徴・特色

診療対象疾患
当院における一般外科、心臓血管外科、脳外科、整
形外科、産婦人科、耳鼻咽喉科、眼科、歯科口腔外科、
形成外科、腎臓内科、消化器内科等のあらゆる手術
および検査の麻酔に対応しています

松
まつ

澤
ざわ

　吉
よし

保
やす

役　　職　部長
専門分野
麻酔科一般
ペインクリニック
専門医
・日本麻酔科学会認定
麻酔科専門医

千
せん

田
だ

　麻
ま

里
り

子
こ｠

役　　職　医師
専門分野
麻酔科一般
専門医
・日本麻酔科学会認定
麻酔科専門医

診療スタッフ

役　　職　医長
専門分野
麻酔科一般
専門医
・日本麻酔学会認定
麻酔科専門医

片
かた

岡
おか

　佐
さ

也
や

佳
か

役　　職　医長
専門分野
麻酔科一般
専門医
・日本麻酔科学会認定
麻酔科専門医

神
かみ

山
やま

　圭
けい

役　　職　医長
専門分野
麻酔科一般

赤
あか

星
ほし

　
し

祥
ょう

子
こ
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主な検査･医療設備

・硬膜外麻酔を併用する全身麻酔症例では、術後の鎮痛評価を数日にわたって追跡し、それをフィード
バックして鎮痛処置の質的向上に努めています。
・整形外科手術では、ほとんどの症例（特に上肢）で、超音波ガイド下神経ブロックを併用しています。

その他

手術 救急救命士気管挿管研修

手術室　計7室
うち1室はクリーンルームで、整形外科人工関節手術に適応可能。別の1室は心臓外
科手術に対応した様々な設備を集約した手術室となっています。（手術室外としては、
血管造影室で脳外科脳動脈瘤コイル塞栓術の麻酔管理等を行っています）

気管支
ファイバースコープ

簡易心拍出量測定器

小型カメラ付き喉頭鏡
（2種類）

無侵襲脳内局所酸素
飽和度監視モニター

高解像度超音波装置

経食道心エコー
（3D）

生体情報モニター

麻酔器

血液ガス分析装置

自動麻酔記録および
人工心肺記録システム

手術室・術野
モニターシステム

手術室内ナースステーションや麻酔科控室、CCU、ICUで手術進行状況等を監視で
きます。

心臓外科手術室のみ。

手術室内にあるため、直ちに血液ガス分析、電解質分析、血糖値、ヘモグロビン値、乳
酸値等を知ることができ、治療に反映されます。

症例に応じたさまざまな人工呼吸モードを実施可能。

心電図、血圧計、呼気二酸化炭素濃度、経皮的酸素飽和度、麻酔深度測定器（BIS）、吸
入麻酔薬濃度等を主に使用して、手術中の血行動態や麻酔深度を把握することがで
きます。

心臓外科手術や心臓合併症を有する患者さんの非心臓外科手術の際に、リアルタイ
ムに心臓の動きを観察することにより心機能をモニターすることができます。

超音波ガイド下神経ブロックや中心静脈下カテーテル留置、下肢静脈瘤手術等で使
用しています。2台あり。

手術中の局所脳酸素飽和度をモニターすることで脳虚血などの予防に努めます。
（開心術や脳外科頸動脈内膜剥離術などで使用）

術中の肺合併症の検索や挿管困難症例での気管挿管時に使用されます。

挿管困難症例に使用されます。

動脈血圧波形の呼吸性の変動から簡易的な心拍出量測定や循環血液量の過不足を知
ることができます。
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診療スタッフ

Emergency Department救急科

救急科は専門医1名と研修医1～ 2名で平日8時～ 17時の救急外来診療を行っています。救急搬送
（2次救急）や外来時間外の患者さんは、救急科で診断・初期治療を行った後、専門科に引き継ぐ「ER型
救急」の体制をとっています。

役　　職
診療部長兼部長
専門医
・日本救急医学会認定
救急科専門医
・日本外科学会認定
外科専門医

診療の特徴・特色

鈴
すず

木
き

　恒
つね

夫
お

主な治療実績

救急外来受診者数（入・外）

救急車搬送件数

令和3年 令和4年

9,499

4,736

9,694

4,717

（医事課より）
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病理診断科Pathology

役　　職　副部長
専門医
・日本病理学会認定
病理専門医
・日本臨床細胞学会認定
細胞診専門医

平成31年4月から病理診断科を標榜しており、現在常勤医師2名、非常勤医師2名での診療体制にて、
病理診断業務を行っています。
病理診断科では病理組織診断、術中迅速組織診断、病理解剖診断などを行っています。

病理組織診断とは、生検や手術で採取された検体から組織標本を作成し、顕微鏡で観察することに
より病理組織学的な診断を行うものです。必要に応じて、特殊染色や免疫染色を追加してより詳細な
検討を行っています。術中迅速診断では、手術中に採取された検体から20分程度で標本を作製し、病変
の性状や断端波及の有無、リンパ節転移の有無などを判定します。病理解剖は、不幸にしてお亡くなり
になったかたについて死因や治療効果の判定、病変の確認などのために行われるものです。

また令和4年10月からは、院内での細胞診の診断を開始しました。細胞診とは尿や胸水、腹水、喀痰、
婦人科材料などから得られる細胞成分などをスライドガラスに塗布し、顕微鏡で観察することにより
病変の有無を判定するものです。より侵襲の少ない方法で病変のスクリーニングなどに役立ちます。

診療の特徴・特色

診療スタッフ
阿
あ

部
べ

　志
し

保
ほ

役　　職　副部長
専門医
・日本病理学会認定
病理専門医
・日本臨床細胞学会認定
細胞診専門医

非常勤医師

非常勤医師

明
あか

石
し

　
た

巧
くみ

主な検査実績
令和4年令和3年

1,630

1,798

117

5

3,550

2,019

1,873

118

0

4,010

生検組織検査

手術組織検査

術中迅速組織検査

病理解剖

計

（診療科より）

根
ね

木
ぎ

　真
ま

理
り

子
こ

倉
くら

田
た

　盛
もり

人
と
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心臓・脳血管センター Heart Cerebrovascular
Center

稲
いな

垣
がき

　
ひ

裕
ろし

診療スタッフ

役　　職　センター長
専門分野
虚血性心疾患
心血管インターベーション
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本循環器学会認定
循環器専門医

・循環器内科 　緊急PCI　110件　（全体　PCI　228件）
・脳神経外科 　頸部ステント留置術　3件
  　血栓回収術　17件

緊急カテーテル治療数

循環器内科　18件

IABP（大動脈バルーンパンピング術）

令和4年 HCU入院患者数
1月

107

2月

97

3月

89

4月

78

5月

81

6月

75

7月

68

8月

73

9月

74

10月

88

11月

69

12月

72

合計

971

（医事課より）

PCPS（V-A ECMO）
4月

1

５月

0

6月

0

7月

0

8月

1

9月

0

10月

1

11月

1

12月

0

1月

0

2月

0

3月

1

合計

5

（診療情報室より）

当院の心臓・脳血管センターは、3階にHCU12床、2階
に血管造影室を有し、循環器医(循環器内科・心臓血管外科)、
脳外科医が独立した当直体制をとっており24時間365日、
急性心筋梗塞に対する緊急カテーテル治療や手術・血管
内治療を含めた急性期脳卒中の治療対応が可能な施設で
す。また、2階は本館手術室とも直結しています。 
HCUの対象疾患には、急性心筋梗塞や急性期脳卒中以
外にも心臓血管外科術後や経皮的人工心肺補助（PCPS）
などの補助循環が必要な重症心不全、集中治療が必要な重
症例、一般病棟での管理が困難な急性期・周術期治療が必
要な症例など循環器・脳血管疾患以外の疾患も含まれます。

センターの概要・特色



血液透析室全景
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Blood Purification Unit 腎センター

腎
セ
ン
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当院の腎センター（血液透析室）は腎臓内科医師5名、看
護師13名、臨床工学技士8名で業務を担当しております。
血液透析ベッドは40床（処方透析可能な個人用透析装置3
床）、外来血液透析は月・水・金と火・木・土のサイクル
で治療を行い、月・水・金は午前9時からと午後3時から
の2クール体制、火・木・土は午前9時からの1クール体制
で治療を行っております。
入院中の血液透析は周術期症例に対応するため、ベッド
での院内移動、スケールベッドでの体重測定が可能です。
また、術後の重症例は心臓・脳血管センターに併設された
HCU内でアフェレーシス装置を使用した持続緩徐式血液
濾過透析療法（CRRT）を行います。

腎センター（血液透析室）の特色として、血液透析以外の各種血液浄化療法を実施しております。ア
フェレーシス療法では劇症肝炎や急性肝不全、全身性エリテマトーデス、巣状糸球体硬化症、血栓性血
小板減少性紫斑病の血漿交換療法、閉塞性動脈硬化症のLDL吸着療法、難治性腹水症の腹水濾過濃縮
再静注法（CART）、敗血症症例ではエンドトキシン吸着カラムを使用した直接血液灌流法を行ってお
ります。
2022年10月に透析関連装置の更新を契機に、治療に使用する透析用水の更なる清浄化管理を実現し、
全ての透析装置でon-line HDF機能を実装しました。また、最新のモニタリング機能を活用し、安全な
透析の実施を心掛けております。

特色

当センターは多くの外来症例に恵まれ、スタッフ数の増加や2クール体制の導入により受入れ患者
数を順次拡大し、令和4年の稼働率は109.4％に至りました。また、維持血液透析ガイドラインが定める
透析効率Kt/Vsp≧1.2を外来症例の93.7％（令和2年全国平均値88.6％）に実施し、専門スタッフによる
食事・飲水教育を継続することで体重増加＜6％の症例は81.5％（同平均値85.9％）、除水速度
15mL/Kg/時≦の症例は83.1％と、安全で質の高い医療の提供を第一に取り組んでおります。今後とも、
地域医療機関の先生方との連携を行い、血液透析を含めた幅広い血液浄化療法を実施して行きたいと
思います。

最後に

診療スタッフ 業務内容・体制

主な検査実績
令和3年度令和4年度

63

339

14,091

58

328

13,848

68

312

13,001

65

310

13,665

令和元年度令和2年度

新規導入(急性期含む)

受入れ患者数

件数

須
す

田
だ

　伸
しん

役　　職　センター長
専門分野
慢性腎臓病・
血液浄化療法
専門医
・日本内科学会認定総合内科専門医
・日本透析医学会認定
透析専門医・指導医・評議員
・日本腎臓学会認定
腎臓専門医・指導医
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手術センター Surgery Center

診療スタッフ
松
まつ

澤
ざわ

　吉
よし

保
やす

役　　職
センター長
専門分野
麻酔科一般
ペインクリニック
専門医
・日本麻酔科学会認定
麻酔科専門医

外科系診療科が担当する様々な予定手術を中心に，腎臓内科でのシャント造設術や全身麻酔管理下
での内視鏡的手術など一部の内科系診療科が担当する手術と処置がセンター内施設で行われ，現在は
7室が稼働しています。さらに医療用資機材の洗浄・消毒／滅菌，管理などを担当する中央材料部門も
包含しており，診療実務において外来や病棟とも密接な連携が必要な部門の一つです。
また，当院は年間約4,700台の救急車を受け入れていますが，その中の一部の患者さんには入院や入院・
手術が必要となり，時間内・外の緊急手術対応も重要なセンター業務の一つです。
なお、2023年度より、ダヴィンチ手術が外科および泌尿器科にて開始されました。手術室の効率的な
利用がますます必要となっています。

業務の内容

2022年には2,509件の手術を行いました。内容としては腫瘍切除術、外傷（骨折、慢性硬膜外出血を含む）、
虫垂炎・ヘルニア・胆石手術、白内障、整形外科関節置換、シャント造設術・上腕静脈表在化術、脳動脈
瘤ネッククリッピング・大動脈ステントグラフト内挿術、心臓弁置換・弁形成術、冠動脈バイパス手術
などが主な疾患／病態でした。

診療実績
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当院では手術支援ロボット ダヴィンチの第4世代となる最新鋭の「da Vinci Xi」を導入し、外科及び
泌尿器科で手術を開始いたしました。これにより、更に根治性を高め、低侵襲の治療の提供が可能とな
りました。今後も高度で安全な手術の拡充を目指して参ります。

手術支援ロボットを使用した手術
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外来化学療法センター Outpatient
Chemotherapy Center

村
むら

田
た

　健
けん

役　　職　センター長
専門分野
血液内科一般
専門医
・日本血液学会認定
血液専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医

診療スタッフ

わが国において一生のうちにがんに罹患するのは国民の2人に1人であり，手術や薬，放射線などさ
まざまな治療法が行われるようになっています。その中で，薬物療法の進歩はめざましく，以前からの
化学療法（抗がん薬）に加え，最近では分子標的薬や免疫チェックポイント阻害薬など，単独ないし手
術や放射線との併用で著しい効果が得られることも多くなってきました。一方でそれらの副作用を減
ずる方法が進歩するとともに安全性も高まり，患者さんの生活の質（QOL）の維持向上にも寄与するた
め，外来通院での化学療法が積極的に行われるようになっています。
当院でも外来での化学療法を専門的に行う場として2009年に外来化学療法室を設置し，2019年には

部門としての責任体制を明確にするとともに患者さんのニーズへより確実に応えられるよう外来化学
療法センターに改名改組しました。がん患者さんの診療を担当する多くの診療科が運営に参加し，様々
な悪性腫瘍を対象として治療に当たっています。

業務の内容

食道
胃
大腸
肝臓・胆嚢・膵臓
肺
乳腺

膀胱
腎臓・腎う
前立腺
尿管
悪性リンパ節
多発性骨髄腫

54
261
441
298
464
167

163
51
180
6

143
21

種　別 患者数 種　別 患者数 種　別 患者数

診療実績

（診療情報室より）※同一患者さんが複数回入院しているときは、それぞれカウントしています。

白血病
甲状腺
脳
原発不明
その他
合　　計

43
19
2
15
101
2,429

外科
婦人科
耳鼻咽喉科
脳神経外科
泌尿器科
消化器内科
呼吸器内科
血液内科
膠原病内科
合計

1,062
2
4
10
340
791
506
208
311
3,234

診療科 件　数

(医事課より)

●令和4年科別外来化学療法実績

●令和4年退院患者　がん件数
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Health Care Center 健康管理センター

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

診
療
部
門

・健診業務
　当院の健康管理センターは内科医2名、産婦人科医1名で業務を担当しています。生活習慣病予防
健診、婦人科健診、乳癌健診を中心に1日7名、週21名の健診をおこなっています。健診内容は看護師
の問診、身体測定、視力、聴力検査、内科健診、乳房健診、婦人科健診、血液検査、尿検査、便潜血検査、
胸部レントゲン検査、心電図検査、胃部X線検査を行います。その他付加健診として乳房X線検査、
腹部エコー検査、呼吸機能検査等も施行します。読影は放射線科、循環器内科の専門医が施行し、す
べてのデータが出た後、健診結果を判定し健診者に郵送で結果を報告します。

・予防接種
　草加八潮地区消防署職員、市職員を対称にB型肝炎ワクチン、破傷風トキソイド、インフルエンザ
ワクチンの予防接種を施行しています。
　インフルエンザワクチンの予防接種は一般市民に対しても予約制で施行しています。

業務内容・体制

勤労者の健診受診が義務化され、草加・八潮地区の中小企業労働者からの受診需要も増加している
ため、できるだけ多くの健診者の生活習慣病の予防、癌の早期発見等に貢献できるよう日々研鑽して
います。

診療の特徴・特色

診療スタッフ
土
と

信
し

田
だ

　伸
のぶ

夫
お

役　　職　センター長
専門分野
循環器一般
専門医
・日本循環器学会認定
循環器専門医
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乳腺センター Breast Oncology Center

診療スタッフ

役　　職　センター長
専門分野
乳腺外科
専門医
・日本外科学会認定
外科専門医

石
いし

原
はら

　早
さ

希
き

子
こ

役　　職　副部長
専門医
・日本病理学会認定
病理専門医
・日本臨床細胞学会認定
細胞診専門医

阿
あ

部
べ

　志
し

保
ほ

（専門分野 乳腺外科）
非常勤医師 杉

すぎ

本
もと

　
ひ

斉
とし

（専門分野 放射線治療）
非常勤医師 長

なが

野
の

　拓
たく

也
や

（専門分野 放射線治療）
非常勤医師 桑

くわ

原
ばら

　宏
ひろ

文
ふみ

業務の内容

診療実績

当院では2012年から乳腺科を立ち上げて専門的な治療をおこなってきました。2019年からは放射線
科・病理診断科とともに、乳腺センターとして活動しています。乳がんの治療には、手術、薬物療法(抗
癌剤、分子標的治療薬、ホルモン剤)、放射線治療といった様々な方法があり、常に最新の知見と技術を
取り入れて診療にあたっています。
患者さんの病状やライフスタイルに合わせて治療方針を決定し、乳房温存や必要に応じて乳房全摘
をおこなっております。病理医による術中の迅速病理診断に対応しており、センチネルリンパ節生検
を積極的におこない、術後リンパ浮腫の防止に努めています。また良性腫瘍に対しては小さなもので
あれば日帰りの手術を行っています。
薬物療法については、現在保険適用で使用できる乳がん治療薬は当院においても全て使用できます。
放射線診断には読影認定医が診断をおこないます。放射線治療は放射線治療専門の医師が担当し、
他院での乳房温存手術後の放射線治療も受け付けています。
当院での乳房再建手術は現在整備段階ですが、同時再建をご希望の場合には連携している大学病院
やがん診療連携拠点病院と連携しての対応となります。

2022年の乳がん手術は68件で、乳房温存手術が15件、
乳房全摘手術が53件でした。当院の特徴としては全国平
均と比べると高齢の患者さんが多く、ややステージが進
行している患者さんも多い傾向にあります｡早期の発見、
早期の対応に努めていますので、ご紹介のほどよろしく
お願いいたします。
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Resident 専攻医

Resident 研修医

診
療
部
門

□内科医師 □内科医師 □内科医師 □内科医師□内科医師 □内科医師

令和５年度 内科専攻医

（循環器） （腎臓） （呼吸器） （呼吸器）（内分泌・代謝） （消化器）

大
おお

塚
つか

　弘
みつ

貴
き

□内科医師

（膠原病）

三
み

守
もり

 恵
え

里
り

加
か

□内科医師

（消化器）

澁
しぶ

谷
や

 慶
けい

太
た

郎
ろう

佐
さ

藤
とう

　万
かず

瑛
あき

巻
まき

口
ぐち

　遥
はる

翔
と

東
とう

山
やま

　陽
よう

子
こ

藤
ふじ

井
い

　
り

亮
ょう

輔
すけ

山
やま

田
だ

　彩
あや

水
み

２年次

１年次

安
あ

部
べ

　聡
あき

宏
ひろ

大
おお

野
の

　
り

凌
ょう

平
へい

小
お

川
がわ

　
し

柊
ゅう

平
へい

竹
たけ

内
うち

　祐
ゆう

貴
き

廣
ひろ

井
い

　
し

駿
ゅん

太
た

川
かわ

島
しま

　瑞
みず

希
き

谷
や

髙
たか

 百
ゆ

合
り

奈
な

善
よし

方
かた

　葉
は

泉
づみ

有
あり

馬
ま

　レナ

吉
よし

岡
おか

　里
り

紗
さ

梅
うめ

本
もと

　
は

颯
やて

吉
よし

川
かわ

　雄
ゆう

飛
ひ

大
おお

井
い

田
だ

　
た

毅
けし

登
のぼり

川
かわ

　
し

俊
ゅん

濱
はま

田
だ

　宇
たか

玄
はる

結
ゆう

城
き

　伸
のぶ

啓
ひろ

多
た

々
た

納
の

　
わ

亘
たる

田
た

中
なか

　宏
ひろ

樹
き

専
攻
医
・
研
修
医





■院内各部門
●看護部
　（宗廣　みな子）

●患者サポートセンター
　（矢内　常人）

●薬剤部
　（木村　直也）

●放射線科
　（砂川　栄作）

●検査科
　（小野　雅寛）

●リハビリテーション科
　（山﨑　彰律）

●臨床工学科
　（佐羽内　哲也）

●栄養科
　（小山　由佳）

院内各部門
S e c t i o n  i n  H o s p i t a l
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Nursing Department看護部
看護部はナイチンゲール看護論を基盤にし、「やさしい看護」「輝く看護」で患者さんの持てる力を引
き出せるような関わりを大事にしています。そしてチーム医療として他職種との連携を行い、患者さ
んにとって安全で安心な医療や看護を提供いたします。また退院後も必要な医療・看護・介護が継続
できるように、地域との顔の見える連携に力を入れていきます。

看 護 単 位
看 護 配 置
勤 務 体 制
看 護 方 式
相 談 窓 口
看護学生実習
受 け 入 れ

看護部の体制について

看
護
部

管理スタッフ

青
あお

木
き

　政
まさ

裕
ひろ

豊
とよ

田
だ

　真
ま

希
き

青
あお

木
き

　政
まさ

子
こ

田
た

熊
くま

　美
み

与
よ

子
こ

川
かわ

﨑
さき

　洋
よう

子
こ

池
いけ

田
だ

　佳
か

代
よ

子
こ

一
いち

森
もり

　輝
てる

子
こ

鈴
すず

鹿
か

　則
のり

子
こ

久
く

保
ぼ

地
ち

　紀
のり

子
こ

澤
さわ

田
だ

　加
か

枝
え

子
こ

役　　職　
看護部　副部長

久
く

保
ぼ

　桂
けい

子
こ

宗
むね

廣
ひろ

　みな子
こ

齋
さい

藤
とう

　和
かず

美
み

役　　職　
看護部　副部長

役　　職　
看護部長

役　　職　
看護部　副部長

金
かな

澤
ざわ

　美
み

喜
き

4階東病棟師長

5階東病棟師長

4階西病棟師長

5階西病棟師長

6階東病棟師長 6階西病棟師

7階東病棟師長

藤
ふじ

井
い

　小
さ

百
ゆ

合
り

7階西病棟師長 中材・手術室師長

CCU・ICU／HCU師長

大
おお

里
さと

　淳
じゅん

子
こ

患者サポートセンター師長

風
かざ

巻
まき

　裕
ゆう

子
こ

認定看護師長

腎センター師長 外来師長

師長会

我
わが

妻
つま

　和
かず

美
み

：12単位
：入院基本料7対1
：三交代、変則二交代
：固定チームナーシング
：患者相談室
：草加八潮医師会准看護学校、埼玉県立大学、人間総合科学大学看護学科
　専門学校日本医科学大学校、幸手看護専門学校
　文京学院大学保健医療技術学部看護学科、高崎福祉医療カレッジ、大東文化大学
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看
護
部

それぞれの専門分野を活かし、患者さん、ご家族の方が快適で安心した日常生活が送れるよう支援
しています。

認定看護師等の活動

皮膚・排泄ケア

風巻　裕子
山本　幸子

褥瘡や創傷処置、ストーマケア、失禁ケアを専門に行います。ストーマ外来
（要予約）や褥瘡対策チームの一員として多職種と連携し活動しています。
傷がなかなか治らない、ストーマ装具がよく漏れる、どんな装具があうのか

わからない、傷やストーマ周囲の皮膚がただれ困っている等、皮膚や排泄ケア
についてお困りのことがありましたら、ぜひご相談ください。

緩和ケア

浦田　美穂子
浅川　邦江

当院に緩和ケア病棟が開棟し4年目となります。緩和ケアチームとして身体症
状だけでなく、精神面でのフォロー、意思決定支援、患者さんの在宅調整等も多
職種で連携しながら行っています。疼痛などの症状コントロール、患者さんやご
家族の不安に対するケアなど、お困りのことがありましたらお気軽にご相談く
ださい。

がん化学療法看護

高橋　未歩
抗がん剤治療をされる患者さんやご家族に対して介入させていただいてい
ます。現在は外来通院での治療が主になっているので、治療における副作用へ
の対処方法などの身体的な事から、治療や病気への不安などの精神的な事、さ
らに社会活動に関する事などお話しながら、より治療を安楽に行えるよう関わ
らせていただきたいと思います。

集中ケア

中澤　佳子
磯田　英里

急性かつ重篤な患者さんは生命を維持していくうえで、重要な機能が不安定
なため注意深い観察や変化を見すえた早期対応が必要です。多職種と連携し、
身体的なケアだけでなく、心理・社会的側面からも患者さんの早期回復へ向け
た活動を進めていきます。急変時対応などお困りのことがありましたら、ご相
談ください。

感染管理

荒金　育美
新型コロナウイルス感染症は、5月8日より5類感染症に移行しました。インフ

ルエンザと同等と考えられていますが、季節性ではありません。これからは自分
の判断で感染対策を実施する時代です。しかし、コロナウイルスの感染力は変化
していませんので、院内での感染対策や指導等は今まで通りに行っています。新
型コロナウイルスに限らず、感染対策等でお困りのことなどありましたらご相
談ください。自施設でできる感染対策を一緒に考えていきましょう。

透析看護

吉橋　恵美
血液透析・腹膜透析患者の生活指導や透析管理を行っています。また、慢性腎

臓病の患者さんとは、今後腎不全の治療をどのように行っていくか、腎臓の代わ
りをする療法選択説明も行っています。透析患者さんの生活指導、慢性腎不全患
者さんの療法選択などの相談にこたえることができます。年齢やADLに合わせ
た適性透析についてなどご相談がありましたらご連絡ください。

救急看護

國分　秀人
急性疾患、慢性疾患の急性増悪など様々な状況において救急処置が必要な患

者さんを対象に看護実践を行っています。救急処置を中心とした初療段階の看
護実践で疾患や臓器、発達段階、診療科、重症度は問わず対応しています。急変
時対応や緊急度判断、急変前の患者観察に必要なアセスメント方法など、救急看
護に関してお困りのことなどがありましたら、ぜひご相談ください。

慢性呼吸器
疾患看護

小室　圭子

慢性呼吸器疾患患者の生活指導や在宅酸素（HOT)・人工呼吸器（TPPV・
NPPV）の指導を行っています。在宅酸素や人工呼吸器を導入してご自宅や施設
で生活する方も年々増加しております。「労作時の息切れ」による生活の工夫や
機器の取り扱いなどのご相談がありましたらご連絡ください。

手術看護

金澤　直美
患者サポートセンターと連携し、手術が決定した段階から介入しています。患

者さんやご家族が安心・安全に手術を受けられるよう麻酔の疑問の説明、術前
に必要な口腔ケアや禁煙についての指導と、術後訪問を行っています。手術につ
いての不安などご相談がありましたらご連絡ください。
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専門的な知識や技術をもった看護師（認定看護師や糖尿病療養指導士）が医師や多職種と連携し、患
者さん・ご家族からの相談に対応したり、セルフケア指導、よりよい療養生活が送れるよう、生活をサ
ポートしていきます。
当院には、以下の4つの看護外来があります。地域でお困りの患者さん、ご家族の方がいらっしゃい

ましたら、ぜひお問い合わせください。
なお、看護外来は完全予約制となります。医師の診察とあわせて看護師が担当しますので、お手数で
すが情報提供書の準備と、事前に地域連携室までお問い合わせをお願いします。

看護外来について

看
護
部

認定看護師

血液透析・腹膜透析・移植の選択説明、慢性期の生活指導腎代替療法選択 吉橋
（透析看護CN・
慢性腎臓病療養指導看護師）
／腎臓内科

スキンケア外来

HOT外来

風巻・山本
（皮膚・排泄ケア特定認定看護師）
／外科、皮膚科、泌尿器科、
整形外科、心臓血管外科等

坂本（糖尿病療養指導士）
風巻・山本
（皮膚・排泄ケア特定認定看護師）
／皮膚科、内分泌代謝内科、
腎臓内科、膠原病内科等

ストーマ造設に不安のある患者家族へのオリエンテーショ
ン、マーキング等術前・後ケア、創傷ケア、失禁によるスキ
ントラブル等

呼吸療法（HOT、NPPV、CPAP、HFNC）指導相談
息切れのある患者さんの在宅療養の相談や指導
6分間歩行検査

胼胝・鶏眼処置、フットケア指導、フットウェア相談、
糖尿病患者の透析予防
指導相談、療養生活指導相談

フットケア、
透析予防相談、
療養相談

小室
（慢性呼吸器疾患看護CN）
／呼吸器内科
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病院薬剤師は医学薬学の高度専門化に伴い薬
学分野における高度な知識と経験が求められて
おります。
当院薬剤業務は調剤業務、製剤業務、医薬品
情報業務、医薬品管理業務、病棟薬剤業務に分
類され、特に病棟薬剤業務は病棟に薬剤師が常
駐し多職種と連携することで医薬品適正使用の
質的向上に貢献しております。さらに医薬品責
任部門として様々な委員会（薬事委員会、医療
安全管理委員会、院内感染対策委員会等）にも
積極的に参画し、常に医薬品適正使用の推進に
向けて努力しております。また草加市薬剤師会
とも定期的に合同研修会を開催するなど薬薬連
携も非常に充実し、今後も様々な取り組みを検
討し相互連携のさらなる発展に向けて一層の努
力をしております。
当院には各専門領域の医学薬学の知識と薬物
療法に関する高度な知識・技能を有している専
門認定薬剤師が臨床の現場で数多く活躍してお
ります。特にがん化学療法、感染制御、栄養領域、
糖尿病領域におけるチーム医療に積極的に参画
し、医師、看護師、臨床検査技師、診療放射線技
師、管理栄養師など別々の役割を担った医療ス
タッフが互いの専門性を尊重し最大限の能力を
引き出しあい最も効果的な治療法を検討するこ
とで患者様にとって最善の治療を導き出そうと
努めております。
また薬剤師が薬物療法に直接関与し薬学的ケ
アを実践して患者様の不利益（副作用の回避や
早期発見、相互作用、薬物療法の有効性と安全
性、経済効果など）を回避あるいは軽減・向上

した事例をプレアボイド（Prevent and avoid 
the adverse drug reaction：薬による有害事象
を防止・回避する）件数として集積し、医薬品
適正使用の推進と医薬品を使用した患者様の安
全管理に日々貢献できるよう努めております。
今後も私たち薬のエキスパートは各専門領域
に係る全ての医薬品に対する高度な知識と技能
を維持し、常に最新の情報を収集し安全かつ効
果的な質の高い薬物療法に努めていきたいと考
えております。
薬剤部は「臨床」・「教育」・「研究」を業務の大
きな目標としており、「教育」・「研究」の一環と
してこれまでに薬剤師2名が薬科大学大学院に
入学し日々の薬剤業務に従事しながら博士号
（薬学）を取得することができました。現在では、
さらに薬剤師1名が薬科大学大学院に在籍し博
士号（薬学）取得を目指しております。
このように一般的な病院薬剤師業務をこなす
だけでなく薬剤師一人一人が様々な専門・認定
資格取得に向けて自己研鑽の努力をしており
ます。

スタッフ
〔専門領域〕
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役　　職　
薬剤部長
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患者サポートセンターは、地域の医療機関、保健機関、福祉施
設等との連携及び協力体制を充実させ、多職種協同により患者
及び家族が住み慣れた地域でその人らしい生活を継続できるよ
う社会的、経済的及び心理的な問題に対し適切な支援を行うと
ともに、入退院に係る各種相談、面談、手続き等マネージメント
を行うことで、退院後を見据えた診療及び療養への円滑な移行
を実現できるよう努めていきます。

入院前支援（ＰＦＭ）
外来診察で入院（手術・検査・治療）の説明と

同意を得られた患者・家族に、不安なく安心し
て入院いただけるよう事前に、面談を行ってい
ます。面談は、入院について（入院生活）・入院前
の状態確認・手術や麻酔の説明・心臓カテーテ
ル検査の説明、薬剤師による内服薬確認・中止
薬の説明を行っています。また、地域医療機関や
ケアマネージャー、他施設と連携しながら退院
後も見据えた支援体制をとっています。

入退院支援室

患者サポートセンター Patient
Support Center

入退院支援

●入院前から退院・
　退院後まで支援

・入院前の状態の確認
・手術説明
・入院生活の説明
・内服薬の確認

・退院後の生活支援

・在宅療養の支援
・地域との連携窓口

・転院・医療福祉相談
・紹介患者受付
・支払い相談
・退院支援
・緊急受診・転院調整
・在宅療養相談
・患者相談
・セカンドオピニオン対応
・外来在宅調整
・入院・手術前支援（PFM）

外来受診・通院

退院

入院日

入院
決定

入院中

外来受診・通院
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検査が必要、緊急を要する、症状が重い
などの診断でかかりつけ医の先生からご
紹介いただいた患者さんがスムーズに受
診できるよう診療等の予約や受診調整を
しています。また、治療により症状が比較
的安定した患者さんには、お近くのかか
りつけ医等にお戻りいただく逆紹介のお
手伝いもしています。

地域医療連携相談室
●地域連携業務

医療ソーシャルワーカーが、地域医療機関や
施設、行政機関などと連携して、退院に伴う支
援をしています。また、介護保険や障がい者福祉
サービスなど社会福祉制度のご案内や関係機関
との調整の支援をしています。

●医療福祉相談業務

紹介患者さんの受診援助
（診察や検査の予約）
緊急受診・転院調整
外来在宅調整
かかりつけ医の推進、医療機関情報の提供
広報活動（ガイドブック等）
研修会・講演会の開催

療養中の心理的・社会的問題への支援
退院及び転院支援
関係機関等との連携
社会復帰の支援
地域活動への参加

医療機関情報の提供

医療福祉相談

病気と向き合う中で、不安や疑問に感じる事、質問や意見
を拝聴します。
がんに関する事、社会福祉に関する事、診療に関する事、虐

待やＤＶなどの相談をそれぞれ担当と連携しながらお手伝
いしています。

患者相談室

患者相談

��



院
内
各
部
門

当院放射線科は、各種画像診断（CT・MRI・
アイソトープ検査・一般撮影・消化管造影・血
管造影等）の技術を応用した微小侵襲治療法で
ある IVR ならびに放射線治療を主業務として
おります。これらの診療放射線業務に際して、
地域医療連携を積極的に行っております。
新病院が開院して18年が経過したため、昨今

では放射線科管理の耐用年数を超えた機器を順
次更新していく必要が生じてきております。
最も地域の先生方にご利用いただいている
CTは16列から320列装置へと更新いたしました。
新しく320列にしたことにより撮影スピードが
向上し検査時間の短縮が可能となりました。こ
の装置の特徴は、心臓や脳などの血管の描出や
骨などの3D画像の構築に大変有用な点です。
その他、デジタルガンマカメラ装置の更新も
行いました。
ガントリの各部機構やコンピュータのハード・
ソフト両面の進歩により現在の核医学のレベル
に対応する高精度な収集・解析が可能となり、
高い水準の診断レベルと検査の迅速性を実現す
ることが可能となりました。
これらの高度医療機器を地域の先生方にご利
用していただくため、当科では他院の患者さん
のCT・MRI・アイソトープ検査（脳血流、骨、
Gaシンチ等）や放射線治療を受け入れています。

画像診断検査の結果はCD-Rにて当日お渡し
し、報告書は翌開院日に郵送しております。なお、
放射線治療専門医は非常勤であり、放射線科は
入院病棟を持たないため、原則として放射線治
療は通院可能な方のみとさせていただいており
ます。
近年の画像機器の進歩は目覚しいものがあり、
微細な病変の描出および評価が、以前にも増し
て求められるようになり、それによる医療被ば
くの増加も懸念されるようになっております。
当科においても新しい機器やシステムを導入し、
医療の高度化を目指しておりますが、患者さん
の負担軽減と被ばくを最小限に抑えることを常
に考え、日々の業務に邁進しております。
更に、令和5年の今年は「職員一人一人が感染
予防対策を徹底するとともに、患者及び職員の
安全確保を第一としながら、医療提供体制の維
持・確保を図る。」を当科の組織目標として掲げ、
業務遂行してまいります。
当科を地域の先生方に安心してご利用いただ
き診療の一助となり、少しでも地域の市民の皆
さまに貢献できれば幸いです。

診
療
放
射
線
科 スタッフ

アイソトープ

320列マルチスライスCT心臓血管撮影装置

体外衝撃波結石破砕装置

MRI

リニアック

砂
すな

川
かわ

　栄
えい

作
さく

役　　職　
放射線科長

Radiology診療放射線科
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検体検査

検査科では、現在、臨床検査技師35名、検査
助手1名で業務を行っています。当院は災害拠点
病院でもあることから、夜間・休日も日直・当
直体制をとり365日24時間体制で緊急検査に対応
し、迅速かつ精度の高い臨床情報の提供を第一
に効率的な運用業務を行っています。また、超
音波検査装置や心電計、生化学分析機、全自動
輸血検査装置など多くの最新機器を取り入れ、
より良い検査結果の提供に努めています。

委託職員にて実施していた輸血関連検査につ
いて、2022年4月より病院職員が実施すること
とし、輸血関連業務の依頼から報告までが一元
的に運用できるようになりました。2022年9月
からは、細胞診も院内検査として運用を開始し
ました。

院内検査として、血液、生化学、尿一般、免疫
血清、微生物、輸血、病理検査を行っています。
微生物、輸血、病理検査以外の検査結果は、通常
検査60分以内、緊急検査30分以内の報告を心掛
けています。良質な検査結果を迅速に報告する
ため、定期的に機器メンテナンスを行い、また、
データ保障のために日本臨床検査技師会と日本
医師会主催の精度管理に毎年参加しています。
輸血検査では、輸血管理システムと自動輸血
分析装置を導入しており、輸血関連検査や自己
血を含む輸血用血液製剤の管理と供給業務を
24時間体制で行っています。また、輸血療法委
員会を定期開催し、安全かつ適正な輸血が提供
できるように日々努めています。
病理検査では、病理医指導の下、迅速な業務
を行っております。

生理機能検査
超音波検査では、心臓、腹部、乳腺、甲状腺、頸
動脈、下肢動静脈などを実施しています。心臓
超音波検査に関しては、医師立会いのもと、3D
経食道心エコーも行っています。
また、SPP（皮膚灌流圧検査）を行うことで、

血圧脈波では評価できない末梢動脈疾患の診断
や、1週間心電図を連続記録するイベント検査を
行うことで、24時間ホルター心電図では検出で
きなかった不整脈などの診断に役立っています。
2022年12月に生理検査システムおよび検査

機器の更新し、業務の合理化を行いました。これ
により検査待ち時間の短縮が図られました。

各種委員会
ICT（感染対策チーム）、AST（抗菌薬適正使
用支援チーム）、NST（栄養サポートチーム）な
どのチーム医療に積極的に参画しています。

輸血検査細胞診ディスカッション風景

経食道3D心エコー図検査

スタッフ

役　　職　
検査科長
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Clinical Laboratory 検査科
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構成
令和5年4月現在、リハビリテーション科は理
学療法士10名、作業療法士5名、言語聴覚士3名
の合計18名で構成されています。

業務紹介
当院は二次医療機関であるため、当科も急性
期入院患者さんに対するリハビリテーションを
重点的に行っています。
その治療対象は多岐にわたり、脳梗塞や脳出
血などの脳血管疾患、外傷（骨折、靭帯損傷など）
や退行変性疾患（変形性関節症など）術後等の
運動器疾患、心筋梗塞や心不全などの循環器疾
患、肺炎や慢性呼吸器疾患などの呼吸器疾患が
中心となっており、その他安静により身体機能
が低下した方々にも対応しています。
平成24年4月に「心臓・脳血管センター」が開

設されて以降、リハビリテーション科において
も急性期医療をさらに充実させるために同年度
からリハビリテーション科稼働日の増加を徐々
に進め、現在では毎週土曜日の他、ゴールデン
ウィークや年末年始においてもリハビリテー
ションが提供できる診療体制となっています。
今後も二次医療機関の責務を果たすべく、よ
り効果的な急性期リハビリテーションの実施を
目指していきます。地域のニーズにも対応して
いけるよう、多くの医療機関の方々のご指導、
ご協力をよろしくお願いいたします。

理学療法室

理学療法室

スタッフ
山
やま
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役　　職　
リハビリテーション科長

作業療法室
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Depertment of Rehabilitationリハビリテーション科
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専門認定
● 臨床ME専門認定士 ● 血液浄化関連専門臨床工学技士 ● 不整脈治療関連専門臨床工学技士
● 呼吸治療関連専門臨床工学技士

認定
● 体外循環技術認定士 ● 植込み型心臓デバイス認定士 ● 心臓血管インターベンション技士
● 呼吸療法認定士 ● 透析技術認定士
● 認定血液浄化関連臨床工学技士  　　● 認定医療機器管理関連臨床工学技士

検定
● 心電図検定1級 ● MDIC検定  ● 第一種ME技術実力検定

佐
さ

羽
ば

内
ない

　哲
てつ
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や

スタッフ

役　　職　
臨床工学科長

当科では、医療機器の保守管理、呼吸、循環
系の業務を行う部門と、急性血液浄化や透析を
行う部門に分かれ、専属で業務を遂行していま
す。その他、院内での医療機器研修会の開催、
医療ガス、医療安全、感染などの委員会活動や、
各種カンファレンス、RST などへ参加してい
ます。
主に携わる医療機器として、人工心肺装置、
ECMO、IABP、ペースメーカーなどの循環を
維持するための機器や、人工呼吸器、NPPV、
全身麻酔器、ネーザルハイフローカニューラな

どの呼吸を補助する機器、血液透析装置、多用
途血液浄化装置などの代謝を代行する装置など
があります。
近年、医療の高度化に伴い、先進的な医療機
器が導入され続けています。我々は安全かつ効
果的な治療が継続してサポートできるよう、臨
床工学技士の国家資格に加え、専門・認定資格
を取得し、診療部門および看護部門を支援して
います。以下に取得資格を示します。

Department of clinical Engineering 臨床工学科
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●医師の指示のもと食事が提供され、うち約4
割が特別治療食となっています。
●年間13回の行事食と週6食の選択食（一般常
食）を取り入れ、メニューの充実を図ってい
ます。

栄養相談
●個別栄養相談（外来・入院）
　平　日 午前9時から午後5時
　土曜日（第1・3のみ）午前9時から正午
●糖尿病集団教室（入院）
　水曜日 午後3時から
●糖尿病透析予防管理指導（外来）
　平　日 午前

※栄養相談は、当院医師の診察後、予約制と
なります。
※医師が必要と判断した場合は、診察当日に
予約枠外でも栄養相談を受け付けています。
（糖尿病の患者さんのみ）
※透析や化学療法実施中の一部の患者には
ベッドサイドで栄養相談を行っています。

入院食

栄養科では入院患者さんへの食事の提供と、
入院・外来患者さんへの栄養相談を行っていま
す。また、NST（栄養サポートチーム）や褥瘡回
診、FLS（骨折リエゾンサービス）およびカン

ファレンスに参加し、低栄養の改善等にも力を
注いでいます。よい食事と栄養相談、他職種と
の連携で患者さんの病気の改善に貢献できるよ
う、日々業務に取り組んでいます。

一般食 行事食（こどもの日）行事食（七夕）

個別栄養相談
小
こ

山
やま

　由
ゆ

佳
か

スタッフ

役　　職　
栄養科長

Department of Nutrition栄養科
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多職種チーム
M u l t i - p r o f e s s i o n a l  T e a m

■多職種チーム
●医療安全対策チーム
　（鎌田　成芳）

●感染対策チーム
　（塚田　義一）

●患者サポートチーム
　（長谷川　毅）

●抗菌薬適正使用支援チーム
　（塚田　義一）

●栄養サポートチーム
　（副島　誠）

●褥瘡対策チーム
　（村野　啓明）

●児童虐待対策チーム
　（長谷川　毅）

●緩和ケアチーム
　（鈴木　友宜）

●医療情報システムチーム
　（西岡　良薫）

●呼吸ケアサポートチーム
　（越智　淳一）

●災害対策室
　（吉永　敦史）

●災害派遣医療チーム
　（吉永　敦史）



医療安全対策チーム

感染対策チーム
　感染対策チーム（Infection Control Team : ICT）は院内での感染防止を目的として 活動していま
す。メンバーは21名で医師、看護師、臨床検査技師、薬剤師、管理栄養士、診療放射線技師、臨床工学士、
作業療法士、事務等多職種で構成され、組織横断的に活動しています。

ICT概要

　医療安全対策チームでは各部門（医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師、診療放射線技師、管理栄養士、
臨床工学士、作業療法士、事務部、医事課）から選出されたメンバー（計21名）で、医療全般の安全向
上を通じて医療の質の向上を目指して活動しています。

チームの概要

・医療安全チーム会（毎月開催）
　インシデントレポートの中から、共有すべき事例、多職種間で検討を要する事例を選び検討して
います。また院外から発信されている医療安全情報を基に、当院における状況をチェックし、必要な
対策につき検討・広報を行っています。
・医療安全ラウンド（年9回開催）
　医療安全チームのメンバーで院内各部署をラウンドし、医療安全の視点で要改善点などをチェッ
クしています。

主な活動

　週1回院内ラウンド、感染症のサーベイランス、院内の感染対策マニュアル作成、コンサルテーショ
ン、教育活動として年2回感染対策研修を行い、全職員が研修を受講しています。

主な活動

　近隣の医療機関と協力し、年4回の合同検討会やお互いの病院を訪問して、問題点を指摘し合い、
感染対策の改善を行っています。
また、保健所に報告・相談を行い、地域の情報の共有も行っています。

　院内での感染対策を職員全員が実践し、安心・安全な医療を提供できるよう今後も活動していき
たいと思います。

地域連携

Infection Control Team

Medical safety measures team
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チームの概要
近年、抗菌薬の耐性（AMR: antimicrobial resistance）が大きな問題となっています。抗菌薬の不適切

な使用により耐性菌の増加が助長され、これは院内だけの問題でなく地域やさらに広い地域での問題
となります。そのため、抗菌薬が適切に使用されているか、具体的には使用薬剤の種類、期間は適切か
等を確認しています。

チームの概要
草加市立病院の医療従事者と診療を受ける患者との対話推進と、患者及びその家族等（以下「患者
等」という）に対する支援体制を構築することを目的として、患者サポート委員会を設置しました。
患者サポートチーム会は、患者等の要望や苦情等に迅速に対応するため、患者サポート委員会の下
に設置され活動しています。 

活動内容
1・「患者さんの声」（目安箱）に入った要望等への対応調整
2・患者満足度調査の実施と結果に関する各部門との連携
3・患者等からの要望や苦情への対応と患者等の支援に関する実績の記録
4・院内に掲示する掲示物やポスターの管理

※患者等から寄せられた貴重なご意見について、改善できるものは早急に改善し、検討を要するも
のは各該当部署と協議を重ね、患者さんのご要望にお応えできるよう努力しています。

多職種連携
専任の医師、認定薬剤師、細菌検査技師、専従の看護師により構成されます。週1回臨床的、細菌学的、
そして薬剤感受性等専門的立場から抗菌薬使用が適正か相談しています。

取り扱うおもな疾患
抗菌薬の長期使用患者、血液培養陽性患者、その他抗菌薬使用の気になる患者について意見を取り
交わし担当医にフィードバックしています。起炎菌、薬剤感受性が判明した際に抗菌薬のde-escalation
ができないか検討します。

その他
薬剤感受性をみるアンチバイオグラムの近隣他施設との比較を
今後検討しています。それにより当院だけでなく地域の抗菌薬の
適正使用、つまり効果のある薬剤を適切に使用することにつなが
ると考えています。

Antimicrobial Stewardship Team

Patient Support Team 

患者サポートチーム

抗菌薬適正使用支援チーム
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褥瘡対策チーム

栄養サポートチーム

皮膚科の専任医師と病棟の専任看護師からなる日常的に褥瘡を診察していくチームです。
チームの概要

褥瘡対策委員会、褥瘡管理者（皮膚・排泄ケア認定看護師）、主治医、病棟看護師と適宜連携し、褥瘡
対策を立て、治療にあたります。

チームの役割、活動内容

医師、歯科医師、看護師、管理栄養士、薬剤師、言語聴覚士、臨床検査技師、歯科衛生士の各職種が、そ
れぞれの専門知識と技術を活かし、患者さんの栄養状態をサポートするチーム（Nutrition Support 
Team、NST）です。

チームの概要

主に低栄養の患者さんを対象とし、主治医や担当看護師からの依頼に基づき、チームメンバーが集
まり、患者さんの病態や栄養状態を確認し必要な栄養量や栄養補助方法を提案しています。そして、院
内の褥瘡対策チームと連携して低栄養の患者さんの情報交換に努めています。
さらに、NSTの活動が院内全体に広まっていくように、院内職員向け研修会・勉強会を実施してい
ます。

チームの役割、活動内容

Bedsore Measures Team

Nutrition Support Team

疾病の治療には様々な方法がありますが、適切な栄養管理はどの治療においても、最も基本となるも
ので、栄養状態が悪ければどんな治療法も効果を上げることはできません。
NSTは多職種による患者さんへの適切な栄養管理を実施、支援し、疾病の早期回復をサポートします。
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（文責 : チームリーダー・滝島茂）

草加市児童虐待対応マニュアル

市立病院 心臓・脳血管センター5階大講堂（令和元年9月）

児童虐待対策チーム（CPT）は、医師、看護師、臨床心理士、医療ソーシャルワーカー等からなる多職
種チームで、子ども虐待に病院組織として対応しています。市立病院「こども憲章」を策定し、子育て支
援センター、保健センター、児童相談所等の関係機関との連携を
図り、地域の子どもたち・家族の養育支援、子ども虐待予防に向
けて活動しています。

チームの概要

CPT窓口に院内外から寄せられる相談、情報を整理・共有し、病院組織として対応にあたっています。
定例会議（毎月第3月曜日）の他に、関係機関との個別検討会議等を開催しています。平成30年4月より
草加市および八潮市の要保護児童地域対策協議会（要対協）に参加、また埼玉県児童虐待対応医療ネッ
トワーク事業に参画し、令和元年9月には市立病院においてネットワーク事業研修会を開催しました
[写真]。地域の関係機関の皆様とともに、地域の子どもたちと家族の笑顔のために務めて参ります。

チームの役割・活動内容 

ー地域の子どもたちと家族の笑顔のためにー
背景
全国で児童相談所に寄せられる相談件数は年々増加の一途をたど
り、全国で13万件超、埼玉県で1万3千件超（いずれも平成29年度）、
草加児童相談所管内で1,300件超（平成30年度）と報告されています。
埼玉県は、平成22年4月に埼玉県越谷児童相談所草加支所を開設し、
平成31年4月から埼玉県草加児童相談所と改組しました。草加児童
相談所が所管する四市（草加市、八潮市、三郷市および吉川市）にお
ける対応件数も右肩上がりで増加しており、市立病院においても、この数年間に「一時保護委託入院」を
含む医療的対応を求められる機会が大幅に増加し、平成30年1月にCPTを組織しました。

Pallative Care Team

Child Protection Team

児童虐待対策チーム

診療スタッフ
各診療科医師（緩和ケア科、消化器内科等）、緩和ケア認定看護師、緩和薬物療法認定薬剤師など 

診療の対象疾患
悪性腫瘍
心不全・呼吸不全など症状緩和を要する慢性疾患

チームの概要 
緩和ケアチームは、当院入院患者さんを対象とし、からだやこころのつらさを緩和する方法を、病棟
の担当医や担当看護師と一緒に考えるチームで、その方らしい療養生活を支援することを目的として
います。緩和ケアチームのサポートが必要だと担当医や担当看護師などが判断した時、または、ご本人
やご家族からの希望があった時に、緩和ケアチームへの依頼が出され、病棟で診察をしています。診察
結果を踏まえて、担当医や担当看護師らと相談の上、薬やケアの方法など調整するサポートをしてい
ます。

地域医療機関の先生方へ
緩和ケアチームは、多職種で連携をはかることで、患者さんやご家族の苦痛の緩和に努めるばかり
でなく、主治医や病棟担当看護師とともに、意思決定支援も行っています。在宅療養に当たっては、訪
問診療・訪問看護などの導入を勧めさせていただくこともあり、地域の先生方や訪問看護ステーショ
ンとの連携も充実させていきたいと考えています。

緩和ケアチーム
多
職
種
チ
ー
ム
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呼吸ケアサポートチーム

病院情報システム（電子カルテシステム・部門システム等）は「患者サービスの向上」「医療の質と安
全の確保」「健全な病院経営」の実現のため導入されました。

医療情報チーム会の母体は、医療情報システム委員会（旧医療情報システム改善委員会）となりま
す。
構成メンバーは、診療部、看護部、薬剤部、医療技術部、事務部、医療情報部、すべてのセクションの
代表者（マスタ管理担当者）と電子カルテシステムベンダーで導入方針に沿った運用ができるよう改
善・検討を行っています。

チームの概要

多職種からなるチームで人工呼吸器を装着している患者さんの安全管理、早期離脱をサポートします。

2014年1月より、呼吸器内科医師、看護師、臨床工学士、理学療法士、
歯科衛生士らが協力し呼吸ケアサポートチーム（RST）を立ち上げ
活動を開始しました。人工呼吸器を装着している患者さんのベッド
サイドへ訪問し、人工呼吸器の安全な管理や環境整備・ケアの確認
や助言を行っています。

チームの概要

●対象患者
　一般病棟で人工呼吸器を装着した成人患者さん
●定期回診（ラウンド）
　毎週金曜日16時からベッドサイドへ訪問し、人工呼吸器の安全確認や人工呼吸器関連の合併
症予防が適切に行われているかなどの確認を行っています。多職種それぞれの立場で、患者さん
の最善の対策を提案し病棟スタッフへ伝えています。 
　ベッドサイドでの情報やアドバイスを取りまとめ、RSTラウンドチェック表に記載します。診
療計画書やRSTラウンドチェック表は電子カルテに取り込み、全ての職種が確認できるように
しています。
●その他の活動
　呼吸療法に関連する新規の診療材料や機器導入に向けて、情報収集や講習・体験などを行って
います。導入後はマニュアルを作成し、各部署で勉強会等を行います。安全に使用できるように繰
り返し確認し、周知徹底に努めています。

チームの役割、活動内容

病院情報システムを運用していく上での課題や改善要望を各部門と検討調整し、より診療が円滑
に行えるよう支援しております。
また、電子カルテシステムのバージョンアップ（1回/2年）・レベルアップ（1回/1年）項目の検討も
大きな役割となっております。
要望申請のあった内容については、隔週開催されるチーム会（内1回は合同会）において病院全体
の課題として取り組み、迅速に対応できる体制を整えております。
医療情報システム委員会との合同会では、電子カルテシステムベンダーにも参加いただき、システ
ム上の課題を共有し改善に向けて取り組んでおります。
患者さんの円滑な診療に寄与できるよう病院全体で病院情報システムの改善・維持に努めており
ます。

チームの役割、活動内容

医療情報システムチーム

Respiratory Support Team (RST )

Medical Information System Team

多
職
種
チ
ー
ム
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近年、地震や水害等の自然災害や交通災害や大規模火災等の人為災害など、様々な災害がいたる所
で起こっています。また近年、ＣＢＲＮｅ災害（科学事故・生物事故・放射性物質事故・核事故・爆発
事故等による災害の総称）も注目されています。平成８年、全国で災害拠点病院の設置が始まり、平成
２７年２月、県内では１６番目の災害拠点病院として当院が指定されました。
これまで当院の災害体制の整備は、ＤＭＡＴ、ＢＣＰ推進委員会、災害看護委員会にて行っておりま
したが、当院のさらなる災害体制の整備、さらには埼玉県東部（南）医療圏（草加市・八潮市・三郷市・
吉川市）の防災体制の強化を目的とし、令和４年４月災害対策室が設置されました。現在、埼玉県東部
（南）医療圏各市における市役所、総合病院、医師会、消防組合、保健所等と協力し、地域一帯の防災体
制を確立していくための、まず草加市内の災害医療体制を確立すべく、活動を開始しております。

災害対策室
Disaster Management Office

活動内容
BCP（事業継続計画書）の管理
災害対策マニュアルの管理
災害訓練の企画・運営
災害に関する勉強会
地域災害連携　等

ＤＭＡＴとは災害急性期に活動できる機動性を持ったトレーニングを受けた医療チームであり、平
時は、訓練及び研修の参加等で日々研鑽を積んでおります。災害時ともなるとＤＭＡＴの業務は、本部
活動や病院支援、現場活動、地域・広域医療搬送、避難所救護所活動など多岐にわたります。
当院ＤＭＡＴ隊員は、医師２名、看護師４名、業務調整員３名が厚生労働省に登録されています。
直近の活動としては、２０２２年１０月１日に静岡県・愛知県・三重県・和歌山県で行われた内閣
府主催の令和４年度大規模地震時医療活動訓練に参加してきました。各地のＤＭＡＴが集結し、有意
義な訓練を終えました。

活動内容
草加八潮防災訓練（草加八潮災害医療チーム（SYMAT）訓練）
内閣府主催大規模地震時医療活動訓練
九都県市合同防災訓練
関東ブロックDMAT訓練
埼玉県特別機動救助隊（SMART）との合同訓練
新型コロナ感染症対応（実績：中国・武漢市からの帰国者対応）等

多
職
種
チ
ー
ム

Disaster Medical Assistance Team（DMAT）

災害医療派遣チーム
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管理部門
M a n a g i n g  S e c t i o n

■管理部門
●医療安全部

　医療安全管理室
　（鎌田　成芳）　

　感染制御室
　（塚田　義一）

●医療情報部
　（新井　俊成）

●病院機能管理部
　（新井　俊成）

●データベース



医療安全部 Medical Safety
Management Office

活動内容
医療事故防止と院内感染防止の2つに大きく
分かれますが、これらに関する情報収集、対策
立案推進、情報提供（周知）、啓発、研修、マニュ
アル作成改訂などについて中心的役割を担って
います。
また、実行部隊である医療安全対策チームや
感染制御チーム、意思決定機関である医療安全
管理委員会や感染対策委員会、臨時の医療事故
調査委員会、アウトブレイク対策委員会などの
庶務（連絡、調整、資料作成、議事録作成保存な
ど）も業績のひとつです。
医療安全の情報収集は主にインシデント・オ
カレンス報告書で行われています。八潮中央総

合病院・鳳永病院と連携しそれぞれ相互訪問と
検討会を行って評価をしています。感染対策は
感染発生報告書の他に検査科からの細菌培養報
告や院内ラウンドなどからも情報を収集してい
ます。 
感染対策に関しては、他病院との連携も行っ
ています。鳳永病院とは年4回合同検討会を開
催し、三郷中央総合病院とは年2回ずつお互い
の病院を訪問して、問題点を指摘しあってい
ます。

当院では安心、安全な医療を提供するために、平成24年度から医療安全管理室が設置されました。
平成31年度から医療安全部となり、部内に医療安全管理室と感染制御室を設置し、組織としての強
化が図られました。
担当職員は鎌田（医療安全部長兼医療安全管理室長）、塚田（医療安全副部長兼感染制御室長）、安全
専従の高橋（医療安全管理者）、感染専従の吉川（感染制御実践看護師）の4名です。

ICTラウンド

医療安全対策チーム会議

スタッフ
鎌
かま

田
た

　成
しげ

芳
よし

役　　職
副院長 兼
医療安全部長
専門分野
泌尿器科一般・
泌尿器科悪性腫瘍・
排尿障害
専門医
・日本泌尿器科学会認定
泌尿器科専門医

塚
つか

田
だ

　義
よし

一
かず

役　　職
医療安全部副部長
兼感染制御室長
専門分野
呼吸器一般・肺癌・
呼吸器感染症
専門医
・日本内科学会認定
総合内科専門医
・日本呼吸器学会認定
呼吸器専門医

管
理
部
門
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Medical Informatics 医療情報部

スタッフ
新
あら

井
い

　俊
とし

成
なり

役　　職
副院長 兼
医療情報部長
専門分野
脳血管障害・脳腫瘍
専門医
・日本脳神経外科学会
認定脳神経外科専門医

中
なか

川
がわ

　恒
つね

明
あき

役　　職
診療部長 兼
医療情報部副部長
専門分野
画像診断
専門医
・日本医学放射線学会認定
放射線診断専門医
・日本医学放射線学会認定
医学放射線研修指導者

鈴
すず

木
き

　友
とも

宜
よし

役　　職
医療情報部副部長
専門分野
緩和ケア

当院では、診療録の管理、臨床業務IT化、臨床指標の整備・充実・公開、疫学研究など病院情報シス
テム関連業務の整備を行うため、平成31年に医療情報部が創設されました。
医療情報部は、医療システム管理室と診療情報管理室の2部署からなり、医療情報にかかわるところ
は医療システム管理室が、診療録にかかわるところを診療情報管理室が担うこととなりました。

体制及び活動内容

管
理
部
門

●医療システム管理室
　医療情報技師1名、看護師が1名（看護部所属）、
事務（派遣）1名で病院情報システムの改善、要
望対応等を行っております。
　昨年は、電子カルテシステムに続き、２０を
超える部門システムの更新がありました。計画
当初は１０月の予定で進めておりましたが、半
導体不足など不測の事態が重なり、サーバ搬入
が間に合わないことが判明したことにより、稼
働日が見直され予定より２か月半遅れの１２月
２４日の稼働となりました。
　特に手術支援システムについては、紙運用の
全面撤廃により、スタッフ間での情報共有がリ
アルタイムとなりIT化が促進しました。また、
医療安全にも配慮したシステム導入が実現でき
ました。
　今後は、情報化社会へ順応できる医療情報シ
ステムを目指し、すべての病院関係者が安全・
安心に使えるシステムの維持に努めていきたい
と思います。

●診療情報管理室
　診療情報管理士4名(内派遣1名)会計年度任
用職員1名（事務1名）で診療情報管理及び診療
録開示を行っております。
　退院時要約をもとに疾病分類を行い診療情報
の管理が主業務となります。
　このデータをもとに、病院統計や医療者から
の検索依頼に対応しております。
　また、埼玉県から推薦をいただき院内がん登
録への協力や学会症例登録(外科、脳神経外科、
循環器、泌尿器、整形外科等)の支援も行ってお
ります。
　診療情報の開示も窓口も兼ねており、患者さ
ん等から依頼のあった診療録の開示を行ってお
ります。
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病院機能管理部 Hospital function
administrative department

一般企業において「総合的品質管理（Total 
Quality Management－TQM）」という概念が
あり、トップのリーダーシップのもと組織が一
丸となって、顧客が高度に満足する製品を生産
したり、サービスを提供したりするための一連
の活動を指します。近年病院診療にこれを応用
し、患者が満足する高い診療技術を提供しよう
という動きがあり、『医療のTQM推進協議会』
にはすでに多くの施設が参加活動しています。
当院は2020年『病院機能評価』を獲得しましたが、
機能評価認定維持のためにもこの組織を必要と
しています。
当院では「病院機能管理部」と称することとし、
2021.4月発足いたしました。
本部の元には「病院機能評価委員会（委員会）」
を設置しています。メンバーには医療安全部、
医療情報部、感染制御室、看護部、患者サポート、
薬剤部、放射線科、検査課、リハビリ科、栄養科、
臨床工学科、地域医療連携、医事課及び経営管
理課などの所属の方々、総勢28名の方々にお願
いしています。今後も会を運営していくうえで

必要に応じて他の部署からの参加をお願いする
こととなると考えています。この委員会では当
院での様々な問題点、課題並びに改善目標など
を抽出して病院機能の向上を目指していきます。
委員会要綱では院内各部署に対して助言、提言
及び時には指導を行っていくとされており、そ
のためにも広い部署からの参加が必要となりま
した。
今後も当院の診療の質向上を目指し、地域医
療を担われている当地区医療機関の皆様と共に
発展していきたいと考えている所存です。よろ
しくお願いいたします。

新
あら

井
い

　俊
とし

成
なり

役　　職
副院長 兼
病院機能管理部長
専門分野
脳血管障害・脳腫瘍
専門医
・日本脳神経外科学会
認定脳神経外科専門医

スタッフ
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令和 4 年 　 草 加 市 立 病 院データベース

病床数・患者数
●病床数

一般病床

●診療科別患者数
外　　来

診療科
入　　院

内 科

血 液 内 科

内分泌・代謝内科

膠 原 病 内 科

腎 臓 内 科

呼 吸 器 内 科

循 環 器 内 科

消 化 器 内 科

小 児 科

外 科

心 臓 血 管 外 科

整 形 外 科

脳 神 経 外 科

呼 吸 器 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 科

リ ハ ビ リ 科

放 射 線 科

口 腔 外 科

麻 酔 科

精 神 科

救 急 科

緩 和 ケ ア 科

合 計

新 患 数 患者延数 1日平均 入 院 退 院 在 院 平均在院日数

380

974

27

115

89

46

875

380

538

1,837

265

36

641

478

20

198

221

0

127

521

0

411

774

0

0

671

32

9,276

8,347

4,166

14,168

6,371

16,662

13,747

11,572

16,305

16,226

12,086

1,076

11,820

1,889

209

10,422

15,701

842

8,368

8,721

3,570

3,974

7,596

0

7

2,024

859

196,728

31.5 

19.8 

57.4 

27.0 

62.9 

51.9 

43.7 

61.5 

61.2 

45.6 

11.3 

44.6 

13.2 

3.9 

39.3 

59.2 

3.5 

32.1 

32.9 

13.5 

15.0 

28.7 

0.0 

0.0 

5.5 

3.8 

769.0 

112

206

222

133

408

926

1,083

1,062

489

969

74

593

438

17

50

524

0

668

310

0

0

86

0

0

2

102

8,474

59

216

217

142

413

891

1,070

1,026

482

978

81

590

451

26

48

522

0

670

307

0

0

87

0

0

2

194

8,472

937

3,668

3,481

2,419

5,862

12,384

9,021

10,427

2,228

10,892

854

8,120

7,330

264

654

3,937

0

1,361

2,250

0

0

472

0

0

17

2,440

89,018

6.5

13.1

10.4

11.4

10.1

10.1

6.7

7.8

4.0

8.5

8.1

9.8

10.7

7.8

9.3

6.4

0.0

2.5

6.2

0.0

0.0

4.8

0.0

0.0

8.5

9.4

8.2

（医事課より）
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データベース

●患者数の推移

入院患者数（a）

外来患者延数（ｂ）

入院平均在院日数

合計　（a＋ｂ）

●救急受入患者数（外来）

救 急 科

他 科

合 計

●うち救急車受入台数

臨床検査数
●臨床検査件数 2022年

5,649

61,353

3,635

2,470

373,356

11,483

4,278

462,224

43,711

157,748

21,667

26,328

1,239,930

78,866

25,728

1,593,978

49,360

219,101

25,302

28,798

1,613,286

90,349

30,006

2,056,202

時 間 内 時 間 外 休 日 深 夜 合 計

1,575 3,142 4,717 1,666 64

107,194

219,251

10.2

326,445

105,895

205,357

10.0

311,252

96,556

190,912

10.1

287,468

96,386

193,707

8.9

290,093

89,018

196,728

8.2

285,746

825

0

825

565

2,179

2,744

282

1,069

1,351

352

1,612

1,964

2,024

4,860

6,884

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

時 間 内 時 間 外 受入件数 うち入院患者数 うち転院搬送

入　　院 外　　来 合　　計区　　分

一 般 検 査

血 液 検 査

細 菌 検 査

血 清 検 査

臨 床 化 学 検 査

外 注 検 査

生 理 機 能 検 査

合　　計

（医事課より）

（医事課より）

（医事課より）

（検査科より）
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データベース

※2022年1月1日から12月31日までの
　手術件数

手術件数
●手術件数 2022年 ●手術件数（算定ベース） 2022年（入外）

診　療　科

総 合 内 科

小 児 科

外 科

整 形 外 科

産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

皮 膚 科

循 環 器 内 科

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 科

消 化 器 内 科

緩 和 ケ ア 科

呼 吸 器 内 科

歯 科 口 腔 外 科

血 液 内 科

内分泌・代謝内科

膠 原 病 内 科

腎 臓 内 科

心 臓 血 管 外 科

救 急 科

呼 吸 器 外 科

合　　計

病理検査数
●病理検査件数 2022年

63

5

628

90

574

98

16

296

672

152

78

0

19

2,691

1,613

379

117

0

2,109

2,279

1,909

1

0

4,189

3,892

2,288

118

0

6,298

7

5

553

84

554

39

12

168

3

146

78

0

19

1,668

12 

6 

1,066 

1,030 

2 

795 

500 

240 

886 

370 

354 

1,213 

3 

21 

2,210 

11 

4 

5 

246 

139 

273 

28 

9,414 

入　　院 外　　来 合　　計区　　分

組 織 診 断

細 胞 診 断

術 中 迅 速 診 断

病 理 解 剖

合　　計

入院手術件数 うち全身麻酔 件　　数

腎 臓 内 科

消 化 器 内 科

外 科

心 臓 血 管 外 科

整 形 外 科

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

歯 科 口 腔 外 科

産 婦 人 科

呼 吸 器 外 科

合　　計

（検査科より）

（医事課より）

（診療情報室より）
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（放射線科より）

放射線検査・治療件数
●放射線検査治療患者数 2022年

一般撮影（ポータブル撮影含む）

造影検査

CT

MRI

RI

心カテ

アンギオ

治　　療

合　　計

処方枚数・注射処方枚数
●処方枚数・注射処方枚数

調 剤

抗 が ん 剤

院 内 製 剤

入 退 院 支 援

薬剤管理指導

血 中 濃 度

適 正 使 用

項 目

3847

107297

59633

72714

4479

7292

2730

138.5

2388

22567

207

457

160.3 

4470.7 

96.5 

2484.7 

3029.8 

186.6 

303.9 

113.8 

10.7 

199.0 

940.3 

11.3

38.1

14.6 

406.4 

225.9 

275.4 

17.0 

27.6 

10.3 

-

-

85.5 

-

-

2022年

合　計 月平均 日平均

外来院内処方箋

外来院外処方箋

院 外 発 行 率

入 院 処 方 箋

入院注射処方箋

処 方 箋

混 合 調 製

外来総指導件数

製 剤 調 製

指 導 総 件 数

総 指 導 件 数

薬物血中濃度解析

プ レ ア ボ イ ド

（枚）

（枚）

（％）

（枚）

（枚）

（枚）

（剤数）

（件数）

（外来）

（件数）

入院

15,709

1,079

2,832

592

78

789

118

1,517

22,714

合計

49,948

2,533

21,167

3,956

709

792

118

4,485

83,708

外来

34,239

1,454

18,335

3,364

631

3

0

2,968

60,994

（薬剤部より）

データベース

管
理
部
門
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研修会



草加市立病院小児科勉強会

第1回　2022年3月17日(木) 19:00-20:30

第2回　2022年7月21日(木) 19:00-20:30

第3回　2022年11月17日(木) 19:00-20:30

第4回　2023年3月16日(木) 19:00-20:30

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の流行に伴い、開催を見送っておりました「草加八潮小児科
勉強会」ですが、2022年3月からオンライン開催にて再開させていただいております(開催目安: 3月、7月、
11月の第3木曜日)。これからも地域の先生方との「顔のみえる」関係を大切に、地域の小児医療に務め
て参りたいと存じます。引き続きご指導の程よろしくお願い申し上げます。

草加市立病院 診療部 小児科 部　長　長谷川毅
企画担当：草加市立病院 診療部 小児科 副部長　滝島　茂

第一部　症例提示
　草加市立病院 診療部 小児科 専攻医　　坂川　由里歌
　　「著明な全身性浮腫をきたした生後3か月女児の1例」
　草加市立病院 診療部 小児科 医長　　　佐藤　薫
　　「COVID-19罹患中に潰瘍性大腸炎と診断した14歳男子の1例」

第二部　講演
　草加市立病院 薬剤部　　村社 計寿 薬剤師
　　「小児領域における薬剤師の関わりと地域活動」

第一部　症例提示
　草加市立病院 診療部 小児科 専攻医　　田中　里奈
　　「Multiplex PCR検査と抗原定量検査が有用であったCOVID-19罹患後の4歳女児例」
　草加市立病院 診療部 小児科 医師　　　中溝　智也
　　「鑑別に苦慮した川崎病の1例」

第二部　講演
　草加市 発達支援センター診療所 所長　土屋　史郎 先生
　　「一般小児科診療と発達障害」

第一部　症例提示
　草加市立病院 診療部 小児科 専攻医　　村山　哲
　　「尿路感染症を合併した川崎病の1例」
　草加市立病院 診療部 小児科 専攻医　　山口　悦朗
　　「舌下神経麻痺が先行した顔面神経麻痺の1例」

第二部　講演
　草加市立病院 診療部 小児科 副部長　　滝島　茂
　　「成長曲線が描く 子どもたちの輝く未来」

第一部　症例提示
　草加市立病院 診療部 小児科 専攻医　　兒玉　昭彦
　　「発熱・嘔吐を契機に発見された十二指腸穿孔の1例」
　草加市立病院 診療部 小児科 専攻医　　山野　春樹
　　「発熱・嘔吐を契機に発見された完全房室ブロックの1例」

第二部　講演
　草加市立病院 診療部 小児科 医長　　　滝島　茂
　　「当科における小児COVID-19対応」

研

修

会
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■予約関係書類
●初診予約の取り方について
●予約申込書（貴院控え）
●予約票（当日持参用）
●各種注意事項
●検査の説明と同意書
●画像・生理検査申込書（FAX 送信・貴院控え用）
●画像・生理検査申込書（当日持参用）
●診療予約申込書の記入について
●画像・検査申込書の記入について

予約関係書類
R e s e r v a t i o n  F o r m a t



初診予約の取り方について

草加市立病院　地域医療連携相談室
TEL ０４８-９４６-２２００（代表）　FAX ０４８-９４６-２５０１（直通）

紹介患者さんを当院にご紹介いただく際は、事前に予約をお取りください。
予約には電話予約とFAX予約があります。
なお、下記の診療科以外は患者さんからのお電話による申込もお受けします。
紹介状を予め患者さんにお渡しください。直接患者さんとお話しして予約日を決定いたします。

血液内科、腎臓内科、内分泌・代謝内科、婦人科、放射線科（治療）、緩和ケア科はFAX予約のみ受付しています。
検査のご予約は医療機関からのみお受けします。FAXまたはお電話でお申込みください。

※緩和ケア科は事前に地域医療連携相談室（相談室）相談員にご相談ください。

（予約専用ダイヤル）

 ・当日は予約票に記載のある持ち物を必ず持参されますよう患者さんにお伝えください。
 ・なお裏面が注意事項となっておりますので、放射線科・検査科・腎臓内科・歯科口腔外科・糖尿病腎症連携
を予約された際は患者さんにお読みいただくようお伝えください。
 ・予約時間の３０分前までに①番紹介状受付窓口へお越しくださいますようご説明ください。受付時間を過ぎ
てしまいますと、診察や検査が遅くなることがあります。あらかじめご了承ください。

※第2･4･5土曜、祝祭日、年末年始は除く
※第2･4･5土曜、祝祭日、年末年始は除く
24時間受信します。17:00以降のお申し込みの
返信は翌日以降（または翌週）となります。

048-946-2305
へお電話ください。

048-946-2501
へ送信してください。

お 願 い

予約申込書をご記入の上
複写２枚目「予約票（当日持参用）」
を患者さんにお渡しください。
 ・紹介状（原本）
 ・検査データ等
も併せてお渡しください。

※医療機関の方へ

月～金 8:30～17:00 / 土 8:30～12:00
月～金 8:30～17:00 / 土 8:30～12:00

（予約専用ダイヤル）

※第2･4･5土曜、祝祭日、年末年始は除く

048-946-2305
へお電話ください。

月～金 8:30～17:00 / 土 8:30～12:00

患者さんから
患者さんの
 ・市立病院受診歴の有無
 ・氏名
 ・性別
 ・生年月日
 ・連絡先
 ・希望診療科
 ・医師の指名の有無
　　　　　　　　　をお知らせください。

予約申込書（複写１枚目）に「予約日時」以
外をご記入の上、FAX送信してください。
検査の予約は画像・生理検査申込書も併
せてお送りください。

血液内科、腎臓内科、内分泌・代謝内科、
婦人科、放射線科（治療）、緩和ケア科 は
申込書に
 ・紹介状
 ・検査データ
 ・処方内容等
を添えてFAX送信してください。

 ・紹介元医療機関
 ・市立病院受診歴の有無
 ・氏名
 ・性別
 ・生年月日
 ・連絡先
 ・紹介状の宛先診療科
 ・医師の指名の有無
　　　　　　　　　　　をお伺いします。

当院から予約日時をお伝えします。

当院から予約日時をお伝えします。

予約票に予約日時をご記入の上
 ・紹介状（原本）
 ・検査データ等
も併せてお持ちください。

申込書に予約日時をご記入の上
複写２枚目「予約票（当日持参用）」
を患者さんにお渡しください。
 ・紹介状（原本）
 ・検査データ等
も併せてお渡しください。

当院から予約票をFAXで返信します。
血液内科・腎臓内科につきましては、予約
日時の確定にお時間をいただいております。
あらかじめご了承ください。

患者さんに
 ・予約票
 ・紹介状（原本）
 ・検査データ
 ・処方内容等
をお渡しください。
検査の予約を取ったときは、画像・生理
検査申込書に記入の上、複写２枚目（当
日持参用）を紹介状と一緒に患者さんに
お渡しください。
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各 種 注 意 事 項

・造影剤を使用する場合、検査4時間前の食事は禁止です(お茶・水は可)。
・MRCPは検査前8時間は飲食禁止です。
・ペースメーカ有の方はMRI対応カードの持参をしてください。

◎キャンセルや変更は検査日の前日15時までに連携室まで連絡をしてください。
□　I -123 IMP
□　I -123 DATSCAN
□　I -123 ミオMIBG
□　骨シンチ
□　甲状腺シンチ
□　Gaシンチ

・予約日は診察のみで、照射日は診察時に相談となります。（撮影日に診察はありません）

・当日はCT撮影を行い撮影後、次回の診察予約をしていただきます。（撮影日に診察はありません）

□　腹部エコー：検査4時間前の食事は禁止です（水は可）。

・前日は洗髪し当日は整髪料などは付けずに清潔にしたまま来院してください。
・服用薬は担当医の指示に従ってください。

・採血・検尿があるため予約時間の1時間前に来院してください。
・当日は、検尿できるよう来院前は極力排尿をお控えください。

・抜歯は原則として初診日にはできません。診察後、後日（平日午後）予約となります。
・矯正やインプラントのためのCT撮影等は自費となります。
・CT撮影をご希望の場合は、診療等予約申込書（FAX用）の事前診察情報欄にその旨をお知らせいただきませんと、
当日対応できないことがあります。
・読影もご希望があれば、診療情報提供書にてお知らせください。

・診察２回と栄養相談１回を実施し、その後は、かかりつけ医療機関に通院いただきます。
・当日糖尿病連携手帳、糖尿病眼手帳、血圧手帳、自己血糖測定記録もご持参ください。

・一度の申込で次回までの診察予約を取らせていただいております（以下記入してください）。

：検査時間までに来院してください。
：検査前処置があるため9時までに来院してください。
：朝食は食べずに（水は可）検査時間までに来院してください。
：検査前処置があるため９時までに来院してください。
：検査時間までに来院してください。
：検査日の3日前（　　　　　　　　）の9時に来院してください。

外来診察（初回時）
外来診察（2回目）
栄養相談（2回目）

午前9時
午前9時5分

表面に記載
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患者氏名

感染症　［　有　・　無　・　未　］
【Tbc・HBｓ抗原・HCV・HIV・MRSA・その他（　　　　　　　　　　　　　）】

様

検査日：　令和　　　　年　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分

CD-Rコピー

要・不要
検査目的・臨床情報等

1. CT 単純・造影・ダイナミック

□頭部（脳・その他）

□脳底部（眼窩・副鼻腔・側頭骨）

□胸部（肺・縦隔）

□脊椎（頚椎・胸椎・腰椎）

□上肢（右・左）
　（肩・上腕・肘・前腕・手関節・手）

□その他（　　　　　　　　　　　　）

□頭部　CT-A

□頚部（甲状腺・その他）

□上腹部

□下腹部（子宮付属器・膀胱・その他）

□デンタル

□下肢（右・左）
　（股・大腿・膝・下腿・足関節・足）

・心臓ペースメーカー（ICD含）

以下造影剤使用の場合のみ
・造影剤使用歴
・腎機能障害
・造影剤過敏症
・重篤な甲状腺疾患
・ビグアナイト系糖尿病薬

・MRIチェックシートを確認しお答え下さい
　□何も該当しない　　□一部該当（　　　　　　　　　　）するが、MRIは可能

・ペースメーカ
　□無　　　□有（MRI対応ｶｰﾄﾞの持参をお願いします）

・食事について
　□普通に食事してください　□朝食禁（お茶水は可）　□昼食禁（お茶水は可）
◎MRCPのため　　□朝食禁（水分も不可）　　□昼食禁（水分も不可）

以下造影剤使用検査の場合のみ
□気管支喘息なし　□造影剤過敏症なし　□腎機能異常なし （Cr　　　ｍｇ/ｄｌ）

□ I-123 DATSCAN検査は、午前9:00注射、午後に撮影となります
□ I-123 ミオMIBGシンチ検査は、午前と午後の2回撮影となります
□骨シンチ検査は、午前9:00注射、午後に撮影となります
□Gaシンチ検査は、午前9:00注射、撮影は3日後の午後となります

・検査が午前中の場合、朝食禁止です
・検査が午後の場合、昼食禁止です
・原則、飲物も禁止ですが糖分のない水やお茶はお飲み頂いて結構です

・前日は洗髪し当日は整髪料などは付けずに清潔にしたまま来院ください
・食事は普段通りにお摂り下さい
・服用薬は担当医の指示に従い、指示がない場合は服薬を続けてください

□無　　　□有　ICD本体を含む撮影は行いません

□無　　　□有
□無　　　□有　（血清Cr　　　　ｍｇ/ｄｌ）
□無　　　□有
□無　　　□有
□無　　　□有

□頭部（ルーチン・下垂体・内耳・眼窩・副鼻腔）

□頚部（喉頭・咽頭・甲状腺）

□脊椎（頚椎・胸椎・腰椎）

□血管（胸部大動脈・腹部大動脈・下肢動脈・下肢静脈）

□腹部（肝臓・膵臓・腎臓・MRCP・腎動脈）

□骨盤（子宮卵巣・前立腺・膀胱・直腸）

□上肢（右・左）　（肩・肘・手関節・手）

□下肢（右・左）　（股関節・膝・足関節・足）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ I-123 IMP

□ I-123 DATSCAN

□骨シンチ

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□心エコー　　　　　□腹部エコー　　　□甲状腺エコー

□乳腺エコー　　　　□頚動脈エコー　　□下肢動脈エコー

□下肢静脈エコー

□覚醒

□睡眠

□賦活（開閉眼・光刺激・過呼吸）

□ I-123 ミオMIBG

□甲状腺シンチ

□Gaシンチ

□造影剤使用についての同意（造影剤使用検査）
私は、造影剤使用について十分な説明を受け理解しましたので、造影剤を用いた検査を受けることに同意します。また、緊急の処置を行う必要が生じた場合には、
必要な処置を受けることについても同意します。

□被ばくについての同意（CT・アイソトープ）
私は、(CT・アイソトープ)検査による放射線被ばくについての説明を受け十分理解しましたので、(CT・アイソトープ)検査を受けることに同意します。

記入日　令和　　　年　　　月　　　日　　　説明医師

患者または代理人氏名（署名）

草 加 市 立 病 院

2. MRI　　　単純・造影・アンギオグラフィー

3. アイソトープ　　体重(　　　　　　)㎏

4. エコー　　＊検査目的記入必須、データCD-Rは作成できません

5. 脳波

CT注意事項

MRI注意事項　＊予約30分前までにお越し下さい

アイソトープ注意事項

腹部超音波（エコー）注意事項

脳波注意事項
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患者氏名

※検査を受ける場合の共通注意事項
　服用薬は担当医の指示に従い、指示がない場合は服薬を続けてください

様

検査日：　令和　　　　年　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分

CD-Rコピー

要・不要
メモ

1. CT 単純・造影・ダイナミック

□頭部（脳・その他）

□脳底部（眼窩・副鼻腔・側頭骨）

□胸部（肺・縦隔）

□脊椎（頚椎・胸椎・腰椎）

□上肢（右・左）
　（肩・上腕・肘・前腕・手関節・手）

□その他（　　　　　　　　　　　　）

□頭部　CT-A

□頚部（甲状腺・その他）

□上腹部

□下腹部（子宮付属器・膀胱・その他）

□デンタル

□下肢（右・左）
　（股・大腿・膝・下腿・足関節・足）

・心臓ペースメーカー（ICD含）

以下造影剤使用の場合のみ
・造影剤使用歴
・腎機能障害
・造影剤過敏症
・重篤な甲状腺疾患
・ビグアナイト系糖尿病薬

・MRIチェックシートを確認しお答え下さい
　□何も該当しない　　□一部該当（　　　　　　　　　　）するが、MRIは可能

・ペースメーカ
　□無　　　□有（MRI対応ｶｰﾄﾞの持参をお願いします）

・食事について
　□普通に食事してください　□朝食禁（お茶水は可）　□昼食禁（お茶水は可）
◎MRCPのため　　□朝食禁（水分も不可）　　□昼食禁（水分も不可）

以下造影剤使用検査の場合のみ
□気管支喘息なし　□造影剤過敏症なし　□腎機能異常なし （Cr　　　ｍｇ/ｄｌ）

□ I-123 DATSCAN検査は、午前9:00注射、午後に撮影となります
□ I-123 ミオMIBGシンチ検査は、午前と午後の2回撮影となります
□骨シンチ検査は、午前9:00注射、午後に撮影となります
□Gaシンチ検査は、午前9:00注射、撮影は3日後の午後となります

・検査が午前中の場合、朝食禁止です
・検査が午後の場合、昼食禁止です
・原則、飲物も禁止ですが糖分のない水やお茶はお飲み頂いて結構です

・前日は洗髪し当日は整髪料などは付けずに清潔にしたまま来院ください
・食事は普段通りにお摂り下さい
・服用薬は担当医の指示に従い、指示がない場合は服薬を続けてください

□無　　　□有　ICD本体を含む撮影は行いません

□無　　　□有
□無　　　□有　（血清Cr　　　　ｍｇ/ｄｌ）
□無　　　□有
□無　　　□有
□無　　　□有

□頭部（ルーチン・下垂体・内耳・眼窩・副鼻腔）

□頚部（喉頭・咽頭・甲状腺）

□脊椎（頚椎・胸椎・腰椎）

□血管（胸部大動脈・腹部大動脈・下肢動脈・下肢静脈）

□腹部（肝臓・膵臓・腎臓・MRCP・腎動脈）

□骨盤（子宮卵巣・前立腺・膀胱・直腸）

□上肢（右・左）　（肩・肘・手関節・手）

□下肢（右・左）　（股関節・膝・足関節・足）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ I-123 IMP

□ I-123 DATSCAN

□骨シンチ

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□心エコー　　　　　□腹部エコー　　　□甲状腺エコー

□乳腺エコー　　　　□頚動脈エコー　　□下肢動脈エコー

□下肢静脈エコー

□覚醒

□睡眠

□賦活（開閉眼・光刺激・過呼吸）

□ I-123 ミオMIBG

□甲状腺シンチ

□Gaシンチ

□造影剤使用についての同意（造影剤使用検査）
私は、造影剤使用について十分な説明を受け理解しましたので、造影剤を用いた検査を受けることに同意します。また、緊急の処置を行う必要が生じた場合には、
必要な処置を受けることについても同意します。

□被ばくについての同意（CT・アイソトープ）
私は、(CT・アイソトープ)検査による放射線被ばくについての説明を受け十分理解しましたので、(CT・アイソトープ)検査を受けることに同意します。

記入日　令和　　　年　　　月　　　日　　　説明医師

患者または代理人氏名（署名）

草 加 市 立 病 院

2. MRI　　　単純・造影・アンギオグラフィー

3. アイソトープ　　体重(　　　　　　)㎏

4. エコー　　＊検査目的記入必須、データCD-Rは作成できません

5. 脳波

CT注意事項

MRI注意事項　＊予約30分前までにお越し下さい

アイソトープ注意事項

腹部超音波（エコー）注意事項

脳波注意事項
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診療予約申込書の記入について

貴院の名称・診療科・
ご担当医・申込担当者名等を
ご記入ください。

患者さんの氏名・性別・生年月日・住所・
連絡先をご記入ください。
連絡先はなるべく日中に連絡の取れる
電話番号をご記入ください。

貴院が電話予約をされた際は予約後、
お伝えした日にちをご記入ください。

希望診療科・検査・専門外来に
○を記入してください。

FAX にて予約を申込をする際に予約
希望の有無をご記入ください。医師
の指名があればご記入ください。
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左側の欄の部位に　を入れ、右側の欄の心臓ペース
メーカの有無に　を入れてください。
造影剤使用の場合は血清Crをご記入ください。

左側の欄の部位に　を入れ、右側の欄の該当する箇所に　を入れてください。
造影剤使用の場合は血清Crをご記入ください。

4.エコー、5.脳波については、左側の欄の検査項目に　を入れ、
右側の欄の該当する箇所に　を入れてください。

骨シンチのみ体重を記入してください。
左側の欄の部位に　を入れ、右側の欄の
該当する箇所に　を入れてください。

電話予約の場合は
予約日をご記入ください。

患者さんの氏名、画像（CD-R）の有無、
検査目的（任意）等をご記入ください。

画 像・検 査 申 込 書 の 記 入につ い て

造影剤使用及び被ばくについての同意をお願いします。

単純、造影、ダイナミックの
いずれかに〇をしてください。

単純、造影、アンギオグラフィーの
いずれかに〇をしてください。
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●東武スカイツリーライン草加駅下車徒歩約20分　獨協大学前〈草加松原〉駅下車徒歩約15分
●バス草加駅西口から
　「安行出羽行き」「獨協大学前駅西口行き」「草加市立病院行き」
　草加市立病院停留所下車
●パリポリくんバス
　北東ルート（草加市立病院～獨協大学前駅東口～川柳文化センター～柿木公民館）
　南西ルート（草加市立病院～草加駅西口～谷塚駅西口~見沼代親水公園駅）
　新田ルート（草加市立病院～勤労福祉会館・新田駅東口～新栄団地）

交通のご案内

病院案内図

ゴルフ屋

草加警察署
獨協大学

公園

ラーメン屋
焼肉屋

コンビニ

ガソリン
スタンド

草加中学校 消防署

団　地

34

494

谷古宇橋

花栗（中）
交差点

草加市立病院

焼肉屋

しゃぶしゃぶ
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個人情報が含まれておりますので、
お取り扱いにはご留意願います。

草加市立病院
地域医療連携ガイドブック

2023年度版
【編集・発行】

草加市立病院　地域医療連携相談室
TEL 048-946-2200（代表）
FAX 048-946-2501（直通）



草加市立病院
〒340-8560 埼玉県草加市草加 2-21-1
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